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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　箒ほうきが一本落ちていく。

　それは曇どん天てんに消えた彼女のものだったはずだ。

　そうとわかってはいても、できることは何もない。

　彼女を助けに雲中に飛び込むでもなく、無力感と一いつ緒しよに箒の柄えにしがみついているだけ。

　でも仕方がない。

　だってこわいのだ。

　目の前に広がる暗くて黒い雲の海が、彼女が姿を消してしまった薄うす暗ぐらさが、ただただこわくて堪たまらない。

　涙なみだは流す。

　恐きよう怖ふにも震ふるえる。

　なのに、一ひと粒つぶたりとも勇気を奮い起こすことが出来ない。

　みじめさとくやしさとこわさが混じり合い、どうしようもない無力感を胸に抱いだかせる。

　肌はだが汗あせばみ、じっとりと湿しめっていく。

　それがどうしようもなく気持ち悪く感じる頃ころには、意識は浮ふ上じようし夢から覚める。

「あー……」

　あれは幼い頃の記き憶おくだ。

　助けたいのに助けに行けなかった幼おさな馴な染じみの少女。雲の中できっと泣いていたであろう少女。あの時から彼女との間には、手を伸のばした程度では届かない距きよ離りが開いてしまった。

「……揺ゆ月づき」

　もうずっと昔のことなのに、いつまでたっても拭ぬぐうことのできない情景に、気分が沈しずみ、それでようやく目が覚めた。

　べたつく汗と最悪の夢見。それらがカリム・カンデラの迎むかえた今日の始まりだった。




　　　　　　　▼




「洗い物、自分でやりなさいよ？」

「あー、うん」

　生返事をしつつ、カリムは手にしたパンにかじりつきもそもそと食べていく。目覚めがいまいちだったせいか、どうにもしゃっきりとしない。

『ここ数日でダスト層雲の厚みは増しており、精せい霊れい指数は減少傾けい向こうとなっています。アリステルにお住まいの皆みなさんは精霊欠けつ乏ぼうに注意してください』

　今日の夢見が悪かったのはこれか、とぼんやりした頭で考える。

　カリムが見つめる先、遠オーロ見ラビジ鏡ヨンに映し出されるニュースではキャスターが指し棒を使って、ここ数日のダスト層雲の様子と精霊指数についての情報を伝えている。前日比マイナス２％。平均精霊指数よりはマイナス23％。それは息苦しく感じるはずだ。酸素と水と、そして精霊。この星に生きている以上、その三つのうちどれかひとつが無くなっても生きてはいけないのだから。

「キリエちゃんも朝から大変ねー」

　他人ひと事ごとのように告げる声に視線を向ければ、こんな最悪な目覚めの朝だと言うのに、快活さを覗のぞかせた女性が立っている。短い黒くろ髪かみは左右に分けられ、露ろ出しゆつしたおでこと涼すずやかな目元は、彼女のさっぱりとした性格をよく表している。

「宮みや古この同どう僚りようじゃん」

「部署違ちがうからいいのよ。ていうか、アンタはいつまで食べてるのよ。遅ち刻こくするわよ？」

「しないから。まだ余よ裕ゆうだから。むしろ時間押してるのは宮古の方だろ。早く行きなよ」

「アタシもまだ余裕」

「だったら洗い物してよ」

「冗じよう談だんでしょ。アンタももう16なんだからそれぐらいは自分でやりなさい」

「25になる宮古は花はな嫁よめ修しゆ業ぎようをしたほうがいいと思う」

　鼻で笑われた。だからどうしたと言わんばかりに。宮古だって、そうしてきっちりとしたブラウス姿でいれば、鏡越ごしにニュースキャスターをやっていてもおかしくないぐらいの器量を持ち合わせている。それにも拘かかわらず、浮ういた話は一緒に暮らしているカリムの耳にとんと入ってこない。

　少しだけ、もったいないとも思う。

「あら、クサレタワーじゃない」

　つまりはこういう物言いが原因で、異性として見られないのだろう。横目に宮古を窺うかがったカリムの耳に聞こえてくるニュースは、すでに精霊の話題から移り変わり、アリステルの街並みを映し出すものとなっている。なめて行く視点の色合いは白金色と緑色と少しばかりのレンガ色。それがカリムたちの暮らす都市、アリステルのマーブル模様だ。

　そんな都市の中で、ひょろりと他ほかの高層建築よりも尚なお高く伸びる建物が鏡面を占せん拠きよする。

　宮古が言うところのクサレタワー。それを背景に先ほどとは別のリポーターが、とても精霊指数が低いとは思えない笑え顔がおで映し出された。

『はい、わたしはもう間もなく完成となるミラー・ツリーの前に来ております。作業が急ピッチで進む中、オープニングセレモニー参加の抽ちゆう選せんには多数の応おう募ぼがあり、アリステル中の期待が窺えます』

「ふん」

　バカバカしいとばかりに宮古が鼻を鳴らす。彼女ほどあからさまに邪じや険けんにはしないが、カリムが鏡面に向ける視線もどこか冷ややかだ。

『ミラー・ツリーはその名の通り、全面鏡張りの巨きよ大だいな塔とうです。この鏡に精霊たちが好む擬ぎ似じ魔ま法ほうを展開することにより、都市の精霊不足を補う。そのためにミラー・ツリーが建設されたことは皆さんも知るところでしょう。また、ツリー内部には最さい新しん鋭えいの設備を調ととのえた施し設せつが数多く存在し、まさしくアリステルの豊かさを象しよう徴ちようした建物になっており……』

「カリム、アンタはどう思う、あれ」

「胡う散さん臭くさい。擬似魔法なんかで精霊が寄ってくるわけないし、正直言って街中にあんなもの建てられても邪魔でしかない」

「そうよねー。今から切り倒たおしにいけないかしらね」

「ていうか、宮古はなんだってそんなにあれを嫌きらうのさ」

「だって、下品じゃない」

　なんともわかりやすい言葉と共に、宮古は遠見鏡から魔力を抜ぬく。映像が途と切ぎれたそこに映るのは、イスに座るカリムと宮古。そしてその背後にかけられた時計だ。

　午前七時二十七分。

　鏡映しの時計が告げる時刻に従うならば、カリムが家を出るまではあと数分しかない。未いまだ頭はぼんやりするものの、だからといって世界中全すべてがカリム同様に億おつ劫くうな時間の進み方をしてくれるわけではない。

「ごちそうさま!!」

　カリムは最後のひと口を牛乳で流し込むと勢いよく立ち上がる。

「あ、こら、ちゃんと洗いなさいって」

「帰ったらやる」

　ばたばたと玄げん関かんに向かったカリムは、きちんと揃そろえられた靴くつを一足手に取ると、そのまま部屋の中へと取って返す。

「うお、寒」

　開け放した大きな窓ガラスから吹ふき込む冬の寒風。負けじとカリムは靴をテラスへと放ほうる。踵かかとを引っ張りトントンとつま先を打ち付けるのは、間違っても途と中ちゆうで靴が脱ぬげてしまわないようにするため。そうして準備を整えたカリムは、横手のラックから使い古したボロい箒を手に取る。

「いってきます」

「こら、窓閉めてけッ」

　宮古の言葉を置き去りに、開け放した窓はそのままに、カリムは軽い跳ちよう躍やくで空へと躍おどり出る。見上げた空はニュースでやっていた通りの曇天模様。いつもと変わらぬ薄暗い空から視線を外し、カリムは箒に跨またがり空を飛ぶ。




　　　　　　　▼




　さすがに朝の時間だけあって、空のスカイ交通トラフ網イツクは大いに賑にぎわっている。

　目の前を多くの人が乗り込んだ有翼鯨ジヤンボが行き過ぎる。みながみな、窮きゆう屈くつな空間で肩かた身みを狭せまそうにしているのを見ると、気ままに箒で飛んでいるのが正解だという気分になった。

「よう、おはようさん」

「あ、ども」

　鯨くじらの腹に書かれた『大グロツ鐘ケンチ楼ヤームが鳴ったら、航行禁止』のテロップを追いかけるカリムに声をかけてきたのは顔見知りの青年だった。彼も彼で朝の出勤時間に窮屈な思いをしたくないのか、自前の鰭飛びマンタに乗り有翼鯨が行き過ぎるのを待っている。

「やっぱり混こんでますね。鯨がこんな低いところを飛んでるのなんて久しぶり」

「まあ、精霊が少なきゃ仕方ねえよ。俺の鰭飛びもこれより上を泳ぎたくはないんだと。こういう時は箒の方が便利だよな」

「よければ交代しましょうか？　実はさっきから鰭飛びの横にいると、箒がみすぼらしく見えて困ってたんですよね」

「そんなこと言われて交こう換かんするやつなんかいねえよ。つーか、この年になって箒に乗ってたらその方がみっともないし、俺はもう子どもじゃないから魔法は使えねえ。そんなわけで箒には乗れないんだな、これが」

「そう言って魔術ばかりに頼たよってるから、子供心を忘れて人生つまんなくなるんですよ」

「ははっ、うるせえよ、余計なお世話だ。じゃあな」

　そう笑い残して真っ直すぐに飛び去る青年とは別に、カリムは少しだけ高度を下げた。さすがにあれだけの数の有翼鯨と鰭飛びの中を箒で飛ぶのは、双そう方ほうともに危ない。

　そうして見上げた空を、多くの有翼鯨や鰭飛びなどが行きかう様は、水底から見上げた海の情景そっくりだ。

　しかし光を散らすのは揺ゆらめく水面みなもではなく、今日も分厚くアリステルの空に蓋ふたをするダスト層雲だった。

　あの雲があるせいで、精霊たちは都市に降りてくることが出来ずに、人々は精霊欠乏などという厄やつ介かいなものを抱かかえ込むことになる。

「うっ」

　一いつ瞬しゆん、カリムの目を強い光が焼いた。

　あれだけ分厚い雲がかかっているのにも拘らず、こうまで強い光を寄よ越こしてくるのは今のアリステルにはひとつしかない。

　ミラー・ツリー。

　宮古が下品だと言うのも納なつ得とく出来る、無む闇やみ矢や鱈たらと光を反射させるその塔は、しかしカリムたちの心象とは反対に、都市の現げん況きようを打破するために作られたものだ。

　精霊たちを集める。

　ただそれだけのためにあれだけ大おお掛がかりなものが必要なのかはわからない。カリムとしては正直に胡う乱ろんな視線を向けてしまう代しろ物ものだ。

　だが、そう思うカリムや宮古は少数派で、アリステルの多くの人々がミラー・ツリーに対して精霊不足を補う救世主として期待しているのも、カリムは知っている。

「あ、カリム・カンデラだ」

　と、高度を下げていくと、有翼鯨などの代わりに、カリムと同じで箒ほうきに跨った少年少女の姿が多く見受けられるようになる。しかしその中に、カリムと同年代の姿は全くない。誰だれも彼もが小学生ぐらいの幼さで、中学生と思おぼしき少年少女に至っては、ちらほらと見かける程度だ。

「……」

　妙みように視線を感じるのは、カリムがアリステルでは有名人だからだろうか。それともカリムの歳としで箒に乗っているのがおかしいからだろうか、それはわからない。

　それでもカリムの方を見てあからさまにニヤニヤとした笑みを向けてくるのは、絶対に後者だという確信があった。

「ま、中学卒業してまで箒に乗ってたらそうだよな」

　そうして笑われるのも、ある意味仕方のないことだとカリムもわかっている。

　有り体ていに言ってしまえばカリムの年で箒に乗っているのはダサいのだ。きっと学校に着けば、カリムのことを、精霊離ばなれの出来ていないお子ちゃまとしてバカにするのだろう。何しろ、今のご時世小学生が卒業祝いに欲しがるのは、有翼鯨に乗るためのパスと通しワイズ手鏡ミラーのセットと相場は決まっているのだから。

　子どもしか使えない魔法より、大人たちが使っている魔術を手にする。

　それこそが大人への第一歩であり、いかに早くそれを手に出来るかが、中学生ぐらいの年ねん齢れいにおいてはこれ以上ないステータスになるのだ。

「みっちゃん、今日休みなんだって」

「なんでー？」

「お母さんは『せーれーけつぼー』って言ってた。フラフラしちゃうんだって」

「ふーん、こわいね」

　だから、横で話している小学生たちが言うところの『みっちゃん』は、よっぽどマセているのだろう。普ふ通つう、精霊欠乏には精霊との意思疎そ通つうを取るのが難しい大人が陥おちいり、精霊たちの声を聞くことが出来る子どもはそうそう罹かかることがないものだ。

　キャッキャとおしゃべりをしながら学校に向かっていく彼らは、精せい霊れい欠乏がどういったものかも、精霊指数が低いと都市の生活を支える魔術文明にも影えい響きようが出ることもわかっているのかいないのか、とにかく楽しそうにしている。

　しかしそれも仕方がないのかもしれなかった。

　小学生ぐらいの年齢ならば、身近にあるのは魔術ではなく魔法だ。箒に乗って精霊たちと一いつ緒しよに飛び、魔法を使い精霊たちと一緒に遊ぶ。そうしてこの世界のことを少しずつ知っていくのだから。

「……っ」

　ふと、幼い彼らの姿を見てカリムは今朝方見た夢を思い出した。

　幼いカリム。

　同じく幼い少女の姿を雲間に探していたのは夢の通りだ。

　ただひとつ夢の中に違ちがう点があるとすればそれは、落ちてきたのは箒だけではなく、箒を握にぎったまま気を失った少女だということだ。

　夢よりもずっとはっきりと思い出した情景を振ふり払はらうように、カリムは箒を蹴け立たてて学院へと飛ぶ。
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　学院の昇しよう降こう口。他ほかに使っている者などほとんどいない箒置き場に立ち寄るカリムの姿は、多くの生徒が登校している中ではよく目立つ。もうすっかり慣れた、チラリと送られる視線にあくびをひとつ。相変わらずな日常がそこにはある。

　ポケットの振しん動どうもそうだ。またぞろ友人の誰かがしょうもない用事でコールを寄越してきたか、はたまた宮みや古こが伝え忘れたことでも連れん絡らくしてきたのか。そう思い取り出した通しワイズ手鏡ミラーの鏡面に表示された名前を見た瞬間、カリムは思わず立ち止まっていた。

「……っ」

　樫かし宮みや揺ゆ月づき。

　指先が硬かたい。このまま鏡面にタップしたら双方ともに割れ砕くだけてしまうのではないかと、馬ば鹿かな考えが一瞬頭を過よぎる。

　立ち止まり、通し手鏡をジッと見つめるカリムは、自身に送られる訝いぶかしげな視線にも気が付かない。遠のいた現実感の中、手の中で震ふるえ続ける手鏡と、コールに答えよと責め続ける名前をただ凝ぎよう視しし続けるのみだ。

　見つめる鏡の向こう側に彼女の相そう貌ぼうが透すけて見えるようだった。アッシュブロンドの髪かみに、ゾッとするほど白い肌はだ、そして色素の薄うすい灰色の瞳ひとみがカリムの胸中を冷たく覗のぞき見る。

　全部知ってるから。そう告げる言葉などどこからも聞こえてこないのに、あの冷たく甘い声でそう囁ささやかれたような気がした。

「ちゃお」

「!?!?!?」

　尻しりを蹴けり飛ばされたのかと思った。驚おどろくカリムと一緒に通し手鏡も飛び上がる。カタンと落ちるその音が、朝の喧けん騒そうの中で妙に耳に響ひびいた。

「え、驚きすぎじゃない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　拾われ差し出される通し手鏡の表面に、もう彼女の名前は表示されていない。しかし、コールのアイコンに刻まれた『１』という数字に無機質な重さを感じるのは確かだ。

「ねえ、本当にどうかしたの？」

「え、ああ。何でもないですよ。ちょっと、ボーッとしてただけです」

　ようやく通し手鏡と彼女の存在感から顔を上げたカリムの前には、オレンジブロンドの髪も鮮あざやかなひとりの少女が立っている。

「それより何か用ですか、レイシャ先せん輩ぱい」

「ううん、別に。見かけたから声をかけただけ。ダメだった？」

　そうして小首を傾かしげる華はなのある姿に、青く澄すんだ瞳。いつだって変わらない曇くもり空とは無む縁えんの明るい立ち居振る舞まいに、先ほどとはまた別の視線がカリムたちへ向けられる。

　なぜなら、レイシャ・クリエはいつだって朗ほがらかに話すから。変な遠えん慮りよも、妙な躊躇ためらいも生じないその距きよ離り感かんは、誰もが自然と言葉を交かわしたくなるものだ。

　カリムが揺月に対して抱いだく距離感とは反対に。

「で、何？　彼女からコールでも来てた？」

「そもそもいない存在からのコールなんて来たら、確かにそりゃ飛び上がりますね」

「あら、そのうち来るかもしれないじゃない。カリムって結構人気あるのよ、知らなかった？」

「そんなん知ってどうするんですか。いつ告白されてもいいように寝ね癖ぐせは直しておけって話ですか？」

「寝癖って……。ま、君らしいか」

　呆あきれた、そう呟つぶやき歩き出すレイシャと並んでカリムも一歩を踏ふみ出した。ポケットの中で震えた通し手鏡のことは、努めて考えないようにしながら。

「でもホント、あんまりぼんやりしてると危ないよ。特に箒に乗ってる時とか。落ちてケガでもしたら大変じゃない」
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「あー、まあ気をつけます、はい」

「いくら防護魔ま法ほうがあるって言っても、精霊が少ないと、どれだけ頼たよりになるかわからないもの、気をつけなきゃ」

「はは、まあそうっすね。ていうかレイシャ先輩、いきなりプレッシャーかけてくるのは勘かん弁べんしてくださいよ。オレ、今日飛ぶんですから」

「プレッシャーなんて微み塵じんも感じてないくせに」

　そう言うレイシャはおどけたふうに肩かたをすくめてみせる。彼女がカバンに付けたアクセサリが揺ゆれる音が、安っぽくも気楽な雰ふん囲い気きを共有させてくれる。

「いや、さすがに少しは感じますよ。ほら、グラオベーゼンが始まる前とか、『あー、オレ今アリステル中の人間に中ちゆう継けいされてるんだなー』って思うと、中々にプレッシャーですよ」

「君のグラオベーゼンを見てると、とてもじゃないけどそうは思えないけどね。あんな飛び方するヘクセなんて見たことないって、いろんな人が言ってるのは知ってるくせに」

「だからっすよ。いろんな人が見てくれるから、その人らを楽しませようと思ってあんな飛び方をしてるんです」

「そんな気を遣つかうなら、ちゃんとダスト層雲を払えーって言われそうだけどね」

「それは言いっこなしで」

　そうしてクスクスと笑い合うカリムたちの横を通り過ぎる生徒が、また視線を向けてきた。それは目を引くレイシャに向けてのことなのか、それとも学内にふたりしかいないヘクセが揃そろっていることへの好こう奇きの視線なのかはわからない。

　学院に来る途と中ちゆう、カリムが何気なく話しかけられ、不ぶ躾しつけに注目されていたのは、彼の三枚目な性格や高校生にもなって箒ほうきに乗っているからだけではない。

　カリム・カンデラがヘクセだから。これが最も大きな理由だろう。

　アリステルの空を覆おおい、人々が生活するのに不可欠な精霊が都市へ降りてくるのを阻そ害がいするダスト層雲。その邪じや魔まっけな雲を払い、精霊を呼び込むのがカリムやレイシャたちヘクセであり、彼らヘクセが精霊を呼ぶのに行う一連の儀ぎ式しきをグラオベーゼンと呼ぶのだ。

「ま、私も君のグラオベーゼンは好きだけどね。見てて楽しいし」

「先輩のパッとしない飛び方に比べればそうでしょうね」

「えーえー、どうせ私はパッとしない二流のヘクセですよ。でも、じゃあよかったじゃない。三流ヘクセの君に相応ふさわしい催もよおしものがあって」

　含ふくみのある物言いにカリムは眉まゆ根ねを寄せる。

「なんかありましたっけ？　そんな愉ゆ快かいなの」

「ミラー・ツリーのオープニングセレモニー。あれ、連絡いってない？　飛んでセレモニーを盛り上げてくれないかーってやつ」

「や、来てないですね」

「え、ホントに？　だってこういう見み世せ物ものこそカリムの真骨頂じゃない。君のグラオベーゼン中なんて、みんなして机の下で通し手鏡を見てるのに、授業そっちのけで」

　それはそれでどうなのだろうと思わなくもない。しかし、カリムにしたところで、授業なんて聞いたり聞かなかったり、ノートを取ることもあれば寝ていることもあったりと、レイシャを注意出来るほど真面まじ目めでもなかった。

　問題は、授業中に通し手鏡を弄いじれる環かん境きようがあることか、グラオベーゼンを日中に行うことのどちらかだ。

「今日向こうに行ったら宮古にでも聞きますよ。どうせ、三流ヘクセをセレモニーなんかで飛ばすわけにはいかないとかなんとかってことじゃないんですかね？」

「それはそれでどうかと思うけど……。というかカリム、今日は授業午前中で終わり？」

「そりゃまあ、午後は箒に乗って精霊たちとお空のお掃そう除じですし」

　グラオベーゼンをやる日は午前で早退。これもまた、学院内でヘクセが目立つ理由のひとつでもある。

「私、今日の午後一発目が小テストなんだよね。しかも苦手教科の」

「だからなんですか。代われって言われたって無理っすよ」

「わかってる。わかってるけど、こういう時にヘクセの特権使えないのはもったいない」

「グラオベーゼンで授業抜ぬけたって、どうせ後日補習とか言われるんだから、関係ないじゃないですか」

「そうだけどさ、テストまで時間があればなんとかなるじゃない。問題回してもらったり」

「セコイっすね、先輩」

「いいでしょ別に。この寒空の下飛んで、みんなの生活を良くしようとしてるんだから、少しぐらいお目こぼしがあっても罰ばちは当たらない」

　そう断言するレイシャに賛同する気持ちがないかと言われれば、噓うそになる。

　グラオベーゼンは夏暑く、冬は寒い。ダスト層雲の量と精せい霊れい指数次し第だいでは雨だろうが雪だろうが飛んで精霊を呼べとお達しが来る。そうしてグラオベーゼンを行うのだから、ヘクセに対して多少の見返りがあってもいい気はする。どうせ補習があるのだから、授業を堂々とサボれたところで特に意味はない。

「とまあ、そんな風にこの間ゴネてはみたんだけど、物の見事に聞く耳持たずでヤんなっちゃったのよね」

「オレも今度宮古になんかねだろう」

　カリムがそう言ったところで学院中にチャイムの音が響き渡わたる。気が付けば随ずい分ぶんとレイシャと話し込んでいた。周りにはすでに生徒の姿は少なく、代わりに教室に入るよう促うながす教師の声がどこかから聞こえてくる。

「では、また」

「うん。ちゃお」

　レイシャと別れたカリムもまた、教室に入っていく。席に着いていくクラスメイトたちに紛まぎれてカバンを置いたカリムは、何の気なしに通し手鏡を手に取った。

『見にいくから』

　揺月から届いた短い文面に、カリムは凍こおりつく。

『ちゃんと飛んで』

　チャイムの残ざん響きようを聞きながら、カリムは授業があるからグラオベーゼンをサボれないかどうかをふと考えた。
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　大グロツ鐘ケンチ楼ヤームが遠く鳴り響ひびく。

　学院の軽かろやかなチャイムとは違ちがう荘そう厳ごんな音色を耳に、カリムは黒いローブ姿で空を見る。窓ガラス越ごしに見る空は相も変わらずくっきりと曇っている。

「大変よ、今日は」

「宮古」

　声に視線を向ければいつの間にか宮古が側そばに立っていた。ブラウスの上から羽織った白衣のポケットに手を突つっ込んでいるのが、妙みように様になっている。職場にいるからか、その雰囲気は家とは少しだけ違った。ちょっとだけしゃんとしている。

　黒と白、対照的な色合いのふたりが見つめる先では、これから始まるグラオベーゼンのために有翼鯨ジヤンボや鰭飛びマンタが空を明け渡していくのが確かく認にん出来た。近場の遊泳場が見つからない数羽がウロチョロしているのを見ると、完全に準備が整うまではもう少し時間がかかりそうだった。

「緊きん張ちようしてるのは、揺月が来てるから？」

「まあ」

「にしては、よく来たわね。仮け病びようでも使って逃にげるんじゃないかと思ってたわ」

「正直、腹痛い」

「あらそう。飛ぶ前に薬でも飲む？」

「いや、いい。こんなの飛べば吹ふき飛ぶし」

　そう言いながらカリムは窓の外へと背を向ける。振ふり返った先では、宮古と同じ白衣姿の大人たちがそこかしこで働いていて、学院とは違った喧けん騒そうが周囲を覆っている。

　床ゆかや壁へき面めんからふわりふわりと精霊たちが漏もれ出るここは、おフエア伽リーテのイル・園ガーデンと呼ばれ、人々の生命維い持じや都市機能を存続させるのに必要な精霊に関する様々な研究・管理・運用などを行っている場所だ。当然、都市に精霊を呼び込むグラオベーゼンも、お伽の園の管理管かん轄かつのもとで行われることになっている。

「箒は？　準備できてる？」

　カリムが尋たずねると、顔なじみの職員が頷うなずいて返す。彼の視線の先には、精霊たちが放つ緑黄色の燐りん光こうと同じ色の液体に満たされた洗せん浄じよう槽そうがある。その中にはカリムが普ふ段だん使いしているボロっちい箒とは比べ物にならない、きれいな箒が一本浸ひたされている。

「カリムくん、いつもゴメンね？」

「はい？」

　洗浄槽から取り出された箒の水気が拭ぬぐわれるのを待っていると、特に言葉を交かわしたこともない若い職員に話しかけられた。宮古と違い、白衣に着られている感の強い彼女は、本当に申し訳なさそうな顔でカリムの前に立っていた。

「なんですか」

「あ、ううん。特に用事があるわけじゃないの。ただ、いつもいつも申し訳ないなぁって思って。ほら、わたしたちって大人なのにあなたたちヘクセに頼りっぱなしでしょう？」

　少し、鼻につく物言いだった。だから自然とカリムの態度も硬かたくなる。

「まあ、いいんじゃないすか。大人にだって出来ないことあるんですし」

「そうなんだけどね。あ、でも大だい丈じよう夫ぶだよ。もうすぐミラー・ツリーが完成するから。そうしたら君たちの負担も減らせるから」

「そっすか」

「うん。それだけ言いたくて。じゃあ、またね。グラオベーゼン頑がん張ばってね」

　それだけ告げると彼女はパタパタと白衣の裾すそを揺らして去っていく。

「なんだありゃ」

「あのクサレタワーの推進派。データ取りだか何だかでチョロチョロしてんのよね。邪魔くさいったらないわ。カリム、アンタ変なこと言われなかった？」

「いや、むしろ宮古より好意的だった」

「アタシはアンタの保護者になったときから、必要以上に甘やかさないように決めてるのよ。ほら、準備出来たからちゃっちゃと飛んできなさい」

「はいはい。じゃ、いってくる」

　ひらりと手を振る宮古に見送られ、カリムは箒を手に取り歩いていく。向かう先は洗浄槽が並ぶ先にある魔術階段だ。高い天てん井じようを貫かん通つうして伸のびるその先に、ヘクセがグラオベーゼンを行うための舞ぶ台たいがある。

　手すりに寄りかかり窺うかがう窓の外には、もう一羽の鰭飛びもいない。どうやら空の準備も整ったようだと思った直後、目に入ってくる一本の塔とうがあった。

「……」

　先ほどの若い職員からかけられた言葉には、そこはかとなく反感を覚えた。あれでは、カリムたちヘクセなど用済みになると言われているのと変わらない。

（そのうち本当にそうなるのかもな）

　だからといって、今気にしたところでしょうがない。それに今日のカリムには、本当に気にかけなくてはならないことが別にある。

『見にいくから』

『ちゃんと飛んで』

　そうメッセージを送ってきた揺月は、きっとどこかでカリムのグラオベーゼンを見るのだろう。いっそ、中ちゆう継けい用の伝目鳩ばとを起こさなければいいのだろうか。踊おどり場横の止まり木で目を閉じている鳩を見てそう思いもするが、結局カリムはその頭を撫なでる。

　目を覚ました鳩に続いて外に出たカリムの目の前に広がるのは、薄うす暗ぐらい木立だ。

　劇場庭園と呼ばれるこの場所こそが、カリムたちヘクセがグラオベーゼンを行う舞台であり、アリステルで最も多くの精霊たちが住まう場所でもある。

　下草を踏ふみ庭園の奥へと進んでいくにつれ、周囲はぼんやりとした明るさに包まれていく。都会のど真ん中にあるにも拘かかわらず、これだけ多くの精霊がいる場所など、他ほかには存在しない。

　そんな緑黄色の燐光が穏おだやかに照らす場所で、カリムはふと立ち止まり、目の前に立つ一本の木へと目を向けた。そっと、その幹へと優やさしく手を添そえる。

　古木だった。

　もうきっと数年間に渡りこの場所に立ち続けているのだろう。多くの精霊をその身に宿した反動で、カリムより遥はるかに若いはずのその木は、すでに力を失いかけていた。

「今日までありがとよ」

　そう告げたカリムはその場でしばし祈いのりの時間を過ごす。それはひとつの命に対する敬意と、新たな誕生を願う神聖なひと時。

　これまでこの劇場庭園において精霊の宿り木となっていた一本の樹木は、今回のグラオベーゼンでその役目を終える。だからカリムはそっと目を閉じ、自分たち人間の生活を支える基き盤ばんとして立ち続けた木へ感謝を告げ、霧む散さんする生命の安あん寧ねいを願い、そして新たな命を芽め吹ぶかせる糧かてとなってもらうために、これから命を散らす木へと祈りを捧ささげるのだった。

　それが、箒ほうきで飛ぶより先に設ける、グラオベーゼンの始まりだ。

「…………」

　目を閉じた静かな時の中、カリムは思う。この時間こそが自分がヘクセなのだと最も自覚出来る瞬しゆん間かんだと。着き替がえたローブによって身を引き締しめ、この祈りを通して自らの心も引き締める。そうしてようやく、カリム・カンデラはひとりのヘクセとしてグラオベーゼンに臨のぞむことが出来るから。

　祈り終わったカリムが手にした箒の穂ほで樹皮をひと撫ですると、木はその身を燐光として霧散させた。

　カリムがその木に宿り眠ねむっていた精霊たちを起こしたことで、木は精霊化し、その生命を精霊たちと同じものへと変質させたのだ。儚はかなくも美しい光の粒りゆう子しは、これから飛ぶカリムにとって大きな助けとなる。

　しかし、カリムには彼ら精霊たちの力を借りて箒で飛ぶより先に、やることがもうひとつだけあった。今しがた木が一本精霊化したことで、劇場庭園にはダスト層雲に覆おおわれた空を見上げることの出来る空白がぽっかりと生まれてしまった。

　それでは次にこの地へと降りてきた精霊たちが行き場を見失ってしまう。だから、カリムは箒に跨またがる前に、地面へと膝ひざを突くのだ。

　そしてカリムは挿さし木を行う。

　一本分の梢こずえがなくなった空白へとその身を伸ばすのは、根を張ることすら出来ていない枝だ。パナケアと呼ばれるその枝は、箒の穂にも使われる特別なもので、精霊たちが好んで宿り木に選ぶものでもある。

　頼たよりなく、ぽんと蹴け飛とばせば簡単に倒たおれてしまうパナケア。カリムの眼前で空を指す枝は、これからしっかりと根を張り、育ち、そして周囲の木にも負けない大きさとなり、たった今精霊化させた古木に代わって、その身に精霊を宿すのだ。
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　立ち上がったカリムは周囲に漂ただよう精せい霊れいたちを見み渡わたす。すでに気の早いものはカリムの箒へとすり寄り始めているし、そうでない者も、他の木に宿るでもなくカリムの側から離はなれようとしない。

　カリムはそんな彼らへ笑えみを浮うかべると、他の誰だれにも扱あつかうことの出来ない長大な箒を振り回し、宙に漂う精霊たちを掃はき集めていくのだった。

　カリムは箒に跨り宙へと浮かぶ。

　もはや日常と化した浮ふ遊ゆう感かんがカリムの身を包み、地を離れた足先に恐きよう怖ふを覚えることすらとうに忘れた少年は、クルクルと螺ら旋せん状に空へと飛び上がる。

　狭せまい木立の中だというのに、大きな箒をどこかにぶつけることもなく、カリムはあっさりと梢を抜ぬけていき、一度だけ眼下を確認すると、ひとつ頷きダスト層雲に覆われた曇くもり空ぞらへと飛び出した。
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　カリムが飛ぶ姿はアリステルの中ならば、どこにいようと見ることが出来た。劇場庭園を囲う蔦アイ編ヴイみ・コク繭ーンの高層建築群よりも上にいる彼の輪りん郭かくは、豆まめ粒つぶと大差ない。それでも翼つばさを広げる伝目鳩から送られた映像が、誰もが持つ通し手鏡や街頭に設置された遠オーロ見ラビジ鏡ヨンなど、都市のあらゆるところで散見される。

　レイシャは、普段は見み世せ物ものではないような口ぶりだったが、そんなことはない。

　ヘクセがグラオベーゼンを行えば、それはいつだって人々の目に留まる。

　オフィスだろうと学校だろうと家庭だろうと、見ようと思えば誰だって見ることが出来るのがグラオベーゼンだ。

　だからこそ、都市で生活する人々のうちのいくらかは、大鐘楼が鳴ったその瞬間に手を止めティーブレイクに入るのだった。

　グラオベーゼンが行われる時間は、一回につき数十分がいいところ。空のスカイ交通トラフ網イツクを止める以上、それが限界だと、アリステルに暮らす人々はよく知っていた。そして彼らはこうも思っているのだ。

　もう一度大鐘楼が鳴るまでは、少しばかり気を抜こう、と。

　時刻は昼食後の昼下がり。まだまだ続く一日を乗り切るため、ひと息つくのにはちょうどいい頃ころ合あいだった。だから人々は鐘かねの音を合図に、しばしの間手を休める。

　アリステルに多くあるオフィスで、学校で、そこらの通りで、そして家の中でも。様々な人が肩かたの力を抜き、鏡に映るカリムの姿を見つめていた。

　彼がこれから見せてくれるであろう楽しい時間を期待して。
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　箒に跨り真っ直すぐに。

　カリムは劇場庭園の上空まで飛び上がると、足元スレスレを木の葉が擦さつ過かしていくのも気にせずに飛び回る。

　緑黄色の尾おを引きながらの飛ひ翔しようは、しかしどうしたことか上空を目指さない。蛇だ行こうするカリムは、お伽の園と劇場庭園をぐるりと囲む高層建築群の狭はざ間まへと飛び込んでいった。

　アリステルに混在する、真新しい蔦編み繭の建築物と、昔ながらのレンガ造りの建物。それらが織り成す白金色と赤茶色のコントラストには、多くの建物から伸びる枝葉の緑色が入り交じる。

　飛ぶカリムは、自身の姿が映った窓ガラスを横目に見た。そして思う。最近、こうした新しいと感じる建物が増えてきた、と。それでも唐とう突とつに現れては、カリムの進路を捻ねじ曲げる枝葉が、どの建物からも生えている事実に安あん堵どするのも確かだ。

　高層建築物の真新しさと、レンガ造りの懐なつかしさと、そしてそれらの中にしっかりと組み込まれた木き枠わくから伸びる枝葉の安心感。それもまた、人々の生活にもう長いこと精霊たちが浸しん透とうしている証あかしだった。

　だからカリムは、そんな枝葉の中に隠かくれている精霊たちもまた、一いつ緒しよに飛ぼうとグラオベーゼンに誘さそっていく。

　劇場庭園に生えているパナケアほどの浸透率ではないから精霊化させることは出来ないけれど、カリムが枝を揺ゆらし葉を散らせば、彼に起こされた精霊たちが箒の穂を追い掛かけ宙を舞まう。

　そうやって広い空ではなく、狭い都市の中を自在に飛ぶカリムは、ふと自分に向かって手を振ふっている子どもがいることに気がついた。未いまだ小さな背せ丈たけの彼らは、幼よう稚ち園えんの年長ぐらいだろうか。ビルの狭間にある小さな公園に遊びにでも来たらしく、側そばにいる先生ふたりと一緒に、カリムと精霊たちのことを興奮した様子で見上げている。

　だからカリムは彼らの頭上でひとつ宙返りを打つ。

　微かすかに聞こえる歓かん声せいを背中に置いて飛ぶカリムの目には、他にも様々な人々の姿が見えてくる。

　オフィスの窓越ごしに目があった会社員。

　カフェテラスで談だん笑しようする二人組の学生。

　乳母うば車ぐるまを押す女性と可愛かわいらしい赤ん坊ぼう。

　授業を聞くフリをして内職する中学生。

　穏やかな表情で日向ひなたぼっこをする老女。

　老ろう若にやく男なん女によ様々な人々が、飛びゆくカリムの視界に現れては行き過ぎていく。

　中には目が合って笑いかけてくる人もいるし、何かに夢中になって気づかない人もいる。通し手鏡を手に頭上を振り仰あおぐ人は、このあとも中継を見続けてくれるのだろう。

　精霊だけじゃない。人もいる。

　グラオベーゼンを行えば、いつだってそう思う。

　そうやって精霊を呼び起こしながら人々の日常を垣かい間ま見み、一通り都市の中を飛び回れば、きっとアリステルの街並みは緑黄色のやわらかな輝かがやきにほんのり染まっているはずだ。

　だからカリムはここらで少しだけ趣しゆ向こうを変える。

　数羽の有翼鯨と鰭飛びが羽を休める遊泳場から、風にさらわれた声が届いた。

『カリムが箒から降りるぞ』

　遊泳場だけではない。その声が風に乗って都市中に広がっていくかのように、アリステルの空気が少しだけ高こう揚ように色めき立つのが伝わってきた。

　それは人々の期待。

　これからさらに楽しいものが見られるぞ、と。そうした興奮がカリムの足裏から盛り上がってくる。

　余りにも気安い調子だった。

　下から伝わる興奮に応こたえる気なんかないような仕草で、

　落ちるかもしれないという恐怖を微み塵じんも感じさせずに、

　カリムは箒ほうきに跨るのをやめた。

　それは背の低い切り株から飛び降りるような何気ないにもほどがある動作だ。そんな水たまりを飛び越こえるような簡単なことなのかと疑いを持つほどに、カリムは箒を手に、いとも容易たやすく空中へと一歩を踏ふみ出してみせた。

　カリムの足裏が何かを捉とらえることはない。代わりに箒の穂がその先せん端たんで捉え、宙でカリムを支えるのは、いつの間にか出来ていた精霊たちの飛島だ。

　カリムは足を大きく蹴けり出すと、箒を軸じくに水平に一回転。そのままの勢いを利用して、身を捻ねじり倒とう立りつしながらつま先から上空へと飛び上がる。

　伸のばした足先でダスト層雲を突つき破ろうとでも言うかのように、きれいなストリームラインを描えがきながら飛島に浮いた箒を引っこ抜いたカリムの姿は、ヘクセではなく軽かる業わざ師しとでも呼んだほうが相応ふさわしいものだ。

　一体どうすればそんなことが出来るのか。

　これまでにも多くの人から聞かれた箒さばきが、今日もアリステルの人々を楽しませる。

　手の中だけではない。腕うで、肩、背中に腰こし、時には足に絡からめて、いっそ音楽が聞こえてこないのが残念になるほど軽かろやかに、カリムは箒を相手にダンスを踊おどる。

　穂から舞い散る緑黄色の燐りん光こうが、そんなカリムを演出するため宙を漂う。

　舞ぶ台たいはアリステルの街中。観客はそこに住まう人々。きっと明日のニュースで大きく取り上げられる楽しいダンスが昼下がりの息いき抜ぬきに提供される。

　そんな数十分ばかりの清せい涼りよう剤ざいに、ぼくもわたしもと飛び込んでくる存在があった。

　パナケアの穂ほだけではない。

　カリムの頰ほおや指先、額や髪かみに触ふれるのは、最初からずっと一緒に飛び続けている小さな命たち。アリステルだけではなく、この世界のどこにだって存在する彼らが、その存在を誇こ示じするために、いつもよりずっと強く明めい滅めつを繰くり返す。

　それを待っていた。

　そう言わんばかりにカリムの口の端はが上がる。

　いつものおちゃらけた笑みではない、真しん剣けんに楽しんでいるからこその笑いは、ようやくノってきた精霊たちを歓かん迎げいする笑みだ。

　すでに多くの人を楽しませているカリム。しかし彼のグラオベーゼンの真骨頂は曲芸じみた箒さばきだけではない。

　見守る人々と、共演する精霊たち。

　その双そう方ほうにまだまだこれからだと告げる笑みを浮かべて、少年は口を開く。

「さあ、魔ま法ほうの時間だ」
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「わぁ」

　思わず漏もれてしまった声にレイシャは慌あわてて口を塞ふさぐ。

　こっそりと周囲を窺うかがえば、授業中にも拘かかわらず、教室の中にはレイシャと同じく机の下で通し手鏡を盗ぬすみ見ているクラスメイトが何人かいた。今の声が聞こえたのか、友人がこちらを振り向いて口をパクパクと動かし、

『す　ご　い　ね』

　そうしてにっこり笑う彼女に、レイシャは頷うなずいて返す。顔にはにんまりとした得意げな笑みを浮かべながら。

　カツカツとした音に前を向けば、何やら板書している教師の背中と、黒板の上にかけられた時計が目に入る。

　午後三時十七分。

　六限目終しゆう了りようまでは残り十三分。それだけの時間をこうしてこっそりと過ごさなければならないのかと思えば、どうにもやきもきするレイシャだった。

　大体にして今日は五限目に小テストなんてものがあったのがいけないのだ。あれのせいでレイシャは、昼下がりの眠ねむ気けも心地ここちよい時間を過ごすことが出来なかった。しかも苦手教科だったために結果も振るわなかった。だから今のタイミングになって、黙だまって授業を聞いているのが我が慢まんできなくなっている。今すぐに教室を飛び出し、中庭か踊り場の窓をくぐって屋上にでも駆かけ出していきたい気分に、体がウズウズしている。

　だって、今膝ひざの上に乗せている通し手鏡の鏡面には、どんな嫌いやな気分だって立ち所に吹ふき飛ばしてくれる美しい光景が広がっているから。

　だというのに、こうして授業中にコソコソと鏡越しで覗のぞき見ているだけなんて、これほどもったいないことは他ほかにないだろう。

　初めはただ光が舞い上がっているだけだと思っていた。

　カリムがダスト層雲の外、精エレメ霊ンタル圏フイアから新たに精せい霊れいを呼ぶために、自分の周りにいた精霊たちを、彼自身が空高く飛ばない代わりに、魔法で空へと送ったのだと思った。蛍ほたる火びよりも尚なお小さな精霊たちを拳こぶし大の大きさまで集め、少しでもアリステルへと精霊を呼び込もうとしているのだと、そう思った。

　しかし、少し考えればわかることだ。

　彼は、カリム・カンデラは、レイシャのグラオベーゼンをパッとしないと言い捨て、さらにいつだって人々に楽しみと感動を与あたえるヘクセとして人気を博はくしているのだ。

　そんな少年がただ精霊たちを集めるだけなんて、つまらない魔法を使うわけがない。

　そして事実、彼の魔法はレイシャが午後一発目に抱いだいた嫌な気分を吹き消して余りあるだけのものを見せてくれている。

　蝶ちようの群れだった。

　十数頭とその数は決して多くない。大きさもせいぜいがアゲハ蝶と同じぐらいだ。しかし劇場庭園の上空から列をなして飛び立つ蝶たちは、目と心を同時に奪うばうほど美しく羽ばたいているのだった。

　透すき通った水で出来た蝶が、火の粉を散らす蝶に照らされ、様々に色しき彩さいを変える。

　気流をまとめ上げた蝶の羽ばたきに、先を行く蝶がこぼす砂さ礫れきが巻き上げられる。

　火、水、風、土。人が使える四種類の魔法。それを同時に、こうも鮮あざやかに扱あつかえるものなど、大都市アリステルと言えどカリムの他にはいない。

　魔法の規模が小さいせいで、精霊圏から多くの精霊を呼べずに三流などと言われてはいるが、それでもその技術に関しては、カリムは誰だれよりもすごいヘクセだ。

　幾いく色しよくもの輝きと、ヒラリヒラリと揺らめく蝶の群れは、決してこんな小さな鏡面で見るべきものではない。

　そう思いながらもう一度時計を見上げるも、時刻は午後三時十八分を指している。このやきもきとした時間がもう少しだけ続くことに、レイシャはひっそりとため息をつく。

　そうこうしているうちに、宙に作った飛島を踏みしめて、カリムが再びアリステルの街中を飛び回り始めた。

　その姿はまさしく自由自在と言う他なく、地面スレスレにいたかと思えば、一息で家屋の屋根を飛び越える。そして高層建築の壁へき面めんを、翻ひるがえるローブの裾すそで真円を描きながら駆け上がり、頂上に着く遥はるか手前で幅はば跳とびにも似た動作で向かいのビルへと飛び移る。

　人々は細さい緻ちな造形魔法をこそカリムの真骨頂と呼ぶが、レイシャは違ちがった。

　次は何をするんだろう、どんな飛び方を見せてくれるんだろう。そうして常に期待し続けさせてくれる箒さばきこそ、カリムの真骨頂であり、レイシャがいつまでも見ていたいと思わせる姿なのだ。

　願わくば、と思う。

　自分のいまいち地味な飛ひ翔しようではついていくのすらやっとだということはわかっている。

　それでもレイシャは願わずにいられない。

　いつか自分もカリムのように、心の底から楽しいと思える飛び方をしてみたいと。

　恐おそらく、レイシャが現げん役えきのヘクセとして飛び続けられるのは、長くても残り二年がいいとこだろう。

　その頃ころには、レイシャもすっかり精霊離ばなれをし魔法が使えなくなる。そうなればグラオベーゼンを行うことはおろか、箒で飛ぶことすら出来なくなってしまう。

　だから思うのだ。

　そうやって大人になる前、子どもでいられるうちにせめて一度くらい、彼のように空を自由自在に飛んでみたいと。
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　カリムは再びアリステルの街中へと飛び込んでいた。衰おとろえ知らずのサーカス飛びに付き従うのは、カリムの魔法によって生み出された魔法動物たち。

　火ネズミに風ウサギ。ちょっと大きな土クマに、両りよう翼よくを広げた水ワシ。他にもカリムの魔法によって形を与えられた精霊たちが、思い思いに彼の周りを飛んでいたかと思えば、ふとした瞬しゆん間かんに上空、ダスト層雲へ向かって上じよう昇しようしていく。

　初めは劇場庭園の上空に集つどった精霊たちを空へと送り届けた。揺ゆらめく蝶はダスト層雲直下を飛び回り、その向こう側である精霊圏にいる別の精霊たちを呼び集める。

　こっちにおいで。

　こっちも楽しい。

　だからおいで。

　一いつ緒しよに遊ぼ。

　もっと幼かった頃と違い、カリムにはもう精霊たちの声は聞こえないけれど、そうしてダスト層雲の向こう側にいる精霊たちを誘さそうのだそうだ。

　魔法を使い精霊たちを空高く送り届け、精霊圏からさらに精霊を呼ぶ。そのためにヘクセは出来るだけダスト層雲の近くを飛び、精霊圏の傍そばで魔法を使う。

　それこそがグラオベーゼンであり、カリムたちヘクセの役割だ。

　いくら人々を楽しませようと、ヘクセである以上、カリムもその本質は無視できない。

　大鐘楼がグラオベーゼンの終わりを告げるまではもう少し。生あい憎にくと高く飛ぶことは出来ないけれど、それまでの間をカリムは、ヘクセとしての役割を少しでも全まつとうしようと飛び続ける。

　とはいえ、身の丈たけ以上の箒を振ふり回し続けてすでに数十分。さすがに息切れも激しくなってきてはいる。

　腕は棒のようになってきたし、長く宙にいたから足はそろそろ立つことを忘れているかもしれない。冬場だっていうのに汗あせもかいているし、何より心臓がそろそろ悲鳴をあげている。そう言えば、飛ぶ前は腹が痛かったのも思い出した。

　じゃあ、やめようか。そう問いかける言葉が頭の中にぽんと現れた。

　いや、やめねえよ。そうやって即そく答とうする声が胸の内から飛び出した。

　その言葉は残ざん響きようなどせずにカリムの中を満たしていく。血流と一緒に全身を駆け巡めぐる言葉につられて、様々な言葉が次々と飛び出してくる。

　やめるとかアホか・もったいない・何言ってんだ・調子いいのに・いいじゃんこのまま・飛べ飛べ・まだ物足りない・楽しいし・いいのいいの・いいから飛べって・魔法ももっと・気持ちいいっしょ・最高じゃん・なんでやめるの・バカじゃん・まだ飛びます・いくよ・全然足りない・もっともっと・飛んでたい、このまま。

「はは」

　漏れた笑いにカリム自身が気が付いたかどうかはわからない。それでも胸の内から湧わき上がる言葉の数々に共感した笑いは、心の底からのものであるのは間違いがない。

　ハイな気分が疲ひ労ろうを心地よさに変えてしまえば、いつしか体も軽くなり、この気持ちよさをもっと味わっていたいと思うのは必定だ。

　もっともっと幼い頃は、地上を走り回っていれば容易たやすく手に入った楽しく気持ちいい爽さわやかさ。それが今は箒ほうきに乗っていないと味わえない。

　全力で飛べば飛ぶほどに気分は昂こう揚ようし、見ている誰かを楽しませるための飛翔は、いつしか自分が楽しむためのものになっていく。

　そうしてそんな彼を精霊たちが呼ぶ。

　高く高く、こんな街中なんか飛び出してもっと自由な空へ。彼らの言葉は聞こえないが、カリムの周囲を飛び交かう精霊たちがそう誘ってくれているのが、薄うすれていく意識の中でも感じ取れた。

　それでもカリムは、都市の中を飛ぶ。

　精霊たちが誘ってくれる高い空を飛べない代わりに、多くの人がいるアリステルの街並みを飛び回るのだ。

　衰え知らずの箒さばきを駆く使しして、カリムはレンガ造りの家屋を飛び越こえ、蔦編み繭の側面にステップを刻み、そこかしこを漂ただよう精霊たちを掃はき集め、そして魔ま法ほうを空へと送り届ける。

　疲つかれと興奮でぼんやりしていく意識の中、そういえばと思い出したことがあった。

『揺月、見に来てるんだよな』

　それが胸中の言葉なのか、実際口に出して呟つぶやいたのかはカリムにもわからない。

　でも、だったら、もっとかっこよく飛ばないと。

　耳鳴りの向こうから鐘かねの音が聞こえた。

　荘そう厳ごんで重じゆう厚こうなそれは、グラオベーゼンが始まる前にも聞いたような気がする音色だ。

　ふと見上げた空、相変わらずダスト層雲が重くのしかかっているけれど、少しは差し込む日差しが強くなった気がした。
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　二度目の大鐘楼は終わりの合図。

　その荘厳な響ひびきを聞きながら、揺月はつまらなさそうに鼻を鳴らした。

　病気のせいで都市から離はなれて暮らしているため、その音色を聞いたのは久しぶりだ。だからと言って、肘ひじをついて見つめる窓の外、次々と有翼鯨や鰭飛びが飛び立っていくのを見たところで特別な感かん慨がいは抱かない。ただじっと見つめるだけだ。

「揺月、私たちもそろそろ飛ぶよ」

　そう呼びかけられた直後、揺月たちの乗る鰭飛びが戻もどっていくアリステルの空は、とてもグラオベーゼンをやった直後だとは思えないほどに薄うす暗ぐらい。へたをすれば、前に揺月がやってきた時より、また一段と雲が厚くなったような気さえする。

　そのおかげか、窓にはくっきりと自分の顔が映りこんでいた。

　特とく徴ちよう的なアッシュブロンドの髪かみに、どこか人間離れしたようにも見える白い肌はだ。

　揺月のことを目にした人は、まずその肌の色を見て彼女の体調を心配する。そして、大だい丈じよう夫ぶだと告げる少女の瞳ひとみを見て、ぎょっとした顔で立ちすくむのだ。もう自分では見慣れてしまったけれど、色の薄い灰色の瞳はどうにも不気味らしい。

「カリムが降りてくるね」

　そう告げるのは揺月の隣となりで鰭飛びの操そう縦じゆう桿かんを握にぎるロザリー・カンデラだ。今年でもう64歳になるというのに、アップにした金きん髪ぱつは艶つやがあり、肌も若々しい。

　そんなロザリーの言葉に従い視線を向けた鏡面には、グラオベーゼンを終え、どこかぐったりとした姿で劇場庭園へと降り立っていくカリムが映し出されていた。

　揺月はそんな彼へ冷ややかな眼まな差ざしを向け、白い肌に浮うかび上がる赤い唇くちびるを開いて一言漏もらした。

「いくじなし」
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　手すりに寄りかかり、なんとも疲れきった姿で魔術階段に下へ運ばれていくカリムの視界に、跳はねるオレンジブロンドの髪が映り込んだ。

　息せき切って駆かけ寄ってくるのは、鼻の頭を赤く染めたレイシャだった。

「カリム。おっつかれーっ」

　ぶい、と手を突つき出してくる先せん輩ぱいの姿に苦く笑しようを漏らしながら、カリムは力なく手を挙げ答える。長大な箒を振り回し続けた反動か、指先がカリムの意思に関係なく震ふるえている。

「先輩、早いっすね」

「そりゃもう、飛ばしたもん。今日は誰だれより早く教室飛び出した自信ある」

「そんな偉えらそうにすることでもないでしょうに、とー？」

　体が傾かたむく。魔術階段の段差に蹴け躓つまずいたのだと気がついた頃には、手からこぼれた箒が床ゆかを転がりカラカラと音を立てていた。

「わ、ちょっと。大丈夫!?」

「あー、すいません」

　口ではそう言いはするものの、レイシャに支えられた体には力が入らない。胸むな元もとに添そえられたひんやりとした手に申し訳なさを感じながらも、カリムに出来るのは額がぶつからないようにどうにか顎あごを逸そらし天てん井じようを見上げることだけだった。

　視界の端はしには頰ほおを染めたレイシャの顔が入り込む。そんな彼女の眼前で、つ、と喉のど元もとを汗が伝っていくのがわかる。それに堪たまらない爽そう快かい感かんと、甘ささえ滲にじむ疲ひ労ろう感かんを覚えながら、カリムは熱い息をひとつ吐はき出した。

「こらこら、こんなとこで何やってんのよ。カリムは体のチェックするからそこに座りなさい。あと箒。レイシャちゃん、悪いけど洗せん浄じよう槽そうまで持って行ってくれない？」

「あ、はい」

「みやこー」

「なによ」

「水」

　無言で差し出されたゴブレットに口をつける。寒い冬の日だろうと、動かし火ほ照てる体に冷たい水が流れ込んでいくのは堪らなく気持ちがいい。そうしてカリムが喉を潤うるおす間にも、宮古は勝手に彼のローブをはだけさせ、胸元、背中と確かく認にんしていく。

「アンタまた肩かたの皮がずるむけてるわよ」

「あー、もうしょうがないね、それは。だからさ、ローブ分厚いのにしてよ」

「今だって十分厚いっての。それでもこうなるってことは、アンタの箒の扱あつかい方がおかしいのよ。ていうか、飛んでる時に気づかないわけ？」

「無理無理。夢中だもん」

　カリムがそう言うと、宮古は仕方ないとばかりに息を吐き、手にしたバインダーに何かを書き込んだ。

「しばらく休んだら風邪かぜ引く前にシャワー浴びてきなさい。それが終わったらちゃんと軟なん膏こうを塗ぬること。いいわね？」

「ういー」

　気の抜ぬけた返事をするカリムの顔を宮古はじっと見つめてくる。そんなに疲れきった顔をしているのだろうか、カリムがそう思い始めた頃ころ、宮古は口を開いた。

「お疲れ様。ありがとね」

「べっつに。どうってことないし」

　くしゃくしゃと汗だくになったカリムの髪をかき回し、宮古は背を向ける。

　見送るでもなくその背中を見つめていたら、入れ違ちがいでこちらに歩いてくるレイシャの姿が目に入った。

「大丈夫？」

「ええ、そりゃもう元気ですよ。なんだったら今からもう一回飛びますんで、よかったら先輩も一いつ緒しよにどうです？」

　レイシャが余りにも心配そうな顔をするものだから、カリムはいつも以上におどけた調子で返す。疲れてはいるけれど、特別大きなケガをしているわけでもないのだ。

「それはまたの機会にしとく。大体、君はよくても箒が準備出来ないじゃない」

「や、問題ないと思いますよ。自じ慢まんじゃないですが、グラオベーゼン中に箒を汚よごさないことにかけては自信あります」

「ホントに自慢じゃないし……。そんなこと言ってたら、また三流だなんだって言われちゃうよ？」

　強い口調で告げるレイシャに少しだけ驚おどろきながら、カリムは洗浄槽に漬つけられた自身の箒を見やる。その穂ほは飛ぶ前と少しも変わらず、パナケア本来の色を保っていた。

『ほうきをよごす子一等賞』

　それはお伽の園に張り出されている標語だ。カリム自身、実に見事にヘクセのことを言い表していると感心したりもした。

　ヘクセの役割は、グラオベーゼンを行い精霊圏から都市に精せい霊れいを呼ぶことにある。そんなのこの世界で生きる人なら誰だれだって知っている。

　そして当然の話だが、ヘクセにはより多くの精霊を呼び込むことが求められる。そのためには常に箒で精霊たちを掃き集め続け、飛び続ける必要がある。だからカリムは疲れると知っていながらも、街中でバカでかい箒を振ふり回し続けたのだ。

　しかし、それはカリムに限っての話でしかない。

　レイシャを含ふくめた他ほかのヘクセたちは、わざわざ街中の精霊を呼び起こすなんて面めん倒どうなことをしたりはしない。なぜなら彼女たちは素す直なおに精霊圏から新たに呼んだ精霊たちを掃き集め、次の魔法を使い、箒に跨またがり飛び続けるからだ。

　その際、ダスト層雲を通って精霊圏から降りてきた精霊たちを掃き集めるため、箒の穂は汚れ、穂をたくさん汚すことの出来るヘクセは優ゆう秀しゆうだとされるのだ。

　だから、いくら人々を楽しませるグラオベーゼンを行おうと、洗浄が必要ないくらいにきれいな箒でグラオベーゼンを終えたカリムは、三流と呼ばれてしかるべきなのだ。

「カリムはさ、どうしてもっと高く飛ぼうとしないの？　もっと高いところを飛べば、小さな魔法でだって十分に箒を汚せるだけの精霊を呼ぶことが出来るのに」

「知ってますよ、それくらい」

「じゃあ、なんで飛ばないの？」

「なんでっすかねー」

　レイシャが細く息を吸う音が妙みように響いた。

「私、真しん剣けんに聞いてるんだけど」

「そんな真剣になるような理由じゃないですよ」

「だったら教えてくれてもいいじゃない。どうして君は、高く飛ぼうとしないの？」

「それはですねー。深い理由があるんですよー。オレが高く飛ばないのはですねー、」




「いくじなしだから」




　調子よく回っていたカリムの舌がピタリと止まった。ここから適当にはぐらかそうと考えていた文言がどこかへ吹ふき飛んでいた。

「ね、そうでしょカリム。あなたはとってもいくじなし」

　涼すずやかな声こわ音ねだ。たとえどれだけ小さな囁ささやきであってもカリムの心臓を鷲わし摑づかみにする甘い声が、耳じ朶だを打ち、心を舐なめる。

「ひさしぶり」

　笑えみを浮かべ、踊おどるような足取りでひとりの少女が近づいてくる。何かとてもいいことがあったとでも言いたげな無む邪じや気きな姿と正反対な、どこか冷たい雰ふん囲い気きと鋭するどい視線が、カリムを捉とらえて離さない。

　黒い服がよく似合う肌の白さも、灰をまぶしたようなアッシュブロンドも、感情が読み取りにくい色の薄うすい瞳も、どこか違う世界から抜け出してきたかのように現実味が薄い。

　最後にカリムが出会った時となにひとつ変わっていない姿で、彼女はそこに立っていた。

「ちょっとカリム、どうして無視するの」

「……ああ、悪い」

「それだけじゃないでしょ。コールにもメッセージにも返事をくれないし。それに、なんなのあの飛び方。ちっともおもしろくない」

　その言い草に、カリムは荒あら々あらしく息を吐き出した。

「森に引きこもってるとそんなことも知らないのか？　あれが、オレの飛び方なんだよ」

　普ふ段だんのおちゃらけた文言とは違い、相手を小こ馬ば鹿かにした険悪な言葉をカリムは放つ。

　その視界には彼女が揺ゆらす服の裾すそが入り込んでいた。チラチラとカトンボのように現れては消えるのは、カリムが今身につけているローブと同じ色の、黒い服。ひどく蠱こ惑わく的に揺れる服の裾から、彼女の白い膝ひざ小こ僧ぞうが顔を覗のぞかせる。
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「ちょっと、カリム。どこ見てるのよ」

「さあね。どこだっていいだろ」

　冷たく強い囁きに、カリムはわざとらしくそっぽを向く。グラオベーゼン後の爽さわやかな達成感に包まれていたはずの場所に、一転して剣けん吞のんな雰囲気が立ち込めていた。

「あのっ、樫宮揺月……さんですよね？」

　と、そんな雰囲気を払ふつ拭しよくしようと明るく声を上げるものがいた。揺月がツイと視線を向けた先に立っているのはレイシャだ。

「だれ、あなた」

「レイシャです。レイシャ・クリエ。私もあなたと同じヘクセで、」

「なにか用事？」

「あ、いえ、その。別にそういうわけじゃないんですけど、えっと……」

　言いよどむレイシャを、揺月は冷たい眼まな差ざしで見つめ返す。その瞳ひとみには欠片かけらたりとも容よう赦しやがなく、冷ややかな光を湛たたえた視線が、続くレイシャの言葉を封ふう殺さつする。そしてレイシャが泳がせた視線は、助けを求めるようにカリムを見た。

「あなたは、カリムの友達？」

　揺月の目が眇すがめられる。そして問いかけるのは、甘く囁く唇くちびるだ。コロコロと飴あめ玉だまを転がすように舌が踊れば、その声はたちまち周囲にいる人々を惹ひきつける。

　都市の人いきれの中では生まれ得ない、静かで暗い森の奥で育はぐくまれた魅み力りよくが揺月の全身から立ち込めていた。

「あ、はい。そう、です」

　アリステルで育ち、角が取れた明るい性格のレイシャでは、揺月の鋭さに臆おくするほかないのだろう。ぎこちない言葉の端はし々ばしから覗くのは、怯おびえにも似た忌き避ひの感情だ。

「ふぅん」

　そうして頷うなずく揺月が、今度はカリムを直視する。

　見返す瞳に一体どんな感情を宿しているのか、それはカリムにもとんと見当がつかない。

　昔はいつも一緒にいて、笑い顔も泣き顔も、怒いかり顔だって全部見ていたのに、今ではもう揺月が何を考えているのかさっぱりだった。

　それでも揺月のことを一いつ笑しように付して捨て置けないのは、カリムが彼女に罪悪感を抱いだいているのと一緒に、彼女だけが持つ、冷たく甘い氷砂糖のような存在感に惹かれているからに他ならない。

　たった一本のコール、ほんの数行のメッセージ。

　それらが届けられただけで、指先は震ふるえ、呼吸は静まり返り、代わりに鼓こ動どうが強くなる。

　その苦しさは、決して辛つらいだけのものではない。むしろ、箒ほうきに乗っている時に感じるのによく似た、心地ここちよさが混ざり合った苦しさだ。

　その感情の正体にカリムは気がついている。なんて呼べばいいのかも知っている。自分が揺月をどう思っているのかなんて、口に出すまでもなくわかっている。

　それでも幼い頃ころ、彼女に取り返しのつかないことをしてしまったカリムは、学院のクラスメイトがそうするように、揺月へその想おもいを告げることは出来ない。

　余りにも異質でとらえどころのなくなってしまった揺月と、彼女がそうなる原因を作り出してしまったカリム。十年間の内に歪ゆがんでしまったふたりの関係の中に身を置けば、少年はいつだって自分を持て余す。

「あら、揺月じゃない。来るの遅おそかったわね」

　剣吞な雰囲気などなんのその。気楽な様子であっさりと揺月に声をかけたのは宮古だ。

「なに」

「あらま、いきなりご機き嫌げん斜ななめね。なにかあった？」

「別に」

「そう。カリムのグラオベーゼンは？　見たんでしょ」

「見たけど、今のカリムの飛び方はきらい。だって、つまらないんだもの」

　揺月の言葉に、カリムの視線がきつくなる。真一文字に引き結ばれた唇が、彼の内心をよほど雄ゆう弁べんに物語っていた。そんなカリムの様子に気がついたのか、宮古はひとつため息を吐ついてみせるが、そのまま構わずに揺月との会話を続ける。

「そういえば、ロザリー先生は？」

「おばあちゃんは、挨あい拶さつしてくるって言ってた」

「そう。じゃあ、待ってれば会えるかしらね。ところでさ、久しぶりに会っておしゃべりを楽しんでるところ悪いんだけど、カリムをシャワーに向かわせてもいいかしら。そろそろ汗あせを流さないと、こいつ風邪かぜひいちゃうのよね」

　カリムの頭に、僅わずかな重さがかかる。先ほど髪かみをかき回された時には感じなかった鬱うつ陶とうしさに、カリムはぞんざいな手つきでそれを振り払はらう。

「話があるなら食堂でしなさい。カリム、アンタもそれでいいわね」

「……ああ」

「揺月も」

「うん」

「というわけだから、ほらちゃっちゃと移動する」

　そうして宮古に追い払われるようにして、カリムたち三人はその場を後にする。カリムが後ろを振り返れば、宮古がさっさと行けとばかりに手を振っていた。




　　　　　　　▼




　カリムが姿を見せると、レイシャはあからさまにホッとした表情をした。

　なんとなくついて来ただけの彼女からすれば、揺月とふたりきりでいるのは中々にしんどかったに違ちがいない。

「ちょっとカリム、勝手に人のものを食べないで」

　席に着いたカリムが、目の前に山と積まれた一週間分はあろうかというパンを手に取ると、すかさず揺月から言葉が飛んでくる。それを無視してかじりついたパンは、ジャムもマーガリンもつけていないにしては、随ずい分ぶんとしっかりとした味がした。

「あ、あの」

　カリムと揺月に挟はさまれる形で座ることになってしまったレイシャのおろおろした様子が、端たん的てきに、ふたりの間にある険悪な雰囲気を言い表していた。

「ジャム」

「やだ」

「そんだけあるんだから、ひとつぐらいいいだろ」

「いや。これはわたしが食べたくて頼たのんだの。カリムにはあげない」

　そう言いながら、揺月はこれみよがしにティースプーンで掬すくいとった真っ赤なジャムを口元へと持っていく。

　カリムが鼻を鳴らして見やるその姿に、なぜだか隣となりに座るレイシャが顔を赤くしていた。

「先せん輩ぱい、どうしたんすか。顔、赤いですよ」

「え、ううん。なんでもない。ちょっと、樫宮さんが食べてるのを見たら、おいしそうって思って。私も頼もうかな」

「いいんじゃないですか？　パンは腐くさりそうなほどありますし。どれがいいすか？」

「え、それ樫宮さんのじゃ……」

　どうせ揺月だって食べきれないのだから遠えん慮りよすることはないのに、レイシャは遠慮がちに揺月のことを窺うかがっている。

「いいよ」

　それに対して揺月は特に気にした様子もなく、レイシャに頷いてみせる。さらに、カリムが手に取ったときは拒きよ絶ぜつしたのに、小分けにされたジャムのうち、未み開かい封ふうのひとつをレイシャの前にポトリと落とす。

「これもあげる」

　チラリと気まずそうな視線を向けてくるレイシャに、カリムは肩かたをすくめてみせる。揺月が何を思ってそんなことをしたのかなんて、そんなのは考えるだけ無む駄だだ。

「あ、ありがとう。樫宮さん」

　大量のパンが詰つめ込まれたバスケットの中から、レイシャは迷いながらひとつを手に取ると、揺月からもらったジャムを付けて小さくかじる。

「美味おいしいね」

　微ほほ笑えみそう言うレイシャには答えず、揺月はティースプーンを弄もてあそぶ。カリムはパンを食はみ、レイシャがそんなふたりをそれぞれ窺うように見ながら、カリム同様パンを口にする。

　沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　喧けん騒そうが満ちる食堂の中において異様な雰ふん囲い気きを醸かもしているのに加えて、揺月の余りにも目立つ容よう貌ぼうのせいで、周囲にいる何人かがチラチラと視線を送ってくる。

「あーっと。樫宮揺月さん」

　レイシャだった。沈黙に耐たえ切れなくなったのか、それともどうにも気まずいこの空気をどうにかしようとでも思ったのか、意を決したように揺月へ話しかけていた。カリムは何を言うでもなく、そんなふたりを他人ひと事ごとのように見つめる。

「なに」

　出鼻をくじく冷たい返答。

「ど、どうやったらあんな風にたくさんの精せい霊れいを呼べるんですか？」

　それでもレイシャはくじけずに、揺月へと言葉を投げかけていた。

「さあ」

「さあって……。何かコツとか、例えばえっと、魔ま法ほうの使い方に秘密があるとかッ？」

「あるわけないじゃない、そんなの。箒で飛んで、魔法を使って、ちょっとだけ精霊たちとおしゃべりすれば、誰だれだって出来るもの」

　つんけんしていても、揺月とレイシャの間で会話が成り立っていることにカリムは僅かな驚おどろきを覚える。ひとりもそもそと口を動かし続けるカリムをおいて、ふたりの少女の、交流と呼ぶにはいささか以上に不自然だと感じるやりとりが続く。

「あ、やっぱりそうなんですね。樫宮さんって今アリステルで一番すごいヘクセじゃないですか。飛び終わったあとなんて箒が真っ黒に汚よごれてるし。同じヘクセとして、どうしてあんな風に飛べるんだろう、すごいなーって思ってるんですよ」

「ふうん」

「精霊としゃべるなんて、すごいですね。ね、カリムもそう思うでしょ？」

「え、ああ。まあ」

　突とつ然ぜん水を向けられたカリムが、いつもの調子とはまるで違う、どうにもぎこちない口調で相あい槌づちを打つ。しかし、戸と惑まどいつつ頷いたカリムにもレイシャの言葉が全く以もつてそのとおりだということはしっかりとわかっていた。

　精霊としゃべれる。

　グラオベーゼンを行うヘクセにとってこれ以上のアドバンテージは存在しない。揺月が当代随ずい一いちのヘクセと言われる理由は、間違いなくそこにある。カリムの箒さばきや造形魔法といった小ワザとは違う。それは、揺月だけが持つ特別な才能なのだ。

「カリムも昔はしゃべれたじゃない」

「昔だろ。今は、もう出来ない……」

「あっそ」

　それだけ言うと、揺月の態度はまたツンとしたものへと戻もどってしまう。そんな彼女の言葉には、一体なんと返せばよかったのだろうか。

「あ、あはは。樫宮さんはその、飛んでるときってどんなこと考えてるんですか？」

「別に、何考えてたっていいでしょ」

「いやまあ、そうなんですけど。やっぱり同じヘクセとしては気になるっていうか、ねえ？」

「こっちに話振ふられても困ります」

　だって～、などと言われたところでカリムにどうしろと言うのだろうか。何しろそんなこと考えたこともないし、レイシャの問いを突つっぱねた揺月の乏とぼしい表情は、こうして近い距きよ離りにいたところで何を考えているのかさっぱりなのだ。箒で飛んでいる時に彼女が何を考えているのかなんて、そんなことカリムには想像もつかない。

「えっと、その、ふたりは昔から仲が良かったり？」

「……別に、そんなことないっす」

「わたしの友達はカリムだけ」

「え、えー」

　言葉を濁にごしたカリムを責めるように、はっきり断言する揺月。表情は変わらないくせに剣けん吞のんな空気を醸す揺月に、レイシャは視線を泳がせ戸惑った声をあげる。

「ねえ、少し静かにしてて」

「あ、うん。そうだよね、食べてる最中だものね。ごめん。あはは」

　揺月の目に見み据すえられたレイシャが、尻しりすぼみの言葉に愛あい想そ笑いを添そえて困こん惑わくした様子でカリムのことを見つめてくる。しかし、そんな風に視線を向けられたところで、今のカリムはもそもそとパンを食べることに専念しているのだ。何も言うことはない。

「おや、樫宮揺月さんじゃないですか」

　と、妙みように軽けい薄はくな声にカリムたちの間にあった気まずい沈黙がザラリと撫でられた。その、どうにも眉まゆをひそめたくなる声に振り向けば、そこには声同様に軽薄な印象が拭ぬぐえない青年が立っていた。彼がかけているメガネを外せば、そのままペロリと面つらの皮も一いつ緒しよに剝はがれ落ちてしまいそうだった。

「初めまして、私、和泉いずみ恭きよう司じと申します。こちらはルシア・プラム。どうか、以後お見知りおきを」

　和泉と名乗った男の後ろで頭を下げる女性、その顔にカリムは見覚えがあった。今日のグラオベーゼン前、どうにも鼻につく物言いでカリムに話しかけてきた若い職員だ。

　悪意など微み塵じんもない柔にゆう和わな笑えみを浮うかべるその姿が目に入ったことで、このふたりが一体どういう目的で話しかけてきたのかがわかってしまった。

「先だってご連れん絡らく差し上げた内容ですが、私わたくしどもとしましては、樫宮様には是ぜ非ひともミラー・ツリーのオープニングセレモニーで、その腕うで前まえを披ひ露ろうして頂きたいと考えておりまして。その後お考えがお変わりになりましたでしょうか？」

　なんとも気持ちの悪い喋しやべり方をする男だった。さらに気味の悪いことに、そんな男の言葉に後ろで控ひかえている女性職員が、感情の読めない笑顔でうんうんと頷うなずいていた。

「ええ、もちろんロザリー・カンデラさんにはお断りされてしまった件は私どもとしても十分承知してはおりますが、一度ご本人様のご意向をお伺うかがいしたいと存じまして。いかがでしょうか、オープニングセレモニーで飛んで頂くことは……」

「ダメだ」

　カリムはほとんど反射的に立ち上がり、和泉にきつい視線を向けていた。

「あの、失礼ですが私は今、樫宮様にお伺いしているので。ええ、もちろんカンデラさんにも飛んで頂こうとは存じておりますが、何分その、実力が……」

「オレのことはどうでもいい。飛べって言うなら飛ぶさ。でも、コイツはダメだ」

　和泉が背後に控えたルシアと顔を見合わせる。もの問いたげな顔でもしていたのだろう、ルシアはよくわからないといった感じで首を横に振っている。

「樫宮様、いかがでしょうか。ぜひ、アリステル一と呼ばれる、とんがり帽ぼう子しのヘクセとしての技能を存分に発揮して頂きたいのですが……」

　カリムを飛び越こえて揺月へと話しかける和泉。こればっかりは看過できないと、揺月に一言言おうとしたカリムは振り返り、そして待ち構えていたふたつの灰色の瞳ひとみに正面から捉とらえられた。

「どうして？」

「ええ、企き画かく意図としてはですね。精霊欠けつ乏ぼうから都市を救うふたつの存在の共演ということで──、」

「どうしてカリムがそんなこと言うの？」

　カリムの背後で和泉が黙だまった。もとより揺月は彼の話など聞いてはいなかった。その眼まな差ざしはひたとカリムに据すえられている。

「当たり前だろ」

　カリムもカリムで、これまで揺月に向けていた態度はなんだったのかと言いたくなるほどに毅き然ぜんとした姿で、彼女の視線を真正面から受け止めている。

「自分の体のことくらい、自分が一番よくわかってるだろ」

「だから？」

「そんなくだらないことで飛ぶなんてよせ」

　気が付けばテーブルには先さき程ほどよりもずっと険悪な空気が漂ただよい始めていた。それに気づいた周りの人々も、声量を抑おさえ、カリムと揺月に視線を注いでいる。

「カリム。あなたは知っているでしょ。わたしにはカンデラの森と、お伽の園ガーデンと、箒ほうきの上にしか居場所がないの。そこにしか、精霊たちはいないから」

「だから？」

「わたしの居場所を、よりにもよってあなたが勝手に狭せまくしないで」

「ッ!?」

　その言葉に、罪悪感がこみ上げる。薄うす灰色の瞳に射い竦すくめられると、開いた唇くちびるから言葉が出てこなくなる。

「わたしは飛ぶ」

　それでも、頑かたくなに飛ぼうとする揺月を前にして、ただ黙っていることも出来ない。

「ダメだ。少しは体のことを考えろよ」

「それでも飛んでいたい」

「ダメだっての。またあんなことになったらどうするんだ」

「それでもいい」

「ダメだって言ってんだろ。グラオベーゼンならいくらだって飛んでいいさ。でも、こういうのはダメだ。お前、自分がどうしてアリステルじゃなくて、カンデラの森で暮らしてると思ってるんだ。人に心配かけるようなことをするなよ」

　切せつ迫ぱくした様子でしきりにグラオベーゼン以外の場所でも飛びたいと告げる揺月。そんな彼女をどうにか押しとどめたいカリム。気が付けばふたりはにらみ合っていた。

　レイシャはカリムと揺月の顔を交こう互ごに見て、何か言いたそうにしている。和泉はどうしたものかと頭をかいている。他ほかにも、カリムと揺月の間に漂う雰囲気に気がついた人が、指を指し興味深そうな視線をこちらに向けていた。

「カリムは、どうしてそんなにわたしのことを心配するの。ほっとけばいいじゃない」

「そんなこと出来るわけないだろ」

「どうして」

　揺月に惹ひかれているから。

「……」

　今しがたこみ上げてきた罪悪感が、カリムにそう口にすることを許さない。何より、目の前にいる揺月のその姿が、カリムがしでかしてしまったことをまざまざと見せつけてくるのだから。

「あのー、そろそろこちらの話をさせて頂いてもよろしいでしょうか……？」

　と、いい加減蚊帳かやの外にいることに痺しびれを切らした和泉が口を挟はさんできた。

「私どもとしましても、樫宮様のご事情、ご意向は十分に尊重させて頂こうと存じておりますので、何なに卒とぞご一考頂けないかと……」

「ダメだって言ってんだろ」

　それに対して、今度もまた、揺月ではなくカリムが立ちふさがる。

「コイツはそんなことで飛ばせない。昔ならともかく──」「カリム」

　揺月が、カリムの名を呼んだ。

「うるさい」

　あろうことか和泉の申し出を断り続けるカリムを、当の揺月本人が差し止めたのだ。いつの間にか立ち上がり、じっとカリムのことを見つめる揺月のその反応に、手て応ごたえありと見た和泉が口を開くまえに、カリムが割って入る。

「なあ、頼たのむから言うとおりにしてくれないか。お前が倒たおれたらって気が気じゃないんだよ。お前だってわかってんだろ。子どもの頃ころならともかく、今はもう昔とは違ちがうんだってことぐらい──!?」

　言い連ねようとしていた言葉が塞ふさがった。

　その瞬しゆん間かんカリムを襲おそった衝しよう撃げきはいかほどのものか。不ぶ躾しつけな和泉への不快感も、胸の内にこみ上げてきた罪悪感も、全すべてが吹ふき飛んだ。代わりに訪おとずれたのは、驚おどろきと疑問。

　なぜ、揺月のアッシュブロンドの髪かみが眼前で揺ゆれているのだろうか。

　なぜ、揺月に胸むなぐらを摑つかまれシャツを引っ張られているのだろうか。

　なぜ、揺月はあんなキレた眼差しをカリムに向けてきたのだろうか。

「どうして昔のことばかりこだわるの」

　カチャンという、軽く硬こう質しつな音が妙に耳に響ひびいた。ティースプーンの音だと気が付くのに少しばかりの時間が必要だった。

　いつの間にか自分がイスの上に座り込んでいるのに気が付くのにも、少しばかりの時間が必要だった。

　そして、揺月が強ごう引いんに重ねてきた唇の感かん触しよくを思い出すのには、とてつもない時間が必要だった。

「わたしはここにいるのに」

　揺月の言葉の意味を考える。考えようとした。でも出来なかった。カリムには見下ろしてくる揺月のことを呆ぼう然ぜんと見上げることしか出来なかった。

「カリムのバカ」

　それだけ告げて身を翻ひるがえした彼女の頰ほおに差した赤みも何もかも、全くもって気が付くことはなかった。それぐらいカリムは混乱していた。

　まだ殴なぐられた方が衝撃も少なかっただろう。

　周囲に伝でん播ぱしていく興奮と熱ねつ狂きようの中、カリムの頭は空白に染まり、判然としない思考で唯ゆい一いつわかったのは、どうしてだか揺月がキレていたというそれだけだった。

　周囲の喧けん騒そうもなにも遠い場所にひとりでいるカリムは、聞こえてきた嫌いや味みったらしい男の声を振ふり払はらうために、よくわからないまま首を振る。先輩レイシヤが何か言いながら、こちらの体を揺さぶってくるが、それに対してもカリムはろくに反応することが出来ない。

　呆然としたカリムが感じるのは、唇に微かすかに乗ったイチゴジャムの甘くてすっぱい味だけだった。
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　終礼後の賑にぎやかさが学院内に満ちている。体を包む疲ひ労ろう感かんと、学院での一日を終えても、ヘクセとしてやることが残っているかったるさが、レイシャの心に乾かわいた埃ほこりを積もらせる。

「はあ」

　自然と漏もれたため息に洗面台へと手をつき寄りかかる。どうにも晴れ渡わたらない表情が映った鏡を見れば、気分が沈しずむ原因が思い出される。

　キスだった。

　カリムが樫かし宮みや揺ゆ月づきとキスをしていた。

　正確に言えばされていた、になるのだろうが、そんなことは関係がない。あのあとレイシャがいくら話しかけても、「あー」とか「うん」とか「まあ」といった生返事しか返ってこなかった。そっちのほうがよっぽど問題だ。

　気が付けば、クチビルにひっそりと指を当てている自分がいる。

　驚き慌あわてて手を離はなし、そしてなんだかやるせなくなって、こみ上げてくる気分のままにまたこうしてため息を吐つくのだ。

「はあ」

「なーに、さっきから物もの憂うげにしてんのよッ？」

「うわぁ!?」

　突とつ然ぜん背後から肩かたを摑まれ飛び上がる。昨日昇しよう降こう口で声をかけた時のカリムもこんな気分だったのかと思いながら振り返れば、一いつ緒しよにトイレに来ていた友人三人が妙みように楽しそうな顔でレイシャのことを見ていた。

「な、なに？」

　迫はく力りよくというよりは熱気を感じる笑え顔がおで爛らん々らんとこちらを見る六つの視線にたじろぐ。

「恋こい煩わずらいだろう？」

　レイシャは、自分の体の中で何かがポンと爆はぜる音を聞いた。

「やっぱり!?」「だよねだよね!?」「今朝からずっと変だからね」「妙に物憂げで頰ほお杖づえなんかついてさッ」「そうそう!!」「ため息も多かったね」「もう授業中からずっとそうだよ。こう、はあってさ」「バレバレだよね」「お相手は？」「君きみ島じまくん？」「ないない、あのスケコマシは」「あれ、好きなのでは？」「うっさい」「じゃあ、フロリンスくん!!」「えー、レイシャのタイプじゃないでしょ」「彼は違うよ」「そしたら、もうひとりしかいなくない？」「まあ、だろうね」「だよねだよね!?」「だって、それしか考えられないし」

「「「カリム・カンデラ!!」」」

　ずいっと顔を近づけてくる三人の勢いと姦かしましさに、レイシャは気け圧おされるばかりで返す言葉がなかった。

「いやー、ごめんってー」「調子に乗りすぎたよ」「だからそんなに怒おこんないで。ね？　ね？」

　トイレから出て昇降口に向かう道すがら、口々に謝ってくる友人たちを背後に、レイシャはひとり先を行く。その姿は確かに怒っているように見えるかもしれないが、彼女の内心は決してそればかりではなかった。

「あのさ」

「お、なになにー??」「相談かい？」「どんとこーい」

「今日の私、そんなに変だった？」

　踊おどり場で振り返れば、友人たちは顔を見合わせ立ち止まる。それぞれに個性的な彼女たちは、しかしこの時ばかりは一様に頷うなずいてみせるのだった。

「そっか、ありがとう」

「ちょっとレイシャー」「本当に大だい丈じよう夫ぶ？」「話ならちゃんと聞くよ？」

　心配げな声で駆かけ寄ってくる友人たちにレイシャはゆっくりと微ほほ笑えみ返す。

「もうちょっとひとりで悩なやませて。そのうち話聞いてもらうから」

「絶対だよー」「ちゃんと聞くから」「うんうん」

　そうして真しん剣けんに頷いてくれる友人たちをありがたく思いながら、レイシャは歩みを再開する。その足取りは普ふ段だんの彼女にすれば幾いく分ぶん奮わないものだが、レイシャ本人がそのことに気がついていない。

　実際、レイシャだって自分が何をそんなに悩んでいるのか、まだよくわかっていないのだ。もやもやするものを胸に抱かかえていても、その正体がはっきりしない。だから、どうしたらいいのかわからない。だからため息が漏れる。鏡に映った表情もはっきりしなくて、それでも昨日会った少女のように儚はかなげな印象を与あたえるものでもなかった。

「はあ」

　カリムはああいった見た目の方が好みなのだろうか。

「レーイシャ」

「え、あ、なに？」

　物思いに耽ふけっていたレイシャは、咄とつ嗟さの呼びかけに反応出来なかった。だから、振り返ろうとしたところでトンと肩を押されれば簡単にバランスを崩くずし、踏ふん張ろうとした先に階段はもうなくて、受け止めてくれた誰だれかの腕うでに身をゆだねるしかなかった。

「先輩？」

　上から聞こえてきた声に耳に熱が上ってくるのがわかった。思わずギュッと手を握にぎり締しめる。なんだか目め頭がしらが熱い。どうすればいいのかがわからなくなってくる。

　どうしよう。

　そればかりがレイシャの頭をぐるぐると回り始めた。

「いやー、レイシャごめんねー」「今のはやりすぎだ」「ケガしてない？　平気？」

　おふざけ、注意、心配。いつもの友人たちの言葉にも、反応できない。ただ頭の中を巡めぐるのはどうしようという言葉ばかりだ。本当にどうすればいいのかがわからない。

「カンデラ、ナイスキャッチー」「君はもう少し反省しろ」「そうだよ。階段は危ないよ。カリムくんも大丈夫だった？」

「はあ、まあ、オレは。ていうかレイシャ先輩、本当に大丈夫っすか？」

「あ、うん。平気、大丈夫。ごめんね」

　いつまでもこうしてるわけにはいかない。バッと我に返ったレイシャは、カリムの体を押し返す。昨日支えた時とは違い、随ずい分ぶんしっかりとした手応えに男の子なのだと悟さとり、なんだかまた妙に恥はずかしくなるレイシャだった。

「じゃ、お先─」「カンデラ、レイシャは任せた」「また明日あしたねー」

「え、ちょっ」

　呼びかける前に去っていく友人たちに戸と惑まどうレイシャ。余りに唐とう突とつに別れを告げるものだから、追いかけることも出来ずに半はん端ぱに伸のばした腕が宙を彷徨さまよった。

「先輩、いいんですか追いかけなくて」

「あ、うん。まあ、大丈夫、かな。元々今日はお伽の園ガーデンに寄るつもりだったし」

　振り返り改めて見ると、カリムは随分とレイシャより背が高い。キスをするなら結構頑がん張ばって背伸びをしなければならない。

「って、違うからそうじゃないから」

「レイシャ先輩、なんか変なものでも食いました？　ちょっと今日の先輩気味悪くありません？」

「そうかもしれないけどはっきり言わないでお願いだから～」

　あんまりにも気き恥はずかしくてレイシャは思わずしゃがみ込む。そのまま膝ひざを抱えて三秒。きっちりと数えたところで気を取り直し立ち上がる。

「では改めて」

「改まる前に保健室行きません？」

「いいから平気だから、そういうツッコミいらないから」

　ひと息。ちょっと大げさに吸って吐く。よし、と内心で頰を張る。これでもういつも通りだと立ち直る。

「カリムはこのあとどうするの。お伽の園に寄る？」

「あー、まあそのつもりです。なんか気づいたらミラー・ツリーのオープニングセレモニーで飛ぶことになってたんで、ちょっと確かく認にんしに行こうかと」

「あ、やっぱり昨日のこと全然覚えてないんだ」

「全然ってことはないですけど、そのへんの話はさっぱりです」

　いつの間にやら、と肩をすくめるカリムは、普段と変わらないレイシャのよく知る彼と同じ雰ふん囲い気きだった。明るくて面おも白しろくて、おどけたところのある男の子。だからこそ、昨夜ゆうべ彼があの少女に見せていた表情のいくつかが、レイシャの記き憶おくで際きわ立だっている。

「ねえ、カリム」

　この呼びかけ方も彼女の影えい響きようなのだろうか。笑みを硬かたくするカリムを見つめながらレイシャは続く言葉を口にする。

「樫宮揺月ってどんな娘こなの？」

「なんですか、薮やぶから棒に」

「だって、気になるじゃない。昨日あんなの見ちゃったら」

「あー、あれはまあ、そうっすよね」

　曖あい昧まいな笑みを浮うかべカリムは歩き出す。だからレイシャもついて行く。

「ずっと前から知り合いなんだよね？」

「どうっすかねー」

「なんでいきなりキスなんか……」

「オレの顔にパンくずでも付いてたんじゃないですか？」

「カリムっ」

「先せん輩ぱいもお伽の園行くんすよね。だったら暗くなる前に。急ぎましょう」

　そう言ってカリムは、レイシャから逃にげるように箒ほうきに跨またがり飛んでいってしまった。だからレイシャも彼を追い掛かけ自前の箒に跨る。なんだかよくわからないけれど、このままじゃ引っ込みがつかなかった。
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「なんか、今日も雲厚いですね」

「そうね」

　街中を滑なめらかに飛びながら見上げる空は、今にもアリステルそのものを押しつぶしてしまいそうなほどに、ダスト層雲が立ち込めている。

　きっちりと横座りして箒に乗るレイシャは、普段よりもいくらかきつい眼まな差ざしで並走するカリムを見た。

　一体どんなバランス感覚をしているのか、カリムは穂ほを枕まくらに頭の上で腕を組み、柄えの上に寝ね転ころがるようにして箒に乗っている。だというのに、彼の飛ぶ姿には危なっかしさは全くなく、どこか気楽さすら漂ただよわせているのだから、レイシャは素す直なおにすごいと思うしかなかった。

「相変わらず曲芸じみた乗り方するよね。どうしたらそんなことが出来るんだか」

「興味あるなら教えてあげましょうか」

「遠えん慮りよしとく。私まで三流だのなんだの言われたら堪たまらないしね」

「そっすか。練習にかこつけて先輩にセクハラでもしようと思ってたんですけどね」

　そう言われた瞬しゆん間かん、レイシャの中で先ほどカリムに抱だきとめられた感かん触しよくと、昨夜カリムを支えた時の記憶が再さい沸ふつ騰とうした。

「ッ、バッカじゃないの!?」

「あはは」

「カリム!!」

　笑いながら逃げるカリムをレイシャは追いかける。ふざけた乗り方に、人をからかうような飛び方をする少年に、しかしレイシャは全く追いつけない。

「待ちなさいってば!!」

「先輩がオレを捕つかまえたら考えます」

「このッ」

　ムキになって追いかけるレイシャをカリムは魔ま法ほうまで使っておちょくり始める。まるで、鬼おにさんこちら、とでも言うように三匹びきの小こ猿ざるが尻しりを向けてくるのを見ると、小こ馬ば鹿かにされて腹が立つと同時に、自分は決して出来ない魔法に少しだけ冷静になったりもする。

「あれ、もう終わりですか？」

「そうよ。いくらやっても追いつけないし」

「先輩、諦あきらめ早すぎますって」

「君と違ちがって子どもじゃないの。人前でそんなはしゃいだりしません」

　レイシャがツンと前を向いて飛び始めると、カリムも肩かたをすくめつつ横に並んで飛び始める。

　そうしてふたりの間には無言の時間がやってくる。全く苦にならない沈ちん黙もくは、レイシャの胸中に穏おだやかさをホロホロと降らせてくれる。

　だからこそ、カリムと揺月のことをこのままうやむやには出来ない。

　いつ切り出そうか。そう考えていたレイシャは頭上から落ちる影かげに視線を上げた。

　先細りのとっぽい影を落としてくるのは、オープニングセレモニーを控ひかえたミラー・ツリーだ。残るは仕上げのみだとかニュースで言っていたのを思い出しながら、レイシャはチラチラと視界に入ってくる反射光に目を細める。

「あれが出来たら、箒はいらなくなるのかな」

「どうですかね？　少なくともオレは、箒の方が気楽だと思いますけど」

「君が言うと、説得力ある」
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「褒ほめてもこんなものしか出ませんよ」

　そう言いながらカリムがこちらに送ってきたのは、数体の可愛かわいらしい人形だ。レイシャの周りでぴょこぴょこと跳はねていたかと思えば、息のあった仕草でクルクルと踊おどり始める。子ども好きしそうな心温まる魔法に、レイシャは自然と優やさしい微び笑しようを浮かべていた。

「カリム、君はどうしてちゃんとグラオベーゼンを行わないの？」

　タイミングを計ったわけではない。ただ、レイシャの口から自然とそんな言葉が漏もれていたのだ。

「それ、今の話に関係あります？」

　答えるカリムの手の中で、彼の魔法が次々と形を変えていく。ネコ、ネズミ、ウサギにリス。ハトになったかと思えばまたウサギに戻もどっている。アリステルで一番器用な魔法使いがそこにはいる。

「だって、おかしいじゃない。あれだけの箒さばきが出来て、それだけの魔法が使える。なのに、どうして君は三流って言われるがままなの？」

「さあ、どうしてっすかねえ？」

　はぐらかすカリムは箒を下へと滑すべらせる。地面スレスレを難なく飛ぶその姿を見ていると、本当に彼のことがわからなくなる。だからレイシャも箒を下へ持っていく。彼と同じ高さを飛ぶために。

「あんまりスレスレを飛ぶと危ないですよ」

「そんな危ないところをあっさり飛べる君がバカにされているのが、納なつ得とくいかない。そして、それを放ほうっておいてる君のことがわからない」

「本当、どうしたんすか先輩。今日はいつになく強ごう情じようじゃないですか」

　同じ高さで飛んで、彼の表情が見えて気がついた。今カリムがレイシャに向けている笑えみは、いつも少年が浮かべている明るくおどけたものではないことに。どうしてだかわからないが、それは終礼直後に乾かわいていると感じたレイシャの心持ちとよく似ていた。だからレイシャは言葉を重ねる。

「そうよ。今の私はご機き嫌げんだからね、いつもより少しだけ一いち途ずなの。だから諦めて話したほうがいいわよ。このままだと家まで押しかけちゃいそうだし」

「おー、こわ」

「それも、樫宮揺月が関係あるの？」

　レイシャがそう告げた瞬間、カリムの手元で跳ねていた魔法のウサギが箒の軌き跡せきに置いていかれた。彼が視線でレイシャを咎とがめる。

「やっぱり、そうなのね」

　レイシャに確証はなかった。それでも昨日の様子と先ほどからのカリムを見ていれば、あの少女がカリムの深い部分にしっかりと関係していることは察して余りある。そして、今カリムが向けてきた眼差しが、それを肯こう定ていした。

「あんまり話したくないんですけど」

「でも、私は聞きたい」

「別に、おもしろいもんじゃないですよ」

「それは聞いた後で私が判断するわ」

　そしてレイシャはカリムの横顔へと真しん剣けんな眼差しを注ぐ。先ほどとはまた違う種類の沈黙が、ふたりの間に降りてくる。

「はあ。ほんと、今日の先輩は強情っすね。あー、じゃあ、お伽の園に着くまでの暇ひまつぶしに聞いてくださいな」

「ええ」

「あと、あんまりこっち見ないでください。恥はずかしいんで」

「わかったわ」

「そして、もうちょっと高く飛びましょう。こんなスレスレだと危ない」

「そうね」

　そうしてほんの僅わずかに高度を上げたレイシャの耳に、カリムの声が届いてくる。いつもの明るく朗ほがらかで楽しげなものでは断じてない。真面まじ目めで哀かなしく、抱きしめたくなる、そんなさみしさを滲にじませた声だった。




　　　　　　　▼




　都市の中腹部、といっていいのかどうか。とにかく有翼鯨ジヤンボや鰭飛びマンタやらが行き交かうより下、そして他ほかの箒が飛び交うよりも上、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな位置を飛びながら、カリムは口を開いた。

「先輩、星座って知ってます？」

「いいえ。何なの、それ」

「なんか昔の人が決めたものらしいです。夜空の星を繫つないで、あれはハクチョウ、あれは小こ熊ぐま、あれはサソリとか、まあなんか色々と」

「って言われても、わかんないよね、私たちには。ダスト層雲のせいで見えないし。それって、精エレメ霊ンタル圏フイアとは違うもの？」

「違いますね。精霊圏よりさらに上の空にあるものらしいです」

「はは、そんなの想像もつかないや。精霊圏に何があるのかだって誰だれも知らないのに。それよりさらに上のことなんて」

　そう言いながらレイシャが僅かに上を向く。彼女の視線を追わずとも、その先に何があるのかはわかっている。

　ダスト層雲。

　カリムたちの頭上にかかっている雲は、きっといろんなものを隠かくしている。

　精霊圏も星も、カリムが生まれた時からあるあの雲に隠されて、本当のことは何一つとしてわかっていない。

　精せい霊れいが降りてくるから精霊がいる。みんなしてそんな子どもじみた考えに囚とらわれている。

「でも、星座だっけ。なんだか子どもの遊びみたいでおもしろいね」

「はい。で、そんな遊びみたいなものに興味を持った子どもがふたり居たんですよ」

　そう、始まりは星と、それらを繫いだ星座だった。ダスト層雲に散らされた日差しと月明かりは知っていても、夜空に輝かがやく星なんてものがあることはてんで知らなかった。ましてや星座なんて代しろ物ものは言わずもがな。

　だから、見たことがないからこそ、ロザリーから聞いた星と星座に、幼いカリムと揺月は思いを馳はせたのだ。

「最初はよかったんですよ。ただ夜に空を見上げて、今日は見えない、明日あしたはどうか、なんて言ってただけなんで。図書館に行って星座の絵が載のってる古ふる臭くさい本を探して読んで、そしてまた夜空を見上げる。そうして楽しくしてられるうちは、全然よかったんです」

　あの頃ころのふたりが今のふたりを見たら何と言うだろうか。開いてしまった距きよ離りに、すれ違いにぎこちなくなる態度。無む邪じや気きさと楽しさを共有していた幼さはどこか遠く、あるのはどうにも捻ねじ曲がった歪いびつな関係だけだ。

「で、まあ、そうやって遊んでたんですけど、いっくら空を見ていても星なんて全然目にできない。だから、ちょっとシビレを切らして、少しだけ見に行ってみようかって話になったんですよ」

　あの時も季節は冬だったはずだ。冴さえ冴えとした月明かりが朧おぼろに降り注ぐ中、身を切るような夜気に頰ほおを染め、鼻の頭を擦こすっていたのをよく覚えている。

　夜に飛んではいけない。

　高く飛んではいけない。

　そうやって大人たちから言われていたことを、カリムと揺月は星を見るという興奮ですっかり吹ふき飛ばしてしまった。

「ちょっと待って、それ一体いつの話？」

「十年前。オレが六歳の時ですね」

「てことは、グラオベーゼン用の箒ほうきなんか持ってないよね？」

「はい、そうっすね」

「その年ねん齢れいで、使い古しの箒で、あそこまで飛べたの？　ダスト層雲の近くまで？」

「はい。飛べちゃいました」

　頷うなずくと、レイシャが信じられないものを見た、とばかりに目を見開いた。

　懐なつかしい反応だ。

　あの時も周りにいた大人たちはみんな同じ顔をした。カリムや揺月の両親、宮みや古こだってそうだし、あのロザリーまでもが、一様に啞あ然ぜんとした表情で泣きじゃくるカリムの顔を見つめてきたのだ。

　大人たちは誰ひとりとして、カリムと揺月にそんなことが出来るとは思っていなかった。別にそれが悪いわけじゃない。それが普ふ通つうなのだ。子どもが箒に乗って飛ぶ限界の高さなんて、ミラー・ツリーのてっぺんにだって及およばない。だから、カリムと揺月がダスト層雲にまで飛んでいくなんて、想像できなくて当然なのだ。

「それは、彼女も一いつ緒しよだったんだよね」

　確かく認にんするように聞いてくるレイシャに、カリムは頷く。

「あー、なるほどね。やっぱり才能ってどこにでもあるんだ。凹へこむ」

「いいことばかりじゃないですけどね」

　カリムはそう言うと、知らずのうちに口を噤つぐんでいた。心が過去に引きずられている。そのせいで続く言葉が出てこない。

「ちなみにさッ。ふたりってどこで知り合ったの？　十年前に一緒ってことは、それよりさらに前から知り合いだったってことだよね？」

　沈しずんだカリムを察したのか、レイシャが気を遣つかうように話題を逸そらした。

「はい、そうっすね。初めて会った時のことはもう覚えてないです。オレの親も揺月の親も、揃そろってお伽の園で働いてたんで、気づいたらもう一緒に遊んでたんです」

「ふぅん、そっか。十年以上前か、へえ」

　微び妙みような顔をするレイシャを横目に苦く笑しようをひとつ。そこでひと息ついて気を取り直したカリムは続きを話し始める。

「で、まあ、ちょうど箒で飛ぶことを覚えた時分だったので、夜、こっそり家から抜ぬけ出だして飛んだんですよ。ちょうどグラオベーゼンが行われたあとで、いつもより差し込む月明かりも強かったんで、そこを目指して」

　誘さそったのがカリムだったのか、揺月だったのか、それはもう覚えていない。ただ、暗い空をこっそり飛んでいるのが、なんだか無む性しように楽しくておかしくて、ふたり揃ってクスクスと笑い合っていたものだ。

「で、ダスト層雲まで飛んでいったわけだ。……どうなったの？」

「揺月がダスト層雲に突つっ込みました」

　遠えん慮りよがちに窺うかがってくるレイシャに促うながされ、端たん的てきに結果だけを伝える。

「それって……」

「最初はオレだったんですよ。直前にグラオベーゼンが行われていたせいで、ダスト層雲の上からはまだ精霊が降りてきてて。それで地上よりずっと多い精霊たちに、箒のコントロールが出来なくなって。それで、ダスト層雲に突っ込みそうになったオレを、揺月が体当たりして止めてくれたんです。まあ、そのせいでアイツが雲の中に消えて行ったんですけどねー。いやー参った参った」

　おどけた調子で言い切らなければ、最後まで言葉にすることは出来なかっただろう。

　あの時のことは未いまだに夢に見る。

　カリムとぶつかったせいで、ダスト層雲の中へと弾はじき飛ばされた揺月を探し、暗い雲の下で飛び回る幼い自分。本当は揺月を助けに行かなければいけないのに、怖こわくて怖くて、ダスト層雲に飛び込んでいくことなんてとてもじゃないが出来なくて、ただウロウロと彷徨さまようばかり。その時の無力感たるや、今思い出しても胸が苦しくなる。

「そう」

「はい」

　カリムの声から何かを察したレイシャからの視線を感じるが、カリムはそれに気づかないフリをして前を見続ける。

　いつの間にか箒もただ真っ直すぐに飛び続けていた。視界の端はしにはミラー・ツリーが引っかかる。全面鏡張りのそれは、見れば見るほど下品な印象を強めていく。

「……それからどうなったのか、聞いてもいいの？」

　しばらくして、レイシャが口を開いた。ここまで話したのだ。カリムももう秘密にしておこうなんて気もなくなっていた。全部、話してしまったほうが楽だろう。

「いいっすよ。つっても特別なことは何もないですけど。揺月はダスト層雲の中で精せい霊れい欠けつ乏ぼうになって昏こん倒とう。その時の反動とか治ち療りようの影えい響きようでアイツは〈大おお食ぐらい〉って精せい霊れい症しようを発症しました。先せん輩ぱい、知ってます？　〈大食らい〉って」

　レイシャが首を横に振ふる。

「精霊症はわかるよ。精霊が原因で体調が悪くなるやつでしょ？　風邪かぜみたいな」

「はい。言っちゃえば、精霊欠乏も精霊症の一種ですからね。で、〈大食らい〉は精霊欠乏のさらにひどいもの、みたいな感じですね」

「精霊がないと生きていけない？」

「それはオレや先輩だって一緒です。〈大食らい〉は単純に、オレたちよりずっと多くの精霊を必要とするんです。それこそ、精霊指数の高いカンデラの森やお伽の園でしか生きていけないぐらいに」

「じゃあ、昨日彼女が言ってた、他に居場所がないって……」

「言葉通りですね。アイツは精霊が多くいるとこじゃないと、そもそも生きていくことが出来ないんです」

『わたしの居場所は、カンデラの森とお伽の園と箒の上だけ』

『ねえカリム、わたしの居場所を狭せまくしないで』

　そんな揺月の言葉が聞こえるようだった。あの冷たく甘い囁ささやきは、比ひ喩ゆでもなんでもなく、厳然たる事実なのだ。

「だからなんだ。彼女、友達がカリムしかいないって言ってたのも、そういうことだったんだ」

「そうっすね。あと、加えて言えば、アイツはこれ以上友達を増やすことも出来ないんですよ」

「え」

　驚きよう愕がくと理解できない困こん惑わくが混じりあった表情で、レイシャはカリムのことを見つめる。

「〈大食らい〉の一番こわいところは、人より多くの精霊がないと生きていけないとこじゃないんです。あれの一番こわいところは、人の精霊も自分のものにして食っちまうところなんです」

「人の精霊……？」

「吸引力って言うんですかね？　周りにいる精霊を、とにかく自分の糧かてにしちゃうんですよ。隣となりにいる人が精霊欠乏で倒たおれようがどうしようがお構いなしに。だって、アイツもそうしなきゃ生きてけないんですもん。仕方ないですよね」

　そうやって言いでもしなければ、やるせなくてどうしようもない。

「揺月の〈大食らい〉は他人を殺す病なんですよ。何をするでもなく、ただそこにいるだけでアイツは人の命を奪うばう。呪のろいみたいですよね」

　カリムの言葉にレイシャが息を吞のむ。それはそうだろう。カリムだって初めてこの話を聞いたときは、自分の感情をなにひとつとして言葉にすることが出来なかったのだから。

「で、でも。昨日会った時はそんなこと全然」

「それはあそこがお伽の園だからです。街中よりずっとたくさんの精霊がいるあそこなら、一時的ですけど、揺月は普通に動き回れます」

「だったら、だったら問題ないんじゃない？　お伽の園でなら私たちもいるし」

　まるで自分こそが〈大食らい〉になったかのように、希望を口にするレイシャ。揺月の不幸を自分のこととして考えてくれる優やさしい先輩に、カリムは首を横に振ってみせる。

「アイツがお伽の園に長居し続けると、今度はアリステルに影響が出ます」

「え、あ。でも、そんなに……？」

「はい」

　おフエア伽リーテのイル・園ガーデンに精霊が多くいる理由は、もちろん劇場庭園があるからだ。ヘクセがグラオベーゼンを行った結果、精霊が集まるからこそ、必然的にあそこは都市の中で最も精霊の量が多くなる。

　では、その集められた精霊はどうするのか。

　決まっている、アリステルで営まれる生活を支えるために使われるのだ。

　今、カリムたちの頭上を通過した有翼鯨も、遠く見えるミラー・ツリーも、みんなが持っている通しワイズ手鏡ミラーも、遠オーロ見ラビジ鏡ヨンも、アリステルにある魔ま術じゆつは全すべて、精霊をエネルギーにして動いている。

　レイシャだってヘクセの端はしくれだ。そんなこと、百も承知だろう。そしてだからこそ、揺月がお伽の園にいることでアリステルにどういった影響が出るのかがわかってしまうのだろう。

「都市機能が全部おじゃんになるなんて、そんな大げさなものじゃないですけどね。それでもアイツがお伽の園に留とどまり続ければ、何かしらに影響は出る。だからアイツはいつもグラオベーゼンを飛ぶときだけアリステルに来て、そして飛んだら森に帰るんです」

「じゃ、じゃあ、私たちが森に行けば」

「そしたら今度はオレらが精霊の過か剰じよう摂せつ取しゆで倒れますよ」

「…………」

　救いがない。そんな考えがありありと読み取れる表情で、レイシャはカリムのことを見つめていた。その顔はカリムが何年も前から今に至るまで、ふとした瞬しゆん間かんに鏡の中で見続けてきた顔だった。

　揺月はカリムたちの側そばにいることが出来ないし、カリムたちは揺月の側にいることが出来ない。

　その事実を知ったとき、カリムは声を上げた。どうにか出来ないのかと、どうにかして揺月を救うことは出来ないのかと。ロザリーに縋すがりつき、両親に懇こん願がんし、どうにか揺月を救ってくれとみっともなく喚わめき散らした。

　しかし大人たちは誰だれも彼もが顔を伏ふせ、食いしばった歯の間から声にならない声を漏もらすばかりだった。

　カリムは自分自身に憤いきどおった。自分がちゃんと飛んでいれば、揺月にこんな苦しみを押し付けることはなかったのだと、そう自らを責め苛さいなんだ。

　灰をまぶしたようなアッシュブロンドに染まった髪かみに、病的な白い肌はだ、そして色の薄うすい灰色の瞳ひとみ。

　揺月の変わり果てた姿を見た時以上の苦い感情は、今でもどう向き合っていいのかわからないままだ。

　それ以来、カリムは揺月を救うなにかを探し求めるようになった。カリム自身が見つけなくてもいい。アリステルの外に出たカリムと揺月の両親が見つけるのでも、どこか知らない誰かが見つけてくれるのでもいい。とにかく、揺月を救えるならそれでよかった。

　でも、十年経たってもそんなものは欠片かけらたりとも見つからない。

　そして、そうこうするうちに、揺月はどんどん歪ゆがみ変わっていってしまった。

　無む邪じや気きさは鳴りを潜ひそめ、豊かだった表情が乏とぼしくなり、そして、自らの命すら顧かえりみずに飛ぶ頑かたくなさを見せるようになった。

　あの薄灰色の瞳で、彼女が一体何を見ているのか、もうカリムにはわからない。

「そっか」

　レイシャが言葉もないとばかりにそっと呟つぶやいた。オレンジブロンドの髪に、常に見せる豊かな表情。カリムにとって先輩のそんな姿は、昔の揺月と重なって見えるものだ。

「それで……」

「まだ何か聞きたいことあります？」

　底意地の悪い言葉だ。知ったからには無関係ではいられなくなったレイシャに対してカリムが向ける表情は、きっと黒く染まっているのだろう。

「それ、その時、カリムは、大だい丈じよう夫ぶだったの……？」

　なんだ、そんなことか。そう思う言葉に、カリムは普ふ段だんの彼にそっくりなおどけた調子で口を開く。

「ええ、まあ。オレはダスト層雲に突っ込んだりとかはなかったんで、特には問題ないっすね。この通り、極きわめてピンピンしてますし、こうして先輩とも仲良くやってますよ？」

　それは自傷にも似た、自棄やけによる八つ当たりだ。

　揺月とのことを話したせいで、そんな昏くらい感情がカリムの中で渦うずを巻く。レイシャがその痛ましさに顔をしかめる。それを見たカリムはそれ以上何を言うでもなく、ひとつ大きく息を吸い、そして殊こと更さらに明るさを装った。

　今一瞬見せたものは、単なる勘かん違ちがいだと告げるように。

「ただまー、そうですね。そんなことがあったせいで？　未だにダスト層雲に近づくのが恐こわいんですよ。ヘクセとしては致ち命めい的てきですよねー。いや、三流って言われても仕方がないですよ、本当に」

　大おお仰ぎように肩かたをすくめて、やれやれと頭かぶりを振る。ついでにわざとらしく笑えみを浮うかべ、直前の暗くのしかかってくる空気を和やわらげようとする。レイシャもそんなカリムを慮おもんぱかってか、神しん妙みように固まっていた相好をぎこちなく崩くずしていた。

「だからなのね、カリムが高く飛ぼうとしないのは」

「そーそー、そういうことなんですよ。正直言うとあのビルを越こえるのすら怖くて堪たまらないですねー。知ってます、先輩。オレって実は、ビルの屋上見たことないんですよ」

　ふざけた喋しやべりでにかっと笑う。そうやって少しずつ、暗い雰ふん囲い気きを取り除いていくのだ。

「こんな街中だと、雲間から満足に精霊を誘さそうことも、それでダスト層雲を払はらうことも出来ませんからね。ヘクセとして望まれてることはおろか、最低限のこともろくに出来ないんで、やっぱりオレは三流、もしかしたらそれ未満なんですよ」

　そう言いながらカリムは彼らしい顔で笑う。にへら、とした締しまりのない笑みで、自らに突つき刺ささり、未だに拭ぬぐえない過去による暗さを笑い飛ばす。ともすれば、ヘクセに期待する人たちから反感を買うこと必至の言葉を並べながら。

「君はそう言うけど、私は好きだよ。カリムのグラオベーゼン」

「先輩、さっきと言ってること変わってません？」

「っさいなー。慰なぐさめてるんだから素す直なおに受け取っておけばいいの」

　そう言うレイシャの顔は冬の冷気とは違うものによって、ほんのり赤く染まっている。そうして唇くちびるを尖とがらせているのを見ると、ますますもって昔の揺月によく似ていた。

「照れてる先輩って結構カワイイっすね」

「な!?　バッ、なにを!?」

　今日はレイシャらしくない言動が多い。それがわざとなのか、どうなのかはカリムにはわからない。ただ、今はこの先輩のからかいがいに甘えさせてもらおうと思う。

「いやいや本当ですよ？　なんて言いますか、普ふ通つうの女の子っぽくて」

　レイシャだって、いつまでもしんみりしてるよりはそっちのほうがいいはずだ。

「んな!?　カリムッ!!」

「あはは」

「こら!!　ってか、君は私をなんだとッ」

「さー、なんでしょうねえ」

「ちょ、待ちなさいってば!!　カリムッ」

「んじゃ、オレは先に宮古のとこに行くんで。また後ほどー」

　そうしてカリムは穂ほを蹴け立たてて急降下していく。その飛ひ翔しようは、雲の真下まで飛んだ幼いあの時より、ずっとうまくなっていた。
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　ダスト層雲と本物の曇くもり空が覆おおいかぶさってしまえば、世界には薄うす暗ぐらいモノトーンの色しき彩さいしかないと錯さつ覚かくしてしまいそうになる。揺月は自身の瞳によく似た色合いの街並みに何を思うでもなく視線を向けている。

「揺月」

「なに、おばあちゃん」

「明日あした、グラオベーゼンをやるんだから、あんたは先に帰っててもいいんだよ」

　そう告げるロザリーへと揺月はフルフルと首を横に振ふってみせる。

「ううん、待ってる。ひとりになっても退たい屈くつなんだもの」

　実際、先に病びよう棟とうから戻もどったとて揺月にはやることがない。カンデラの森にある実家ならば、森に住まう精霊たちと遊ぶことも出来るが、アリステルの精霊たちはどこかしらノリが悪く、揺月の誘いにもいまいち反応が薄い。

「そうかい。じゃあ、私は先生のところに行ってくるよ」

「うん。ここにいる」

　ロザリーが立ち去ってしまえば、待合室には揺月ひとりとなる。お伽の園の中にあるとはいえ、もとより訪おとずれる人の少ない特別病棟だからだろうか、常夜灯よりは少しだけ明るい暖かな黄おう橙とう色しよくの光に溢あふれていても、どうしてだか白々しく感じる。

　揺月はじっと窓の外を見つめる。今にも雨が降り出しそうな空は、明日、揺月が飛ぶ頃ころにはもう少し姿を変えているだろうか。

「つまらない」

　揺月がポトリと落とした言葉は、思いやりと余所よそ余所しさがじっと息を潜めた病棟の静けさに紛まぎれていく。何度経験しても、グラオベーゼンの前に行う〈大おお食ぐらい〉の検査は無む味み乾かん燥そうで退屈だ。きっとロザリーが付き添そいでなければ、揺月がここに来ることはなかっただろう。

「つまらなくて、退屈」

　他者がいないと自分を持て余す。人は何かに縛しばられるからこそ自由なのだ。でも、今揺月を縛る他人はどこにもいない。それでは、揺月はこの世界に生きていないも同然だ。

「カリムのバーカ」

「確かにアイツはバカね」

　ひとり言への返答。少しだけびっくりした揺月が振り返ると、そこには財さい布ふを手にした宮古が立っていた。

「なにしてるの」

「妹の見み舞まい。アンタの〈大食らい〉とは別の精せい霊れい症しようで入院してんのよ。〈永久眠ねむり〉って症状なんだけど、これが〈大食らい〉と同じくらい厄やつ介かいな代しろ物ものなのよね。そう言えば話したことなかったっけ？」

「別にいい、話さなくて。興味ないもの」

「つれないわねぇ。カリムには一度話したのよね。そしたらアイツ、どうしてだか見舞いに来てくれるようになってね。今でもたまに顔を見に来てくれてるみたいなのよね。あの娘ことは一言も話したことないのに、何がそうさせるんだか」

　含ふくみのある宮古の物言いに、しかし揺月は応こたえない。もう興味がなくなった彼女が再び窓の外に視線を向けようとしたとき、カランカランと金属同士が触ふれ合う音が聞こえた。

「アンタも何か飲む？」

　尋たずねる宮古が指さす先には、自動チヨイス販売・ザ・ゴ機ブレツトが設置されている。たった今宮古が注文をしたゴブレットは、硬こう貨かを飲み込むと瞬またたく間にその身をなみなみとした液体で満たしていく。

「うんと甘いのね」

「相変わらずね、アンタも。ていうか、検査でしょ？　ロザリー先生は一いつ緒しよじゃないの？」

「おばあちゃんならお医者様のところ。よくなっていることなんてないのにね」

　そう告げた揺月が今度こそ窓の外へと視線を向けると、背後で宮古がゴブレットに硬貨を落とす音が再び聞こえた。特別病棟の静けさの中、カランカランと鳴る音はよく響ひびく。

「ほい、お待たせ。とびっきり甘くしといたわ」

「なに、これ」

「ミルクセーキの砂糖増し」

　砂糖増し、という言葉だけでは収まらない、トロリと粘ねん性せいの高いそれを揺月はひと口啜すする。途と端たん、口の中にはやわらかな甘味が広がっていく。

「甘い。この味好き」

「そりゃよかった」

　グラオベーゼン中に箒ほうきの上で味わう陶とう酔すい感かんとは比べるべくもないが、何もかもが薄うす味あじな地上では、舌先で感じる甘味は揺月にとって数少ない楽しみである。

「でさ、昨日のあれってどういうこと？」

「？」

　あれ、と言われてもわからない。揺月が首を傾かしげていると、宮古がズイと身を乗り出してきた。その表情は餌えさを前に舌なめずりする獣けもののようで、なんだかとっても楽しそうだ。

「あれって言えばキスでしょキス。昨日アンタがカリムにしたでしょうが、こうぶちゅーっと。聞いたわよ？　結構派手にやって、周りにいる大人をやっつけたって」

　宮古のはやし立てるような物言いに、揺月はむっつりと黙だまり込む。昨日の出来事をそういうふうに面おも白しろがって口の端はに乗せられるのが、とっても嫌いやだった。

「ま、カリムにはいい薬にはなったんじゃないかしらね。アイツ、昨夜ゆうべもほとんど眠れなかったみたいだし。ま、そりゃそうよね。カリムぐらいの年の頃なんて女子にキスのひとつでもされれば、そりゃひと晩は興奮しっぱなしになるわけだし」

「……」

「でさ、揺月。アンタってカリムのこと好きなの？」

　瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせ、宮古は揺月に顔を近づけてくる。他ほかの人は誰だれだって、揺月を薄うす気き味み悪いものでも見るように遠巻きにするのに。

「ねーほら、どうなのよ。アイツ、あの年になって彼女のひとりも連れてこないから、そのへん気になってしょうがないのよ。揺月ってカリムのこと好き？」

　そうしてはやし立てる宮古以上に、揺月がカリムに対して抱いだく苛いら立だちが、素直な感情を言葉にすることを良しとしない。だから、口をついて出る言葉もこんなものになる。

「あんなバカ、きらい」

「へえ」

「だってひどいんだもん。コールもメッセージも返してくれないし、知らない人と楽しそうにおしゃべりしてるし。それにね、わたしが飛びたいって言っても、カリムはダメだって言うのよ。わたしにはそこにしか居場所がないのを知っているのに。ねえ宮古、これってとってもひどいと思わない？」

　昨日からの不満も相まって思わずそうまくしたてると、宮古はとても楽しそうな顔をしてこちらを見ていた。それがなんだか気に入らなくて、揺月は唇を尖らせる。

「続けていいわよ。アタシは聞いてるから。安心しなさい、別にアイツに言ったりしないわ。もちろんロザリー先生にも黙っててあげる」

「別に。もうないからいい」

「そうなの？」

「そう」

　本当はまだある。カリムがいつまでも昔のことばかり気にして揺月をひとりぼっちにしているとか、それがさみしいとか、そんなカリムはやっぱりひどいとか、あの朴ぼく念ねん仁じんに対して思っていることはいくらだってある。

「ふぅん。その程度のことしか思ってない相手に、キスしたんだ、アンタは。へえ」

　横目で窺うかがってくる宮古から、揺月は目をそらす。彼女の視線は生暖かくて、どうにも気き恥はずかしいものだった。

「ねえ、どうしてアンタはカリムにキスをしたの？」

　どうして。自分はどうしてカリムにあんなことをしたのか。嫌きらいなのに、ひどいと思っているのに、どうして。

　ちゃんと今の揺月を見て欲しかったから。昔のことばかりにこだわっていないで、ちゃんと今目の前にいる揺月のことを見て欲しいから。

　だから昨日カリムが、昔とは、なんて言いだしたのが我が慢まんできなくて、気がついたら揺月はカリムに唇を重ねていた。

「……秘密」

　なんて、そんなこと、恥ずかしくて口にすることなんて出来ない。

「え～、なによ～、教えなさいよ～」

「秘密」

　繰くり返し告げる揺月に、宮古は本当に掛かけ値なしに面白がっている顔を向ける。

「なに」

　揺月が不ふ機き嫌げんな問いを投げると、宮古はいきなり揺月の頭を撫なでてきた。今ではロザリーしか触さわるものがいなくなった灰かぶりの金きん髪ぱつがくしゃくしゃにほつれる。

「や、ちょっと安心したわ。アンタが森に引きこもって十年。てっきり恋こいなんて知らないまま育ってるのかと思ったけど、別にそんなことはないみたいね。よかったよかった」

　嬉うれしそうに告げる宮古の手を払はらいのけようとした揺月は、そこで彼女が浮うかべるさみしそうな表情に気がついた。

「どうしたの？」

「別に、なんでもないわ。ちょっと思い出すことがあるだけよ。揺月、アンタは眠り続けてるわけじゃないんだから、きちんと楽しみなさい。その感情だけじゃなくて、いろんなことをたくさん」

　そんな宮古に、揺月は何かを言う代わりにゴブレットを傾かたむける。彼女の言葉に含められたところはよくわからない。ただそれでも、自分の頭を撫でる手つきに、自分が子どもだと告げられているのはわかって、なんだか腹が立った。

「なにむくれてんのよ」

「むくれてなんかない」

「そういう意地っ張りなとこは、小さい頃から変わんないのね」

「宮古に何がわかるのよ」

「アンタよりは長生きしてる分、わかることもあるのよ。口にして初めて伝わるものがあるってのも、そのひとつ。ちょっとしたアドバイスよ、これ」

　ニッと歯を見せて笑う宮古から、揺月はツンと顔を背そむける。

「かわいい反応するじゃない。その調子で明日のグラオベーゼンも楽しみなさい。……さてと、アタシは戻るとするわ。アンタはどうする？」

[image: ]

「待ってる。おばあちゃんにもそう言ったもの」

「そ。んじゃ、またね」

　そうあっさり言い放つと宮古はさっさと席を立ち行ってしまう。揺月はそんな彼女を見送ることすらせずに、ゴブレットの中身をまたひと口啜った。

　口内には相変わらずの甘さが広がる。
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　大グロツ鐘ケンチ楼ヤームの響きを聞きながら、レイシャは外の景色を眺ながめる。有翼鯨や鰭飛びが飛び交かう空は、今日も相変わらず曇くもっている。

　前日比プラス３％。平均精霊指数よりはマイナス18％。

　カリムがグラオベーゼンを行ったことにより、多少マシにはなっているが、それでもまだまだダスト層雲は精霊たちとともに生きる人々を邪じや魔ましている。

「サボるな、とは言わないけど、それで成績悪くしたらどうなるかわかってるんでしょうね」

「っさいなー。オレだって来たくて来たわけじゃないっての」

「どうだか。とりあえず大人しくしてなさい」

「わかってるっての」

　いちいちうるさいんだよ。不機嫌にそう呟つぶやきながらカリムがレイシャの傍そばまでやってくる。しかし、今日のカリムはグラオベーゼンをやるわけではないため、黒いローブ姿ではなく、レイシャと同じく学院の制服に身を包んでいる。

「先せん輩ぱいのせいですからね」

「うん。ゴメンね」

「いいっすけどー」

　そうして不ふ貞て腐くされるカリムを見ていると、彼の内心には申し訳ないけれど、おかしくて笑えみが浮かんできてしまう。あのカリム・カンデラがこんな子どもっぽい反応を見せるとは思ってもいなかったし、学院にいる誰だって予想出来ないに違ちがいない。そう思うと、少しだけ得をした気分になる。

「大体、揺月のグラオベーゼンを見たいなら通し手鏡でもいいじゃないですか。なんだってわざわざお伽の園まで……」

　そのぶつくさした文句も、ここに来るまでの道中で散々聞いた。四限終しゆう了りようと同時にカリムの教室に飛び込んだレイシャは、喚わめく彼の腕うでを強ごう引いんに引っ張り、ちょっとだけ苦労してお伽の園まで連れてきた。

「……昨日、アイツの話をしたからですか？」

　カリムの問いかけに、レイシャは頷うなずいて返す。

「私さ、揺月さんのことを知りたいって思った」

「それは、アイツに同情してってことすか？」

　その問いに対して、レイシャは躊躇ためらいつつも首を縦に振ふる。

「同情で彼女に接するの、カリムはいや？」

「まあ、同情される側の惨みじめな気分は知ってるんで、あんまりいい気はしないです」

「そう……。でも、それだけってわけでもないから」

「そっすか」

　さすがにあんな話を聞かされて、揺月にひとつも同情しなかったと言えば噓うそになる。〈大おお食ぐらい〉なんて精せい霊れい症しようのせいで十年間、ひとりの友達も出来ずに過ごしてきた。そこに一体どれほどのさみしさと悲しさがあったのか、それはレイシャにはわからない。

　でも、わからないからと言って遠ざけるのはなんだか違う気がした。

　だって、樫宮揺月もレイシャ・クリエと同じようにひとりの少女として、今隣となりに立つ少年に似たような感情を抱いているだろうから。そうじゃなきゃ、キスなんてするわけないから。

　そのことに対して嫉しつ妬とや羨せん望ぼうが割り込まないかと言われれば、それもきっと噓になる。

　でも、だからこそ、似た感情を持っているのがわかるからこそ、揺月がレイシャにとってどういう相手なのかを知りたいと思った。

「あ、来たみたい」

　そのために、まずは彼女が飛ぶ姿をこの目でしっかり見ようと、レイシャは午後の授業をサボってまでここに来たのだ。

　ふたりともヘクセであること。

　とても薄うすいけれど、これもレイシャと揺月の間にあるひとつの関係だから。

「準備できてるわよー」

　宮古が呼びかける先、そこには黒いローブに身を包んだ揺月が立っている。彼女が頭の上に載のせた黒いとんがり帽ぼう子しは、樫宮揺月がアリステル一のヘクセである証しよう拠こだ。

　同性のレイシャから見ても、羨うらやましくなるぐらいによく似合っているその姿は、異質な魅み力りよくを周囲に振りまいていた。きれいとか、かわいいとか、彼女の美しさはそういった言葉で言い表すのはなんだか違う気がした。

　整っている。

　人の容姿を評するのにあまり使う機会のないその言葉が、樫宮揺月にはぴったりだった。

「……っ」

　すぐ隣から痛いほどの緊きん張ちようが伝わってくる。横を見れば、カリムがなにかとてつもない痛みに耐たえるような表情で立っていた。

　キュッと、レイシャは唇くちびるを引き結んだ。

　それは、見上げた彼の表情に切なさを覚えたから。

　辛つらそうで悲しそうな重い眼まな差ざしを揺月に向けるカリムの胸中は、傍にいるレイシャのことなど思う隙すき間まもないくらい、彼女に対する苦い感情で満たされているのだろう。そんな風に彼のことを夢中にさせる彼女のことが、はっきりと羨ましかった。

「揺月さーん!!」

　突とつ然ぜんの大きな呼び声に身を硬かたくするカリムを置いて、レイシャは足早に揺月へと近づいていく。声にこちらを振り向いた揺月の焦しよう点てんは捉とらえづらくとも、レイシャを、そして窓まど際ぎわに立つカリムのことをはっきりと見たはずだ。

「なにしに来たの」

　冷たい声こわ音ね。揺月の事情を知る前なら確かに気け圧おされたであろうその声色も、彼女の話をカリムから聞いた今、たじろいでいる場合じゃないと自分に言い聞かせる。

「応おう援えん、じゃないか。見学？　もちょっと違う気がするけど、とにかく見に来ました」

「そう」

「カリムも一いつ緒しよに」

　僅わずかばかりの優ゆう越えつ感が滲にじんだその言葉に、ちらと、とんがり帽子の下からレイシャの後ろに揺月の視線が向けられた。先ほどと違い、今度ははっきりとそれがわかった。しかし、彼女がカリムを見て何を思うのか。それはその眼差しからはわからなかった。

「揺月、箒ほうきの準備出来たわよ」

「うん」

　揺月がレイシャへ声をかけてくることはない。箒を受け取りに、黙だまって宮古の元へと歩いていく。

「カリムに声をかけなくていいんですか？」

　黒いローブの後ろ姿へと言葉を投げかける。レイシャのその言葉は、ちゃんと彼女に響ひびいたらしい。揺月がこちらを振り返った。

　首の後ろがチリチリと焼ける。

　もう一言なにか。そう思い開いた口が乾かわいていくのがわかった。

　眼差しが違う。

　さっきまでは冷たい印象こそあれど、きちんと人の目をしていた。

　でも、振り返った彼女は豹ひよう変へんしていた。

　普ふ通つうに暮らしていればまず出会うことのない雰ふん囲い気き。闇やみ夜よに光る猫ねこの目よりもずっと得体の知れない何かが、ひとつの力としてレイシャに向けられていた。

「ねえ」

　囁ささやかれる声に全身が反応した。

「わたしの邪魔をしないでちょうだい」

　そう告げた揺月は、箒を手に魔術階段を上がっていく。
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　劇場庭園の空気はアリステルの中にあるもので、数少ない揺月のお気に入りだ。深く静せい謐ひつな雰囲気は、多くの生命が暮らすカンデラの森とはまた違う。しかし、それでもここは森の中だった。精霊たちが多く存在し、揺月が僅かばかりの息苦しささえも覚えずに済む場所だ。そんな場所に立っているのだという爽そう快かい感かんが、これから飛ぶのだという昂こう揚ようと相まって、揺月の口の端はに自然と弧こを描えがかせる。

　下では見せなかった楽しげな気分が、その全身から伝わってくる。グラオベーゼン用の黒いローブに袖そでを通し、手にはしっかりと箒を握にぎっている。踏ふみしめた劇場庭園の土は、カンデラの森のものよりも少しだけ固かった。

　つまらないと言い続けた揺月も、さすがにこの場所ではそんなことを口にすることはない。ようやく始められるのだ、箒の上での楽しい時間を。ここに上がってくる前に見たカリムも、彼と一緒にいた少女の姿もそんな楽しい時間を前にすれば、どうでもいいものになっていた。そんなもの、これからの楽しい時間においては邪魔以外のなにものでもない。

「まだなの」

　見上げた梢こずえの狭はざ間まからは、未いまだに大鐘楼の残ざん響きようが聞こえてくる。その音色が消えるまでは飛ぶことが許されないのがグラオベーゼンだ。

　それは古ふる臭くさいヘクセの決まりごとだが、それでも揺月がその掟おきてを破らないのは、最後の最後に少しだけ我が慢まんをした方が、飛び始めた時の充じゆう足そく感が段違いだと知っているからだった。今にも飛び出したいのを、奥歯を嚙かんでグッと堪こらえる。

　はやく、はやく、はやく。

　いつまでも空を震ふるわせている鐘かねの音に対して乞こい願う。

　はやくわたしにとびっきりの時間を頂ちよう戴だい。

　はやくわたしに幸福を味わわせて欲しい。

　はやくわたしに一番の甘さを堪たん能のうさせて。

　そんな揺月に呼応したのか、まだ触ふれてもいない樹皮から微かすかに精霊たちが漏もれ出してくる。彼らの放つ緑黄色の燐りん光こうが揺月の顔を神秘的に彩いろどり始めた。

　我慢に心をやつす揺月が、手にした箒をプラプラと揺ゆらし始めたと同時、ようやく揺月の耳から大鐘楼の響きが消え去った。

「ふふ、あはは。あはははははははっ」

　もう何も我慢することはない。そう思った瞬しゆん間かん、揺月は声を上げて笑っていた。普ふ段だんの乏とぼしい表情が噓のような、明け透すけで無む邪じや気きで、そしてどこかしらに冷たさを残したそんな笑顔。ローブの裾すそを翻ひるがえし、彼女は劇場庭園を軽かろやかに踊おどる。

「一緒に遊ぼ」

　そう囁き、手にした箒の穂ほで樹皮をひと撫なで。たったそれだけでたちまちのうちに木は精霊化をして、その輪りん郭かくをあっさりと手放した。

　木立の中を軽やかに踊る揺月が精霊化させる木は一本だけでは事足りない。若木も古木も関係なく、揺月は目に付いた木をパナケアで出来た穂で撫で上げては、自らの遊び相手に指名していく。そうして数を増やしていく精霊たちもまた、揺月が振りまく明るさに惹ひかれるように、次々と少女の呼びかけに応こたえていく。

『一緒に遊ぶ子、この指とまれ』

　それは幼子たちにとっての魔ま法ほうの言葉。

　一度誰だれかが唱えれば、たちまち皆みんなが集まってくる。

　そうして集めた精霊たちを、揺月は箒で掃はき集める。

　重さなどないかのように揺月の手の中で自在に踊る箒は、周囲を漂ただよう精霊たちを穂のパナケアに宿らせ、そしてある瞬間、柄えに跨またがった揺月を空へと連れて行く。

　頭の上に載せていたとんがり帽子が脱ぬげようとも気にしない。揺月はアリステル一なんて、そんなご大層な称しよう号ごうにはこれっぽっちも興味はないのだから。

　カリムと違ちがって揺月は梢を抜ぬける必要なんてどこにもない。数十本をまとめて精霊化した揺月は、劇場庭園にぽっかり空いた広場から、真っ直すぐ空へと飛び出していく。

「ふふふ、あはははははははっ」

　晴れやかさには程ほど遠とおい気がふれたかのような笑い声が、大鐘楼の音色が消えた空で木こ霊だまする。今この時ばかりは揺月を押さえつけるものなど何一つとして存在しない。ただ心のままに、物足りなさを感じることもなく、飢うえと渇かわき、そしていつだって胸の内にある切せつ迫ぱく感に突つき動かされ箒を加速させるのだ。

　揺月は誰よりも高く飛ぶ。

　カリムみたいな三流には絶対届かない高さ。

　レイシャたち二流ヘクセでも躊ちゆう躇ちよする高さ。

　そこは、揺月と精霊たちだけの特別な高さ。

　かつてダスト層雲に突っ込み死にかけた記き憶おくによる恐おそれはない。誰に邪じや魔まだてされることのない高さへとひと息に飛び上がると、揺月の飛ひ翔しように出で遅おくれ、置いていかれた精霊たちを待つために少女は大きく空を舞まい始めた。

　穂にしがみつき、ちゃんとついて来た精霊たちの輝かがやきを軌き跡せきに残し、上じよう昇しよう、下降、旋せん回かい、転回と縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回る。カリムとは別の意味で目を奪うばう、余りにもキレた飛翔は、ひとつところにとどまる事を良しとしない。

　せっかくの空なのに同じところにいるなんてつまらないし、精せい霊れいたちと一緒なのにじっとしているなんてもったいない。さみしさも悲しみも、そんな暗い感情は全すべて取り払はらえるように、もっともっと好きなように楽しく飛びたい。

　そんな思いを宿した揺月の飛びっぷりにより、劇場庭園の上空は瞬またたく間に緑黄色の輝きに満ちていく。

　それは、箒を絵筆替がわりに空を精霊たちの色に染めていくようなものだった。

　揺月が飛べば精霊たちは軌跡として残され、そして残された精霊たちは再びパナケアの穂に宿るため揺月のことを追いかける。

　人と精霊による追いかけっこ。

　友達のいない揺月がひとりぼっちにならない、唯ゆい一いつの遊びだ。

　誰かと笑い合うことも、楽しみを共有することも、ケンカをすることも、そのあとの仲直りも、揺月は何一つとして出来やしない。たったひとり、親しい関係だった少年も、揺月のことを遠ざける。

　だから揺月は呼びかける。

　もっとたくさんの精霊たちと一緒にいることが出来れば、そんなさみしさに悲しくなることもないから。

　自分にもちゃんと楽しみを実感出来る居場所があると確かめられるから。

「遊ぼう」

　飛び立つ前と同じ言葉を、今度は空高くへと投げかける。

「一緒に遊ぼう」

　ダスト層雲を突き破り、精霊圏のそこかしこに響けとばかりに、揺月は普段のツンと澄すました声音とはまるっきり違う鋭するどい声を上げる。

「わたしと一緒に遊ぼう」

　その声に応じて、いくらかの精霊たちがダスト層雲を越こえて揺月の元へと降りてくる。さっき目覚めさせた劇場庭園の精霊たちよりはその数は少ない。それでは揺月は物足りない。揺月のさみしさは、その程度で和やわらぎはしない。もっともっと、自分の周りを全部精霊で満たすぐらいでなければ、揺月は全然満足出来ない。

　だから揺月は少しずつ汚よごれていく穂をひと蹴けりして、そこに宿る精霊たちに合図を送るのだ。これからもっとたくさんのあなたたちを呼ぶ、とそう告げた。
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　揺月は彼女だけの下降線に飛び込んでいく。

　アリステルで一番高い空。頭上数十センチのところにはダスト層雲。そしてそのさらに上には精霊圏。もうこれ以上高く飛ぶことなど許されないその場所で、揺月は穂を蹴り上げる動きのままに、視界の上下を入れ替える。

　灰色のダスト層雲に足を向け、頭上には白金と赤茶と緑が混在した都市アリステル。そのマーブル模様を描く街並みへ向け、揺月はただ落ちていく。

「ああ……」

　言葉にすらならない。昂揚と恍こう惚こつと、そして安らかさが入り混じった吐と息いきは、地上では決して漏らすことなど出来ないものだ。

　天高く昇のぼり詰つめ、そしてそこから世界に対して身を投げ出して初めて得られる解放感に、揺月はその身を浸ひたしていく。

　脱だつ力りよくした体は風に遊ばれることもなく、一直線に地上をめがけ高度を落とす。

　その身にまとわりつくあらゆる柵しがらみ、理り不ふ尽じん、不条理。そうした、この上なく面めん倒どうな一いつ切さい合切を切り離はなそうとでもするかのように、樫宮揺月は安らかな表情を浮うかべていた。

　樫の木で出来た箒の柄を握る手からも、ゆっくりと力が抜けていく。白しら百合ゆりの蕾つぼみのように閉じた五指も脱力し、花開くそのときのようにひとつずつ解ほどけていく。

　彼女を空へと繫つなぐ、たったひとつの命いのち綱づな。だからこそ、揺月は箒を手放さない。

　最後の最後、緩ゆるく握った手が一線を越こえることはない。今感じている解放感も何もかも、揺月が生きているからこそ感じることが出来るものだ。確かに、さみしさや悲しみなどを抱いだくこともある。でも、決してそればかりでないことを、揺月はいつだって、この下降線の中で思い知る。

　今この時も、揺月を呼ぶ声が聞こえる。

　この世界に生きる最も小さき命たちの声。

　アリステルに暮らす人々だけではない。この世界に生きる多くの人が彼らのことを知っているのに、その声を聞くことが出来るのは彼らと同じ、無む垢くな魂たましいを持つ子どもたちだけ。

　どうしてだろうか。どうして大人たちは彼らの純じゆん粋すいな声を聞こうとしないのだろうか。

　それはこんなにもくすぐったくて、こんなにも心地ここちよいのに。きっと、大人たちにも揺月が今感じている楽しさを与あたえてくれるのに。

「うん、わかってる」

　囁いたのは、精霊たちへのいらえ。

　もう間もなく地上だと、そう教えてくれる彼らへの返答が、揺月の口からは漏れてくる。それと一いつ緒しよにうっすらと開いていく瞳ひとみ。いつの間にか閉じていた視界を開くと、落下する揺月の後を追うように、多くの精霊たちが少女に先導され地上へと降りてきていた。

　その光景に揺月は嬉うれしくなる。彼らのやわらかな輝きは、揺月がひとりぼっちではない証あかしなのだから。

「あは」

　笑い声ひとつ。それが合図だったのか、これまで落ちるに任せていた揺月の体が回る。緩んでいた五指はしっかりと箒ほうきを摑つかみ、黒羽のローブは翻る。アッシュブロンドの髪かみを散らし体勢を整えたそこは、劇場庭園の固い地面の上数メートルの極低空。

　これより下を飛ぶ人間なんて、カリム以外に存在しない。そんな場所で、揺月は鋭く身を回し、猫ねこのような軽かる業わざでもってして改めて箒に跨り直した。

「え？」

　しかし、その瞬間に漏れた声はこれから再び上空へと飛び上がっていく喜びでもなく、たくさん降りてきてくれた精霊たちと遊べる嬉しさでもなく、ましてやこれから行使する魔法に対する楽しみでもなく、偶ぐう然ぜん目があったひとりの少年に対する疑問だった。

「なにしてるの？」

　ポツリと言い捨てた揺月は、しかしすぐさま飛び上がる。精霊たちが呼んでいた。

　クスクス、クスクス。

　彼らが楽しそうに笑っている。

　カリムがどうしてあんなところにいたのか。オレンジブロンドの髪をした少女が一緒にいたのはどうしてなのか。精霊たちの声を聞きながら、揺月はそんなことを考える。

　彼が劇場庭園に上がってきたところで何も出来ることはないのに、とそう思った時に気がついた。

　挿さし木、忘れてたっけ。

　ようやっと飛べることを喜んで、嬉しく思って、楽しくなって、そしてやらなきゃいけないことを忘れていた。

　カリムが小こ脇わきに抱かかえていたパナケアの束も、そのためにお伽の園から持ってきたものなのだろう。あのオレンジ色の少女も挿し木を手伝うために、カリムと一緒に劇場庭園まで上がってきたに違いない。

「邪魔しないでって言ったのに……」

　せっかく夢中になっていたのに、少しだけ冷めてしまった。

「…………」

　クスクス、クスクス。

　揺月を誘さそう精霊たちの楽しそうな笑いに、揺月はフルフルと首を横に振ふる。

　箒の上にいるのに、カリムのことなど気にかけている暇ひまなんてどこにもない。

　そう思い直した揺月は、箒の柄を強く握にぎっていた腕うでから力を抜く。肩かたが落ち脱力した。ひとつ、吐息を漏もらす。散さん逸いつしていた思考が、集中し冴さえていく。

　チラリと後ろを見た。

　余計なことを考えている間にも穂ほは黒く汚れていき、箒は少しずつ飛ぶ力を失っていく。余計なことに気を回して、せっかくのグラオベーゼンを不完全燃ねん焼しようで終えるのは、揺月の望むところではない。

「行くよ」

　たった一言だけで精霊たちと意思疎そ通つうをした揺月は、変わらない飛びっぷりで再び空に縦横無尽の軌跡を残すがしかし、ここに来てその軌跡に変化が生じていた。

　これまではずっと精霊たちの輝きが揺月の飛ひ翔しよう痕こんとして空に残っていたが、気づけば雲を背景に輝く燐りん光こうの代わりに、太い水の尾おが揺月の飛んだ後に残されていく。

　真っ直ぐ水平に飛んでいたかと思えば、脈みやく絡らくのない大きな宙返りを打つ。そうして出来た巨きよ大だいな水の環わの中心を通り抜け、描えがいたきれいな一本線を囲うように、今度は細かい螺ら旋せんの軌跡を空に残していく。

　そうやって揺月が描く箒での一筆書きに意味なんてものは存在しない。高いも低いも一緒くたにのたうつだけのそれは、どこかで見ている大勢の人を楽しませるためのものではなく、今揺月と一緒に飛んでいる精霊たちを楽しませるためのものだ。

「まだ、もっと……」

　ポツリと漏れた呟つぶやきは果たして揺月自身の耳にも届いているのか怪あやしい。

　意図するものなど何もないとばかりに、雲下を飛翔する少女が残す水流導線。そこは精霊たちにとっての格好の遊び場となる。

　流れに乗って遊ぶもの、ただユラユラと漂ただようもの、流れから弾はじき飛ばされては再び導線内に戻もどっていくもの。

　様々に振ふる舞まう精霊たちがいるからこそ、揺月の魔ま法ほうもまた、多様な色しき彩さいを帯びていく。

　精霊たち特有の緑黄色の燐光は、水に反射し色を変える。黄色に、青に赤に橙だいだい。緑に紫むらさき、光り輝かがやく色彩のオンパレード。

　曇どん天てん模様に色彩を失なくしたアリステルの空で、色が踊おどり輝きが照らす。

　そして少女が再び魔法を使えば、精霊たちにはすぐさま変化が訪おとずれる。

　長い長い水流のそこかしこから、いくつもの水玉が浮かび上がってきた。

　細くなっていく水のスロープに代わって、今度は無数の水玉がアリステルの空を埋うめ尽つくしていく。精霊たちの間を緩やかに上じよう昇しようしていく様は、子どもが遊ぶシャボン玉を想起させそして、その魔法が事切れる様子もまた、シャボン玉の如ごとく唐とう突とつなものだった。

　パチン、と。

　どこからかそんな音が聞こえてくるようだった。

　ひとつの水玉が弾けると同時、空を埋め尽くしていた全てのものが続々と弾けていく。

　雨う滴てきとなって降り注ぐと思った多くの人の予想を裏切るように、揺月の魔法は再度その姿を変えていく。どこまでも広く大きく、カリムの精せい緻ちで小ぢんまりとした魔法とは正反対の、大味でだからこそ圧あつ倒とう的だと感じる魔法。

　真っ白な雲がアリステルの空へと広がっていた。

　ダスト層雲とは正反対の白い雲が劇場庭園を中心に、都市の上空を塗ぬり替える。

　揺月はそうして自身の魔法で作り上げた真っ白な海の、誰だれの視線に晒さらされることもない場所で、自身の周りを揺蕩たゆたう淡あわい光の帯を見た。

　たった今まで揺月が作り出した水流導線の中で遊んでいた精せい霊れいたちは、ここがどこかわからずに惑まどい、雲の海の中で散り散りになっている。

「こっちだよ」

　迷まい子ごな精霊たちへ揺月は声をかける。そして生み出す灯ともし火びで、彼らをそれぞれに導いていく。

　ユラユラと揺ゆれる灯火は、森を彷徨さまよう旅人のカンテラか、はたまた水面みなもで踊る幻げん想そう的な蛍ほたる火びか。いずれにしろ薄うす暗ぐらいアリステルの街中では、これ以上ないほどに幻想的な光景として、見上げる人々の頭上に揺月の空があった。

　彩いろどりを変え、ゆらめき、灯ともる、柔やわらかく多た彩さいな光の数々。

　カリムのような楽しさとは違ちがう。童話の背景を写し取った幻想的な光景は、彼が作り出すものとはまるで違う。しかしだからこそ、カリムの魔法とはまた違った確かな美しさを持った揺月の魔法もまた、間違いなく見ている人々の胸に何かを想起させる。

「ふふ」

　始まりは天を走る水流。次いで多くの水玉へと姿を変えた魔法は、最後には白い雲の海として空を覆おおった。

　低く立ち込めるダスト層雲のせいで、決して見ることなど叶かなわない白い雲。それこそ誰かが夢想して描いた画えの中にしか存在しないものを魔法で生み出した代だい償しようか、揺月の跨またがる箒の穂は、ダスト層雲により真っ黒に染まっていた。

　それはもう、箒に空を飛び続ける力がなくなってきている証だ。

　だから揺月は、最後にもうひとつだけ魔法を使うことにした。
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「冗じよう談だんだろ……」

　言葉と一緒に漏れた白い吐息が、どこかへと流れ薄うすれていく。

　挿し木をせずに飛び上がった揺月の代わりにパナケアを植えて回っていたカリムは、目の前を落ちていったものにつられて空を見上げた。

　今、アリステルの街中で、一体どれだけの人がカリムと同じように天を仰あおいだのだろうか。そんなことをぼんやりと考えながら見上げた空には、目を疑う光景が広がっている。

　ぽっかりと空が覗のぞく梢こずえから降り注ぐのは、白い欠片。

　確かに今は冬で、こうして劇場庭園に上がってくるのにもコートが必要だ。しかしその寒さも雪が降るほどに容よう赦しやがないものではない。現に、今朝出がけに見たニュースでも寒い日は続くと言っていたが、雪が降るなんてことはこれっぽっちも言っていなかった。

　しかし今、アリステルの空へと降り注ぐのは、紛まぎれもない真っ白な雪だ。

　精霊たちの無垢さをそのまま写し取ったかのような、ふんわりとした白い雪が、見上げるカリムの元へも降ってくる。

「あ、いたいた。カーリームー」

　声に振り向けば、そこにはカリム同様に挿し木を行うために劇場庭園へと上がってきたレイシャがいた。

「これ見て。すっごいよ」

　そうして彼女が手て渡わたしてきたのは通し手鏡だ。劇場庭園にいたのでは見られない、アリステルの全容がそこには映し出されていた。

　都市中に雪が降り注いでいる。

　雪ゆき化げ粧しように覆われたアリステルなんてものを見たのは、一体いつ以来だろうか。そしてそれはこんなにも美しいものだっただろうか。

　通し手鏡を通して見るアリステルは、本当に自分の住んでいる、自分がよく知る都市の光景なのかと疑いたくなるほどに幻想的だった。

　赤茶色のレンガは雪の白さにそのコントラストを強め、緑の枝葉もやわらかく覆われていく。高い白金色の蔦アイ編ヴイみ・コク繭ーンは、さらにその白さを清せい浄じようなものへと変えていき、そして空は純白に塗り替かえられている。

　まるでこの都市に汚きたないものなど何一つとして存在しない。そう告げるかのような揺月の魔法だった。

　彼女の作り出した景観に、一体どれだけの子どもたちがはしゃぎ回るのか。いや、もしかしたら大人たちも一いつ緒しよになって街へ繰くり出すのかもしれない。

　なんてったって、白い雲から白い雪が舞まい降りてくるのだ。

　そんな今日限りの非日常を目の前にして、一体どれだけの人が普ふ段だん通りに振る舞えるというのか。

「ねえ、カリム。揺月さんってどんな人なの？」

「なんですか、いきなり」

「だって、こんなにすごい魔法を使うんだよ。昨日の話を抜ぬきにしても興味出るじゃない」

「本人に聞いてみればいいんじゃないんですか？」

「そうしようかな。あはは、何を思って飛んだらこんなすごいことが出来るんだろ」

　投げやりな返事をするカリムとは反対に、揺月の魔法を見上げるレイシャは、本当に楽しそうだった。

　都市の人々と同じで、目の前の光景に心躍おどらせているのだろう。

「……」

　しかし、カリムは違った。

　高い空から白い雪に交じって降りてくる、黒いローブ姿の彼女を見上げ胸にこみ上げるのは、遠くかけ離はなれた揺月への距きよ離り感かんだった。

　それが無力感となってカリムの胸中を言いようのない空くう虚きよさで満たしていく。

　これが、今の揺月。グラオベーゼンを終えたあとでも、変わらぬ薄暗い空を残すカリムとは、なにもかもが違う。

　揺月は心が恐きよう怖ふに竦すくむことはないのだろうか。彼女があんな姿になってしまった象しよう徴ちようでもある、ダスト層雲の直下まで飛び上がることが出来るのはどうしてだろうか。過去に囚とらわれ恐おそれを抱いだき高く飛ぶことの出来ないカリムとは、本当に何もかもが違う。

　たった今レイシャが口にした言葉が、カリムの中で繰り返される。

『何を思って飛んだらこんなすごいことが出来るんだろ』

　揺月は一体何を思って飛んでいるのだろうか。

　こんなにも遠く離れたと感じる少女の考えていることなんて、カリムにはわかりっこないのに、そう思わずにはいられなかった。
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　精霊指数、前日比プラス２％、平均精霊指数よりはプラス７％。

　揺ゆ月づきが飛んでから一週間以上が経たった。今日もアリステル上空のダスト層雲は薄いままで、雲を抜けた日差しもそれ以前よりずっと強くなっているためか、ここぞとばかりに布ふ団とんを干す家庭が多くあった。

　精霊欠けつ乏ぼうへの注意喚かん起きが報じられていた先週から一転、朝のニュースではより晴れやかな笑え顔がおのキャスターが続く快調を告げ、有翼鯨ジヤンボも鰭飛びマンタも箒ほうきより高い空を飛んでいた。

　降り注ぐ日差しを蔦アイ編ヴイみ・コク繭ーンの建築群が照り返し、キラキラと光の粒りゆう子しを散らしている様を見ていると、都市そのものが息苦しさから解放されているようにも感じる。

　そしてそんなアリステルの中でも、一等強く日差しを反射している建物の周りを、カリムはさっきからぐるぐると飛んでいるのだった。

『ちょっとカリム、聞いてる？』

「え、ああはい。聞いてますよ」

『絶対ウソ。今なんか上の空だった。なによ、かわいい女の子でもいたの？』

　ため息を吐つきたくなる絡からみだが、そうしたくなる気分はカリムにもよくわかった。何しろ飛び始めてからすでに一時間は経過し、その間何をするでもなく、こうしてフラフラとミラー・ツリーの中腹辺りを飛び回っているだけなのだ。鏡越ごしに愚ぐ痴ちるレイシャでなくとも、うんざりするのは当然だ。

『暇ひま』

「ですね」

　ひと目もはばからずレイシャがコールしてくるのも無理はない。そうでもして気分を紛らわせていないと、とてもではないがやっていられないのだから。

『なーにがオープニングセレモニーよ。バッカじゃないの!?』

「もうホント勘かん弁べんしてもらいたいですよね。日差しの反射は暑いし鬱うつ陶とうしいし、いちいち手を振ふってくる人らの相手をしなきゃいけないし、こんな話請うけるんじゃなかった」

『ほんとよねー。飛んで盛り上げてくださーいなんて簡単に言うから、もっと気楽だと思ってたらさ。同じところをぐるぐる。私たちは犬じゃないのよ？』

「犬の方がいいんじゃないですかねー。何しろ気に入らなきゃ吠ほえられますし」

『確かに。あーもう、飛ばない揺月さんが正解ね、これじゃ。カリムもそう思うでしょ？』

　鏡越しのそんな言葉にカリムは咄とつ嗟さに返答出来なかった。

　これで何度目だろうか。あの日、レイシャに揺月のことを話して以来、彼女は折に触ふれて揺月について口にするようになっていた。先日のグラオベーゼンのこともそうだし、これまで揺月が行ったグラオベーゼンで見せた魔ま法ほうなど、少ない話題を持ち出してはカリムと彼女のことについて言葉を交かわそうとする。

「さあ、どうっすかね」

　その度たびにカリムの口数は減ってしまうのだが。

『本当すごいよね、彼女。一週間以上経ってもまだ、精霊指数はプラスのままだし』

　レイシャが揺月と仲良くなりたいのなら、直接彼女にコールでもすればいいのに、どうしてわざわざカリムを相手に揺月の話をしたがるのだろうか。

　それが八つ当たりに近いものだとしても、カリムはそう不ふ貞て腐くされてしまう。

『揺月さんって何を考えながら飛んでるんだろうね』

「なんすか、いきなり」

『だって、アリステルに精霊たちを呼んでも、彼女には関係ないでしょ。何を思って飛んだら、あんな魔法を使えるんだろうって。カリムは気にならない？』

「さあ、どうっすかね」

　なにそれー、などとレイシャは鏡越しに言うが、カリムはそんなこと気にしたこともなかったのだ。答えようがない。

　十年間、ふとした瞬しゆん間かんに揺月との関係については考えていた。どうやって揺月に接すればいいのかも、いやになるほど考えた。でも、揺月が箒の上で何を考えているのかなんてことは、これっぽっちも考えたことがなかった。

「なにやってんすかね」

『え？』

「や、こうして飛んでるのがですよ。ほんと、なにやってんすかね」

『それ、さっきから何度も言ってるじゃない。でも、もうすぐみたいよ。花火が上がり出したら、クライマックス。そういう段取りだものね』

「ええ、そうでしたね」

　ぽん、ぽんぽんぽん。

　どこか間ま抜ぬけな音を立てて数発の花火が上がった。それはミラー・ツリーの稼か働どう開始を告げる鐘かねの音の代わりで、空に浮うかび続けたヘクセたちにとっての退たい屈くつな時間の終わりを告げる合図だ。

『ようやく本番かー。暇ひま疲づかれしちゃうところだった』

「言っても、ただの見み世せ物ものですけどね」

『それは言いっこなし。飛んで溜たまったストレスは、飛んで晴らす!!』

　レイシャの解放感のある言葉を合図に、カリムは退屈しのぎの通話を終え、手にした通しワイズ手鏡ミラーの魔力を抜く。別段タイミングを計ったわけではない。それでも、こちらがそうするのに合わせたかのようなタイミングでミラー・ツリーへと魔力が通り始めた。

　カリムは下降する。ツリーの周りに沿い、螺ら旋せんを描えがきながら地上を目指す彼の背後では、レイシャが対たい称しよう的な軌き跡せきを描いているはずだ。

　それを見ていた人々の声だろうか、グラオベーゼンの時に感じるものに近い興奮が空を飛ぶカリムの元へも伝わってきた。余りにもミラー・ツリーに近い位置を飛び、通し手鏡で中ちゆう継けいを見ることも出来ないため、現状このひょろ長い塔とうがどういったことになっているのかはわからない。それでも、全面鏡張りの表面に何かが映し出されたことで、鬱陶しい日差しが消えたのは僥ぎよう倖こうだった。

　そうして反射光の代わりにカリムの全身を照らすのは、ツリー自身が放つ光だ。

　先日のグラオベーゼンで、揺月がやってのけたものに近い形で、鏡の表面に様々な色合いの何かが現れては消えていく。

「花か……？」

　ミラー・ツリーに沿って螺旋状に降下していくカリムは、横目で見るそれらの形からおぼろげな推測をする。鏡の奥からゆっくりとこちらに迫せまり、そして鏡面と現実の境で開ききるそれらは、どうやら幾いく百種類の花々らしい。

　花が咲さいていようが、他ほかの違ちがう何かであろうが、こんな迫はく力りよくと物もの珍めずらしさばかりのこけおどしが精せい霊れいたちに通用するとは考えられない。揺月のように精霊たちの声は聞こえなくなったが、カリムだって子どもの頃ころから彼らと一緒に過ごしてはいた。今だって、ヘクセとして都市に住む誰だれよりも精霊たちに近しい空を飛んでいる。

　そんなカリムの勘かんが告げていた。

　これは、ナンセンスだと。

　結局のところ魔法ではなくて魔術なのだ、というツッコミを抜きにしても、今カリムの半身を彩いろどっているものが精霊たちにとって魅み力りよく的なものかと言われれば、正直に首を横に振る。それは恐らくレイシャもそうだろう。

　ミラー・ツリー。

　魔術による擬ぎ似じ魔法でより多くの精霊を呼ぶといった触れ込みの塔は、宮みや古こが言っていた通り、下品な代しろ物ものでしかないのかもしれない。

　そう思いながらミラー・ツリーの根元に到とう達たつしたカリムは、地面スレスレでＵターン。今度は上に向かって飛び上がっていく。

「……？」

　心なしか、箒の調子が悪くなった気がした。

　オープニングセレモニーの間、ずっと空にいたとはいえ、それもたかだか一時間程度のことだ。精エレメ霊ンタル圏フイアから降りてきた精霊を掃はき集めたわけでもない。

　だというのに、ミラー・ツリーの光が弱くなったタイミングで、飛ぶ自分の姿を確かく認にんすれば、穂ほが黒く染まってきていた。

　そういうこともあるだろうと、そう思い、カリムは首を傾かしげながらも上から降りてくるレイシャとすれ違うのだった。
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　精霊指数前日比マイナス14％、平均精霊指数よりはマイナス48％。

　オープニングセレモニーから六日目の朝、アリステルの人々を沈しずんだ気分にさせたニュースを思い出しながら、大グロツ鐘ケンチ楼ヤームの響ひびきを背後にレイシャは劇場庭園へと降り立った。

　額に汗あせして見つめた先、そこにはレイシャが飛び立つ前に植えた挿さし木が、どうにかこうにか腰こしの高さまで育ったという頼たよりない姿で立っていた。

「あーもうっ、やってらんないわよッ!!」

　そうして猛たけるほどに、現状は酷ひどかった。レイシャの手に握にぎられた箒の穂は、樫かし宮みや揺月と比べても遜そん色しよくないほどに、すっかり汚よごれている。だというのに、目の前の木は全然育っておらず、頭上を覆おおうダスト層雲はいつになく黒々としている。

「なんだってあんなに分厚いのよッ。冗じよう談だんじゃない!!」

　もう飛ぶことすらままならなくなった箒を握り締しめ見上げた空に、大鐘楼の音色が響き渡わたる。その重じゆう厚こうな音色で雲を吹ふき飛ばしてくれたら、そんな益やく体たいもない考えが頭を過よぎる。

「これじゃ何の為ために飛んだんだかわからないってのッ!!」

　余りにも雲が厚いために、箒が汚れるばかりで精霊たちはほとんど降りてこない。なんともやるせない気分になりながら、苦々しく空を見上げたところで、これ以上レイシャに出来ることは存在しなかった。さっさと下に降りて箒を洗せん浄じようして次のグラオベーゼンの用意をするのが関の山だ。

　そしてそれはレイシャだけに限った話ではなかった。

　箒洗浄のインターバルなど考えずに連日行われるグラオベーゼン。おかげでアリステルにいる他のヘクセも皆みな、用意さえ整えばすぐさま劇場庭園から飛び出している。

「だっていうのに、空は一向に晴れる気配を見せずって。ほんっと、いやになるわ」

　苛いら立だつレイシャが雑な手つきで髪かみをかきあげながらおフエア伽リーテのイル・園ガーデンに戻もどると、そこでは多くの人間が慌あわただしく動き回っていた。この非常時に休んでなどいられないのは、子どもも大人も、ヘクセであろうとなかろうと関係のないことだと言うことだ。

　連日のニュースでもやっているが、こんなにも精霊が降りてこないのはアリステルだけでなく世界的に見ても異例の事態らしい。

「ま、そりゃそうなんでしょうね。あんなものがあるの、アリステルだけだし」

　レイシャが視線を向けた先、窓ガラスの向こうには日中というには暗すぎるアリステルの街並みが広がっている。これ以上のダスト層雲増加を防ぐために、有翼鯨や鰭飛びを使用するのも自じ粛しゆくされている。そうして空が閑かん散さんとしてしまえば、他のどんな建物より高いミラー・ツリーの姿は、本当によく目立つ。

「先せん輩ぱい、お疲つかれ様です」

「ありがとう。なんにも出来なかったけどね」

　そう嘯うそぶくレイシャにゴブレットを渡してくるカリムは、すでにローブを身にまとっていた。それだけで、今がどういった事態にあるのかがはっきりとわかる。

「カリムも飛ぶの？」

「こないだ飛んだばかりで、まだ箒ほうきがきれいにならないんですよ。ってわけで待機です。宮古からローブにだけは着き替がえて待ってろって言われてますけど」

　そういうカリムは相変わらず気楽そうな表情で構えている。そのことに少しだけ救われた気分になりながら、レイシャは窓の外を見やる。

「どうなっちゃうんだろ……」

　ミラー・ツリーの稼働日から六日目、ダスト層雲が異例の発生率を記録し、せっかく揺月がきれいにした空も、前よりずっと暗く黒々としたものになってしまった。有翼鯨なんかの影かげも少なくなったせいで、アリステルそのものの雰ふん囲い気きもなんだか辛しん気き臭くさいものへと変わってしまっている。

　その上、レイシャたちヘクセが行うグラオベーゼンの結果も全くと言っていいほどに振ふるわない。空をきれいにしに飛んでいるのではなく、ただ箒を汚すために飛んでいる気にすらなってくるから、どうにもやりきれない。

「なんだってこう、無む駄だなことをしたがるんでしょうかね？　箒の本数を増やせばいいなんて、そんな簡単にいくわけないのに」

　そう言いながらカリムが見せてくれた通し手鏡では、『徹てつ底てい討論！　ダスト層雲を払はらう方策はどこにある!?』なんてテロップが流れる特番がやっている。

「増えたよねー、こういう番組。意味あるのかな」

「ムダに騒さわいでる感はありますよね」

「そんなこと言ってると、不ふ謹きん慎しんだーって嚙かみ付かれるよ？」

「え、振ってきたの先輩なのにヒドくないっすか？」

「いいじゃん、一いつ緒しよに叩たたかれようよ。私はどうせ、今日のグラオベーゼンの結果でぶつくさ言われるしさ」

「いや、それならオレだってもう叩かれてるんですけど……。それに、この結果は先輩だけの責任じゃないですよ。オレよかよっぽど精霊を呼んでますし」

「慰なぐさめてくれるんだ。ありがと」

　カリムにそう言ってもらえて、少しだけ安心している自分がいた。彼と軽口を叩きあって誤ご魔ま化かしてはいるが、やっぱり重荷に感じている部分はあるのだ。

　別にレイシャのせいでアリステルがこんなふうになったわけではない。それはわかっていても、ヘクセという立場がある以上、どうしたって都市の日常を守ることに責任は感じてしまう。家でも両親が、学院では友達が、やはりカリムと同じように言ってくれるが、それでもレイシャは自分の力が及およばないことを考えてしまう。

『本当にわかっているんですか？　もうすでに精霊欠けつ乏ぼうの症しよう状じようを訴うつたえる人が数多く出ているんですよ!?　洗浄が間にあわないなら箒の本数を増やせばいいのに、そんなわけにはいかないなんて、一体何を悠ゆう長ちようなことを言っているんですか!?』

『あなたこそ何を言っているのかわかっているのかね？　ここで無む闇やみ矢や鱈たらと箒を増やすためにパナケアを使えば、今度は都市に精霊を溜めておくことが出来なくなるんだぞ!?　そうなればたとえダスト層雲を払えたとしても、都市機能の維い持じが難しくなる。こんな子どもでもわかることがどうしてわからんのかねッ!?』

『ですから言っているじゃないですかッ!!　アリステル以外の都市からパナケアを輸入すればいいんですよ。そうすれば箒を増やしてもなんの問題もないじゃないですか──』

　そこまで見たレイシャは鏡面から目を離はなし、窓の向こうを見やる。

「どうなるんだろうね、アリステル」

「さあ」

　普ふ段だんならそこでおどけた態度で肩かたをすくめるカリムも、じっと暗く沈んだ街並みを眺ながめるばかりだ。こういうときこそ彼には明るく振ふる舞まっていて欲しい、そう思ってしまうのはレイシャの甘えだろうか。

「ちょっと待ちなさいってのッ。揺月!!」

　と、大人たちが忙せわしなく動き回る現場でも殊こと更さらに耳を引く声が上がった。

「わたしの箒はどこ？」

「まだ準備出来てないっての。普段だって、アンタの箒をきれいにするのに二十日はかかるのよ!?　そんなすぐに用意出来るわけないでしょ!!」

「じゃあ、なんでわたしを呼んだの」

「アタシだって知りたいわよッ。どっかのバカが先走っただけで、今はまだアンタが飛ぶ番じゃないの!!」

　黒いローブを揺ゆらし屹きつ然ぜんと歩く揺月と、バタバタとした足取りで彼女を引きとめようとする宮古が、周囲の大人たちとはまた違った喧けん騒そうを振りまいていた。

「来てたんだ、揺月さん」

「アイツ、なんで……っ」

　見上げたカリムの表情には驚おどろきの色が浮うかんでいたかと思えば、すぐに毅き然ぜんとしたものへと引き締しまり、彼はもう少女の元へと歩み寄るために一歩を踏ふみ出していた。

「何を、してるんだ……っ」

　彼が振り絞しぼった声は、後ろからついて来たレイシャに向けてのものではない。カリムは真っ直すぐに、自分の前に立つアッシュブロンドの髪の少女を見つめている。

「今のアリステルがどんな状態かわかってるのか？」

「知らない」

　剣けん吞のんな態度で背を向けようとする揺月の細い肩を、思わずといった様子でカリムが摑つかんだ。

　表情の乏とぼしい揺月が、はっきりと驚きをあらわにして自分の肩に置かれた手を、そして正面に立つ少年を見やった。

「今は大人しく森に帰れ」

「なんで？」

「なんでってそりゃ、普ふ通つうの人だって精霊欠乏で倒たおれてるんだぞ。〈大おお食ぐらい〉のお前が飛び出していったら、すぐに倒れちまうだろうが」

　ついこの前、食堂で見たのと同じ、横で見ているレイシャが逃にげ出したくなるような緊きん張ちよう感かんが、ふたりの間にある空気を刺とげ々とげしいものへと変えていく。

「それだけ？」

「それだけって……」

　揺月がもう一度肩に置かれた手に視線を送った。そして、何かを期待するようにカリムの顔を見た。

「カリムが止めるのは、それだけが理由なの？」

「……っ」

　カリムは何も言わない。

　何かを見限ったように、揺月はすっと目を閉じた。そして一いつ拍ぱくを置いて開かれた瞳ひとみには冷たい眼まな差ざしが宿っていた。

「離して」

　揺月のすげない言葉がカリムを突つき放す。それでもカリムは手を離さない。彼が今どんな心情で揺月を見ているのか、レイシャに窺うかがい知ることは出来ない。側そばに立つ宮古も、黙だまって成り行きを見守っている。

「と、とにかく今は本当にダメなんだって。ダスト層雲が晴れたらいくらだって飛べるから、なあ」

　カリムの肩ごしに揺月の顔を見たレイシャは背筋が寒くなるのを感じた。それこそ、この前グラオベーゼンを行う前に揺月が見せた表情とそっくりだった。でも、その視線から感じる圧は、この前とは比ひ較かくにならない。これが本当に人ひとりの眼差しが有する意志なのかと疑いたくなるほどに、揺月の視線は鋭するどく強い。

「いつ晴れるの」

「……」

「カリム、答えて。雲は、いつ晴れるの」

「それは……」

「わからないんでしょ」

　断じる揺月。それと同時に、肩に置かれたカリムの手が払われる。カリムは一体どんな顔をして彼女の言葉と相対しているのだろうか。

「カリムは何もわかってない」

「……っ」

「宮古、箒」

「え、あ」

　唐とう突とつに呼びかけられた宮古がうろたえた声を上げる。

「カリム」

　踵きびすを返しざま告げられた一言は、ふたりのやりとりを見つめていたレイシャにも、強く刺ささった。

「邪じや魔ましないで」




　　　　　　　▼




　精せい霊れい化させる木々もそこそこに、揺月は空へと飛び上がった。

　箒の上にいるというのに、しかしその表情に楽しげな色は少しもなく、怒いかりに冷え切った無表情で頭上の分厚いダスト層雲を見み据すえている。

　カリムはやっぱり何もわかっていない。揺月がどうして飛ぶのか、その理由も揺月がカリムにどうして欲しいのかも、全然わかっていない。

　いつまでも昔のことにこだわって、今の揺月に目を向けてくれない。

　なんだって起こってしまったことをいつまでもグチグチと。そんなことを悔くやみ続けたってなんにもならないのに。

　今さっきの出来事だけではない。先日の食堂での一件も含ふくめて、これまでの十年間でカリムが見せてきた全すべての態度に腹を立てているからか、箒に跨またがって飛んでいるというのに、ちっとも心が満たされていかない。

　こんなグラオベーゼンは初めてだった。カリムのせいでちっとも楽しくない。

　でも、魔法を使えばきっとそんなこともなくなる。そう思い、いつも通りに魔法を使おうとしたところで、揺月は気がついた。

　箒ほうきが飛ぶ力を失っている。

　どうして、といった言葉が頭を過よぎる。

　余りにも早すぎる展開に、揺月の理解が追いつかない。

　揺月はまだ劇場庭園から連れてきた精霊たちとしか飛んでいない。雲の向こうにいる精霊たちの声を、まだ聞いてすらいない。なのに、どうしてこんなに早く箒が汚よごれてしまっているのか、全然わからなかった。

　焦あせりが募つのっていく。

　先ほどの怒りを宿した静かな瞳とは違ちがう。予想外の事態に逼ひつ迫ぱくした視線で上を見た。

　足りない。こんなのじゃ、全然足りない。

　揺月はまだ飛んでいたいのに、それが出来ない。切迫した心に急せかされ箒を駆かるも、分厚いダスト層雲の向こうから現れる存在はいない。

「ねえどうして!?　わたしはここにいるよ」

　届かぬ声に意味はない。どれだけ呼びかけようと、揺月を遊びに誘さそう囁ささやきはおろか、耳をくすぐるクスクスとした笑い声すら聞こえない。

　揺月はなけなしの魔法を使う。

　普段の彼女からは考えられないちっぽけな魔法はしかし、揺月が期待したようにダスト層雲の向こうから精霊たちを呼ぶことはなく、あっさりと搔かき消えてしまった。

　揺月は当てどなく空を彷徨さまよう。

　ただダスト層雲の向こう側にいる精霊へと声を上げ続けるその姿は、見通しの悪い路地裏に迷い込んだ幼子のようであり、誰だれが聞いているかもわからない声で闇雲に呼びかけ続けるばかりだ。

　そして、そんな揺月の胸の中でじんわりと滲にじみ出してくる感情があった。

　募る焦りかと思った。

　違った。

　それは、揺月のよく知るひとりぼっちの悲しさだった。

　暗い空で、精霊たちの息いき遣づかいすら希き薄はくな中、ひとり飛び続けるさみしさに押しつぶされそうになる。

　真っ暗な雲の中で、ひとりきりになった時の記き憶おくが蘇よみがえる。

「はあっ、はっ、はっ」

　どうしてだろうか、途と端たんに胸が苦しくなってくるのは。揺月はこのさみしさを、そしてそれに浸ひたされていく感覚をよく知っていた。

「はっ、あはは……」

　いつも通り、グラオベーゼンの甘さと楽しさに溺おぼれる影かげなどどこにもない、乾かわいた笑いが漏もれる。

　意識が朦もう朧ろうとしてきた。視界が少しずつ暗くなっていく。その感覚は、下降線へと飛び込んでいくのによく似ているのに、あの時ほどの爽そう快かい感かんはどこにもない。

「どうして……っ。ねえ……っ」

　呼びかける声は誰に対してのものか。それは揺月にもわからない。

　それでも彼女は呼びかける。

「どうして……。どうしてなの……っ」

　どうして来てくれないの。

　どうして一いつ緒しよに飛んでくれないの。

　どうして、名前を呼んでくれないの。

　わからない。

　わからない。

　どうしてそんなことをするのか、その理由がわからない。

　変わってしまった姿に戸と惑まどったのか、それとも別のことが関係しているのか、揺月から目を逸そらし続ける少年は、何も教えてくれない。

　揺月がどれだけ彼の名前を呼び続けても、彼は一度だって揺月の名前を呼んでくれない。

　本当に、どうして。

「あれ……？」

　何だか視界がおかしかった。こんなにも薄うすぼんやりとしているなんて、普ふ段だんでは絶対にありえない。おまけに体は揺月がよく知る浮ふ遊ゆう感かんに包まれている。

「変なの……」

　揺月は下降線に飛び込んだ覚えはない。それでもこの体と意識は誰にも邪魔されることのない安あん寧ねいに抱いだかれている。

「ああ、そっかぁ」

　そして、箒の感かん触しよくが手から消え失うせて初めて気がついた。自分は今、落ちていっているのだと。




　　　　　　　▼




　病びよう棟とうの待合室に満ちた静けさの中に、カリムはひとり立っていた。ついさっきまで大人たちがつくりだす喧けん騒そうの中にいたからか、シンとした空気は否いや応おうなしにカリムを責める。

　どうしてあの時にもっとちゃんと止めなかったのか。揺月を飛ばさないように止めていればこんなことにはならなかったのではないか。自分自身、こうした結果になることも予想していたのではないのか。なのにどうして止められなかったのか。そうして回り続ける後こう悔かいが、カリムの胸の内で彼自身を苛さいなみ続けている。
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　落ちてくる揺月を見た瞬しゆん間かん、劇場庭園へと飛び出していた。洗せん浄じよう槽そうに浸つかる箒を勝手に持ち出し、魔術階段を駆け上がり、そして枝に服を裂さかれるのも構わずに梢こずえを抜ぬけた先で目に入ったのは、箒すら手放した揺月とその周りに揺蕩たゆたう精霊たち。

　カリムはその瞬間に感じた恐きよう怖ふをはっきりと覚えている。

　焦しよう燥そうと興奮に逸はやる心の底で、それはしっかりと冷え切っていた。

　落ちてくる揺月の姿は昔とすっかり変わってしまったのに、それでも揺月が落ちてくることには変わりなかった。

　今も昔も関係ない。ただ揺月が落ちてくることに、とてつもない恐怖を覚えた。

　だからカリムは何かを叫さけびながら彼女を受け止めるために飛んだ。こういったときのためにきちんと防護魔法が用意されていると知っていながらも、飛ばずにはいられなかった。

「はあ」

　今一度蘇った恐怖を吐はき出すためにカリムは大きく息を吐いた。そして吐いた息の代わりに冷静さを吸い込んだ。

　カランカラン、と目の前にある自動チヨイス販売・ザ・ゴ機ブレツトに硬こう貨かを投げ込む音で、カリムは我に返った。自分が一体どこで何をしているのか自覚がなかった。でも、よくよく見み渡わたしてみれば、そこは病棟エリアの待合室だった。

　ここの静けさはカリムの苦い記憶を呼び起こす。

　揺月がダスト層雲に突つっ込み、精霊欠けつ乏ぼうで倒たおれた時に運びこまれたのも、やはりここ、お伽の園にある病棟エリアだった。

　あの時、カリムは揺月が本当に死んでしまうのではないかと気が気ではなかった。だから、揺月が目覚めたと聞いた時、カリムは安あん堵どと歓かん喜きで自然と涙なみだしていた。

「ま、その後に揺月から逃にげたわけだけど」

　ゴブレット片手にカリムはひとりごちる。

　揺月が目覚めたと聞いて一目散に会いに行ったカリムは、しかしそこで揺月のその変わりように開いた口が塞ふさがらず、自分がしでかした事に愕がく然ぜんとした。以来十年間、カリムは揺月との向き合い方を見つけられずに、気がついたらまたここに立っている。

　カランカランと背後で自動販売機に硬貨を投じる音が聞こえた。

　振ふり向けばそこには、ゴブレットに液体が注がれていくのを見つめるロザリーがいる。

「ばあちゃん」

「揺月が目を覚ましたよ。行っておやり」

「ああ、うん。これを飲み終えたら行くよ」

「そうかい」

　祖母であるロザリーの声はいつだって穏おだやかだ。カリムが揺月から逃げ続ける間も、特に口うるさく言う事はなく、カンデラの森の主として〈大おお食ぐらい〉を患わずらった揺月と静かに日々を過ごしていた。

「ばあちゃん、揺月は」

「〈大食らい〉で倒れただけだよ。今までだって何度かあった。今回も、命に別状はないそうだよ。ただ、これ以上あの娘こをアリステルに置いておきたくはないね。ここは精せい霊れいたちが少なくて、ちょいと息苦しいからね」

「うん」

　ロザリーの言葉には現状に対する憤いきどおりはない。それでもその深い穏やかさは、はっきりとこちらを納なつ得とくさせる力強さに満ちている。ロザリーがそう言ったのなら、多分その通りになるのだろう。そんな強い説得力に、カリムは正直にホッとした。

「ただね、あの娘自身がまた飛びたがってるし、森に帰るのはもう少し先になりそうだね」

「え、揺月、また飛ぶの？」

　カリムの問いかけにロザリーは何も返さない。ただ静かにゴブレットを傾かたむけるだけだ。

「どうして……」

「それは、私じゃなくて揺月に直接聞くことだよ」

　ロザリーにそう言われたと同時、カリムはゴブレットの残りを一息に飲み干し、待合室を後にする。

　果たして、向かう病室で揺月に何と声をかければいいのだろうか。

「…………」

　わからない。

　相変わらず揺月に対しては何を言うべきなのか、何を言えばいいのかが、カリムにはとんとわからなかった。それでも今は、揺月が無事に目を覚ましたことを喜び、グラオベーゼンが失敗に終わったことを慰なぐさめ、そして出来ることならばこのままカンデラの森に帰ってくれるよう話す。これ以上、揺月に苦しい思いをして欲しくないから。

　カリムがそう決めたところで、ちょうど揺月が運びこまれた病室へとたどり着いた。

　深呼吸をひとつ。

　緊きん張ちように強こわばった表情でカリムはドアを引き開けた。

　精霊たちを廊ろう下かへ漏れ出させないための蔦つたのビロードを潜くぐった先には、昔ながらの切り出し石で出来た部屋が広がっている。石と石の継つぎ目からは水草の群れから立ち上る水すい泡ほうのように、緑黄色の燐りん光こうを放つ精霊がふわりふわりと姿を現している。

　息苦しさや魂たましいが喘あえぐ感覚とは無む縁えんのその場所は、〈大食らい〉という精せい霊れい症しようを患う揺月のための病室だった。

「もう、いいのか？」

　カリムの呼びかけに振り返るその姿、精霊たちの燐光に紛まぎれ灰になっていくのだと言われても、何ら疑うことなく納得できてしまいそうな揺月の姿を見て、カリムはまた、彼女から目を逸そらしてしまった。

　消えていく途と中ちゆうだとでもいう揺月の姿が、前はあんなにもくっきりとしていた輪りん郭かくが希き薄はくになってしまったその姿が、カリムのやらかした事を直視させてくる。

「なにしに来たの？」

「見み舞まい」

「そう」

　沈ちん黙もく。ロザリーのものとは違ちがう。ダスト層雲の濃こい朝に感じるのにも似た息苦しい沈黙が病室に降りてくる。

「こ、今回は仕方ないよな」

「え？」

「グラオベーゼンだよ。ほら、珍めずらしく失敗したけどさ、今回は仕方ないって話だよ。だって、ダスト層雲があんなに分厚くなってたらさ、どうしようもないわけだし。なんつーか、ほら、気に病やむことはないんじゃないか？」

　一体誰だれが喋しやべっているのかと言いたくなるほどにたどたどしい言葉の羅ら列れつ。舌が回らず、言葉も拙つたない。せっかく揺月を励はげまそうと思って来たにも拘かかわらず、どうしてこんなにもつまらないことしか言えないのか。

「大体あれだよな。ミラー・ツリーなんてもんを作るやつが悪いんだよ。あんなの作ればダスト層雲が増えるなんて誰だってわかるのにさ、お前だってそう思うだろ、なあ」

「別に」

「それにさ、前回からそう日も経たってないし、箒ほうきだってちゃんときれいに出来てなかったわけだしさ。だからあれだよ、いつもみたいにすごいグラオベーゼンにならなかったんだよ。だからさ、だから──」




「もう、飛ぶのやめろよ」




　その言葉は驚おどろくほど強く病室内に響ひびき渡わたっていった。

　誰も喋らない。誰もが沈黙している。どこか遠くから音が聞こえてくることもない。今ここにいるのはカリムと揺月のふたりだけだった。

「なあ、もうわかっただろ？　無理なんだよ今のお前が飛ぶのは。だからさ──」「カリム」

　名前を呼ばれた。揺月のその声もまた強い響きだった。カリムはいつの間にか逸らしていた視線を彼女へと向けた。

　そして、その眼まな差ざしと出会った。

「……？」

「なんでそんなことを言うの？」

「なんでってそりゃ、現にお前はこうして倒れてんだから──、」

　カリムの言葉が途と切ぎれた。じっと見つめてくる揺月の視線。いつだって感情の起き伏ふくが乏とぼしいその瞳ひとみから、はっきりと読み取れるひとつの感情があった。

「カリムはなんにもわかってない」

　言葉と瞳。そのふたつからはっきりと感じ取れるのは、怒いかりだ。

　揺月は今、カリムが見たことないほどに怒おこっているのだ。

「わたしは飛ぶから」

「な!?」

「絶対に飛ぶ」

　その断言と、揺月が向けてきた眼差しに宿る感情が、カリムの中にも伝でん播ぱした。

「何言ってんだッ!!」

　自分でも驚くほどの大だい音おん声じようが病室に響いた。

「お前もうわかっただろ!?　自分がどんな状態で、どうなっちまうのか、いやってほどわかっただろ!?　だったらもう飛ぶなよ!!」

「うるさい!!」

「な!?」

「カリムに何がわかるの!?　なんにもわからないくせに、知らないくせに……っ。わたしがどうして飛んでるのか、ほんとにわからないの!?」

「わかるかよそんなのッ。お前死にかけたんだぞッ。いいからもうやめろよッッッ[image: ]」

「さみしいからッ[image: ]　精霊しかわたしと一いつ緒しよにいてくれないから……っ。だから飛んでるのッッ[image: ]」

　嚙かみ合わないふたりの言葉に弾はじかれた空気がくわんと揺ゆれている。耳はジンジンと熱く、嚙み締しめた歯がギリギリと音を立てている。

「なんだよさみしいって。そんなんで心配かけられるこっちの身にもなれよ!!　もう昔みたいなのは──ッ、」「そうやってッ」




「カリムが昔のことばかり気にするから……っ。わたしはさみしいのッ!!」




　頰ほおを引っぱたかれた気分になった。直前まで体を満たしていた怒りがどこかへ消えていた。それほどに、カリムは揺月の一言に衝しよう撃げきを受けていた。

「どうしてわたしのことを考えてくれないの!?　どうして、いつまでも昔のことを気にしているのっ？」

「オレを助けたせいでお前はそんな風になっちまったんだから、気にしないわけないだろっ。なんだよその髪かみの色、肌はだも、瞳だって!!　オレのせいで、そんな……っ」

「なに、それ……っ。わたしは助けたくて助けたのに、なんでそんなこと言うの!?」

「オレがちゃんと飛ばなかったのがいけないんだろ!?　そのせいでお前は──、!?」

　カリムの顔に大きくて白い何かが当たった。

「カリムのバカッッッ[image: ]　──これは、これはッ、髪もッ、肌も瞳だってッ、わたしがカリムを助けられたからこうなったのッ、──ッバカにしないで!!」

　こんな剣けん幕まくの揺月を見たことない。頰を真っ赤にして、目を吊つり上げて、こんなにも怒り猛たける揺月なんて、想像したことすらない。

　そしてそんな彼女の姿が、これまで以上の衝撃をカリムに与あたえていた。頭が、真っ白だった。

「……帰って」

　揺月が未いまだ熱の残る声ではっきりと告げた。

「もう帰ってッ」

　足元には枕まくらが転がっていた。それを投げた揺月が息も荒あらくこちらを睨にらんでいた。

　カリムはそんな揺月に気け圧おされ、一歩だけ後ずさった。揺月の視線は鋭するどい。言葉にせずとも、今この場にカリムがいることを許さぬ威い圧あつ感かんがその眼差しには宿っている。半開きになった唇くちびるからは何も言葉が出てこない。踵きびすを返す。真っ白に染まった頭では、揺月の怒りを受け止められることが出来なかった。

「二度と来るな」

　気圧され病室を後にするカリムへ、揺月の言葉が突つき刺ささる。




　　　　　　　▼




　窓の外の街並みは明るかった。

　揺月ですら払はらえないほど分厚いダスト層雲に覆おおわれたアリステルの空は、僅わずかな月明かりですら落とすことをよしとしない。だからこそ人々は魔ま術じゆつによる明かりを灯ともし、暗い夜を振ふり払おうとする。そうして魔術を使えば使うほど、ダスト層雲は厚くなり、より一層の暗さと精霊が降りてこない苦しさを招くと知っているはずなのに。

　いっそのこと、魔術が使えなくなるほどにダスト層雲が分厚くなってしまえばいいのに。精霊が全く降りてこなくなり、劇場庭園で眠ねむりに就ついている精霊たちも軒のき並なみ枯かれ果て、そうしてアリステルから一いつ切さいの明かりがなくなってしまえばいいのに。

「ダメだろうな」

　カリムは呟つぶやく。自じ嘲ちようげな響きの言葉は、照明を落とした部屋の暗さに溶とけ込んでいく。

　いくらアリステルの空が閉じられようとも、人々は決してこの場所を動かないだろう。空がダメなら森。そうして余所よそから精霊たちを引っ張ってきては、アリステルでの生活を維持するのだろう。

「はは」

　カリムは笑えみを漏もらす。だって、すごいと思ったから。ひとつダメになっても、他ほかの方法、別のやり方を探す逞たくましさが、そしてそれをやり遂とげてしまうのが、本当にすごいことだと思ったから。

　対して自分自身のなんと情けないことか。

　別の方法を探すどころか、カッとなって怒ど鳴なり散らして追い出される。

　本当に格好が悪い。

「はあ。わけわかんね」

　ゴロリと寝ね返がえりを打って見上げた天てん井じように答えが書いてあるわけもなく、それでも他に何かをする気にもなれず、カリムはベッドの上でじっと目を凝こらす。

　そうしていると、揺月がカリムに告げた一言が蘇よみがえる。

『カリムが昔のことばかり気にするから……っ。わたしはさみしいのッ!!』

　耳に焼き付いたその言葉が暗い部屋の中、どこからともなく聞こえてくる。

　自分は本当に揺月のことをわかっていなかったのだと痛感する。

　あの日、カリムを助けてダスト層雲に突っ込んだ日。揺月が死にかけて、カリムが悲しみに暮れた日。どうしようもなくて、揺月を誰だれもいない森の中でしか生きられない体にしてしまったと悔くいた。

　でも、それはカリムの都合だった。揺月は全く違う思いで森の中の日々を過ごしていたのだ。

『髪もッ、肌も瞳だってッ、わたしがカリムを助けられたからこうなったのッ、──ッバカにしないで!!』

　なんだそれは、と思う。

　そんな、傷こそが勲くん章しようだとでも言わんばかりの文言。泥どろだらけになった方がすごいと自じ慢まんされたのは、もう遠い幼い記き憶おくの中の出来事のはずなのに。

　揺月がこれまでの日々をどんな気持ちで過ごしてきたか、カリムは全然わかっていなかった。今だって、ちゃんとわかっているかどうか怪あやしい。

　それでも病室の中で揺月の本心と言えるものに触ふれた。

　この十年間、決して触れることの出来なかったものの片へん鱗りんに、触れることが出来た。

　一体今まで何をやっていたのかと、自分自身を殴なぐり飛ばしたくなる。

　どうしてもっと早く揺月とちゃんと話をしなかったのか。なんだって、揺月の変わってしまった姿にばかり気を取られ、彼女の本心を見ようとしなかったのか。

　バカだな、と思った。

　アホ過ぎてどうしようもない。

　本当に、情けなさすぎる。

　カリムは余りにも揺月のことを知らなすぎる。

「……」

　無言のまま立ち上がったカリムは部屋を出る。

　家の中はシンと静まり返っている。宮古はまだお伽の園で働いているのだろう。もしかしたら今日は帰ってこないかもしれない。

　窓を開け放てば、そこから冬の寒気が入り込んでくる。わずかに運ばれてくる街中の喧けん騒そうが、よりくっきりと家の中の静けさを際きわ立だたせる。

　カリムはひとりで立っていた。

　靴くつを手に戻もどるでもなくテラスへと一歩を踏ふみ出したカリムは、横に立てかけられた箒ほうきを手にする。

　長くて大きい、カリムの箒。

　もう二度とあんなことになるのがイヤで、しっかりと跨またがることが出来て、決してコントロールを失わずに飛べる箒を選んだ。それをうまく扱あつかえば扱うほど、過去の失敗が拭ぬぐえる気がして練習を重ねた。そうして今では、長大な箒を誰よりうまく扱えるようになり、そんな箒の見た目に反して、とても軽かろやかに飛べるようになった。そして、都市の誰もが笑ってみてくれる彼だけのグラオベーゼンが出来るまでになった。

　しかし、根っこのところに染しみ付いたものは拭えていないのかもしれない。

　人いきれを感じ、手を振る誰かに応こたえられる街中で飛び続けているのがいい証しよう拠こだ。

　高く飛べば飛ぶほどひとりになり、上を目指せば目指すほど、あの雲が近くなる。

「……」

　カリムは無言のままにテラスから夜空へと飛び出した。

　夜は暗いから飛んではいけません。

　アリステルの子どもには余さず言い含ふくめられる、大人たちとの約束。それを破り、カリムは飛ぶ。

　しっかりと柄えを握にぎり、いつもよりずっと息苦しい街中を飛ぶ。

　そしてふとした瞬しゆん間かんに、柄の先せん端たんを上へと向けた。

　空。

　ダスト層雲が広がる真っ黒な夜空がそこにはある。今の時間ならばこの雲の向こうに星が瞬またたいているのだろうか。カリムと揺月が幼い日に夢想した星座が、あの向こうにはあるのだろうか。

　わからない。

　わからないから確かめに行ってみようと思った。

「……っ」

　高く高く、箒は徐じよ々じよに高度を上げていく。

「ぐ……っ」

　歯を食いしばる程ほどの恐きよう怖ふが胸に湧わき上がってくる。

「はあっ」

　蔦編み繭の建物ひとつ越こえられない中ちゆう途と半はん端ぱな高さで息をつく。

　体が箒の先端を上へ向けることを拒きよ絶ぜつする。

　無理だった。飛べなかった。これ以上高くは怖こわくて堪たまらなかった。

　せめてその気持ちだけは知れないかと、カリムは揺月がそうするようにその身を落とした。頭からではなく背中から、カリムはアリステルへと落ちていく。

『さみしいからッ[image: ]』

『だから飛んでるのッッ[image: ]』

　人ごみによる喧騒が強くなるほどに、自分がここにいるのだという実感が強くなっていく。グラオベーゼン中だって、それどころか普ふ段だんの生活の中でだって、カリムはさみしいと思ったことなんてない。いつだって周りには多くの人たちがいて、笑って、楽しくて、ひとりきりでさみしいなんて思うことはなかった。

　グラオベーゼンだって、楽しいから、アリステルの人々が楽しんでくれるから飛んでいたのだ。

　揺月もそうなのだと思っていた。

　あんなにすごい魔ま法ほうを使って、多くの人を感動させて、カリムと違ちがってたくさんの精せい霊れいを精霊圏から呼んで、そうして多くの人に求められる。そのためにグラオベーゼンを飛んでいるのだと思っていた。

　カリムにとって、グラオベーゼンは楽しむためのものだ。

　でも揺月にとってのグラオベーゼンは、さみしさを紛まぎらわせるものなのだ。

　ダスト層雲から遠ざかりながら、カリムは揺月の言葉を思い出す。

『いくじなし』

「ほんと、その通りだよ」

　揺月が何を思って飛んでいるのかも、あの日から十年間をどういった思いで過ごしてきたのかも、カリムは何一つとして知ろうとしなかった。

　自分の罪悪感ばかりに溺おぼれ、昔のことばかりを気にかけて、決して今を見ようとしなかった。

　揺月の本心に、触れようとしなかった。

　自分がしでかしたことに怯おびえて縮こまっていた自分は、どうしようもなくいくじなしだ。

「ちくしょう……っ」

　カリムは深い後こう悔かいと一いつ緒しよに落ちていく。
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　チャイムが鳴る。

　普段より薄うすい喧騒の中では、随ずい分ぶんとオモチャじみて聞こえるその音は今、午前の授業が全すべて終しゆう了りようしたことを告げていた。

　結局ひと晩考えたところで、自分がどうすればいいのかなんてことはわからなかった。

　今の自分が一体揺月に何をしてやれるのかも、揺月にどうして欲しいのかもわからなかった。ただ、昔とは違うことだけははっきりとわかった。それだけで、それだけだった。

　そうして答えの出ない問いをひと晩中考え続けていたからか、頭はぼんやりしているし、正直なことを言えば、誰かと会って話をする気分ではない。

　それでもカリムが学院に来たのは、息いき抜ぬきになると思ったからだ。家の中でグダグダとくだを巻いているよりは、人ごみの中に身を置いてみれば、少しは肩かたの力がぬけるのではないかと思った。

　ダメだった。

　都市の現状があるからか、教室には欠席が目立ち、普段なら学院にあるはずの喧騒がとんと途と絶だえてしまったのだ。

　でも、それは学院に限ったことだけではなかった。

　登校時間に空を飛んでも、いつものような賑にぎやかさはどこかに置き忘れられているように感じた。人はいる。出勤する人も、カリムと同じで登校する人もいる。大人も子どもも、社会人だろうが、学生だろうが関係なく、朝の時間帯に人はいた。それでもなんだか人々に元気はなかったのだ。

　通し手鏡を見ながら歩く廊ろう下かは、やはり喧騒が薄い。

　ミラー・ツリーの稼か働どうから一週間。そのたった七日間のうちでアリステルの様相は一変した。

　空を覆おおうダスト層雲は、いつになく分厚く黒々とした蓋ふたとしてアリステルの空を覆い、仄ほのかな日差しすら都市に降ろすことを許していない。そのせいで精霊圏からアリステルへとやってくる精せい霊れいたちの数もめっきり減ってしまい、都市機能こそ維い持じできているものの、軽い目め眩まいや気だるさといった、明らかに精霊欠けつ乏ぼうに陥おちいった人々が頻ひん出しゆつしている。

〈精霊欠乏での昏こん倒とう者続出。救急病院はパンク寸前〉

〈雲発生器。ミラー・ツリーの是ぜ非ひを巡めぐり徹てつ底てい討論〉

〈都市機能、停止寸前。精霊たちはどこへ行った？〉

〈お伽の園独どく占せん取材。グラオベーゼンにかかる期待〉

　通し手鏡で見るニュースの記事にも、日を追うごとにそうした種類のものが増えるようになっていた。

　と、歩きながら鏡面を眺ながめていたカリムの視界にオレンジブロンドの髪かみが映った。

「先せん輩ぱい」

「カリム」

　中庭のベンチに腰こし掛かけているのはレイシャだ。彼女はちょいちょいとカリムのことを手招きすると、横に座るように促うながした。

「……カリム、何かあった？」

「え？」

「や、全然元気ないし。どうかしたの？」

「別に、なんでもないっすよ。それより、なんか用すか？」

　少しあからさまに過ぎたか。そう思いもするが、望まぬところへ話が及およぶ前に、レイシャへと話題の矛ほこ先さきを向ける。

「私もそんな大した用じゃないんだけどね。お昼、一緒に食べようかなって」

「あれ、先輩っていつも友達と一緒に食べてませんでした？」

「んー、その友達がねー。みんなダウンしちゃったんだ」

「あー、精霊欠乏で？」

　レイシャは何も言わずに頷うなずいた。

「クラスでも結構欠席目立っててさ、なんかさみしいじゃない？　だから中庭で食べようかなって思ったんだけど、ほら、空があれだし。ひとりってのもなんかね」

「まあ、わかりますよ」

　とは言うものの、別のことで頭がいっぱいなカリムはレイシャのように感じることは全然なかったのだが。十人ほどのクラスメイトが欠席していても、何かを思ったり、気にするだけの余よ裕ゆうが今のカリムには存在しなかった。

　と、

「ヘクセが揃そろって中庭デートかー？」

「そんなことしてる暇ひまあるなら飛べよなー」

「サボってんじゃねぇぞー」

「俺らが死んだらお前らのせいだからなー」

　唐とう突とつに飛んでくる野や次じの声。

　振ふり向けば何人かの生徒が、二階の廊下からこちらを見下ろしニヤニヤと笑っていた。カリムが視線を向ければすぐに顔は引っ込み、聞く耳持たぬとばかりにピシャリと窓を閉められた。

「鏡越ごしならともかく、さすがに面と向かって言われると気が滅め入いりますね」

「うん。……ねえ、カリム。午後の授業、サボっちゃわない？」

「先輩？」

「や、ほら。ここにいても空気悪いし、先生も休みだったりするせいで自習ばっかりだし。ね、いいでしょ？」

　その言葉にカリムは一度空を仰あおぐ。変わらぬ曇どん天てん模様がそこには広がっている。昨夜ゆうべからまた一層と厚くなったのかもしれない。

「そうっすね……」

　もとよりここには息抜きのつもりで来たのだ。ならばその考えに従うのもアリだった。

　そうして学院を抜ぬけ出したカリムは、レイシャと連れ立って街中を飛んでいた。

　学院同様に静けさに覆われたアリステルの街は、見上げた空の暗さと相まって大都市というなりをすっかり潜ひそませている。

「鯨くじら、飛んでないっすね」

「だね。いつもは危ないとかって思うけど、こうなっちゃうとちょっとさみしいかも」

「ですね」

　この時間だからか、周囲に箒ほうきで飛ぶ子どもの影かげはない。そして精霊指数の大おお幅はばな低下を受けてか、街中を飛ぶ有翼鯨や鰭飛びの数も目に見えて減っている。空は閑かん散さんとしていた。

「ねえ、カリム」

「なんすか」

「揺月さん、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「あー……」

　先程から、カリムへと窺うかがうような視線をレイシャがチラチラと送ってきていたのは、それが原因か。

「昨日、私は結局先に帰らせられちゃったから揺月さんには会えなかったし……。カリムは会ったんだよね」

「まあ、そうっすね。ちょっと話もしました」

　それは決してちょっとどころではない喧けん嘩かにまで発展したのだが、さすがのカリムも昨日の今日でそんなことは口には出来なかった。

「なにか、言ってた？」

「なにかって言われても……。わたしはまた飛ぶって言ってたぐらいですかね」

「そっか」

「まあ、何考えてんだって話なんですけどね。〈大おお食ぐらい〉なんて厄やつ介かいな症しよう状じよう抱かかえてて、今のアリステルで飛べばどうなるのかなんて、誰だれにだってわかるし、現に一回倒たおれてるのに、なんだってまた飛ぼうとするんだか」

　気が付けば口を突ついてそんな愚ぐ痴ちが飛び出していた。昨日揺月にぶつけて、喧嘩になった発ほつ端たんの言葉。しかし、たとえ揺月と喧嘩になったところでカリムの言葉は偽いつわらざる本心だ。

「カリムは優やさしいね」

「なんすかいきなり」

「だって、揺月さんのことが心配なんでしょ？」

「そりゃ、まあ。そうっすけど……」

「うん。やっぱり優しいよ」

　晴れやかな笑え顔がおとさみしげな声こわ音ね。相反するふたつを同時に見せながら、レイシャが言葉を紡つむぐ。

「揺月さんの言ってること、私は少しだけわかるよ」

「先輩？」

「箒だけがわたしの居場所って、あの日食堂で言ってた。別に揺月さんほど切せつ羽ぱ詰つまったことじゃないけど、私にとっても箒は大事なもの。それから降りろ、もう飛ぶなって言われたら、うん、私でもやっぱりイヤだって言うかもしれない」

「いや、でもアイツの場合、それで死にかけてるんですよ？」

　カリムがそう言うと、レイシャは困ったように笑みを浮うかべた。

「あはは、そうなんだよね、死んじゃうんだよね。でもねカリム、そういうことじゃないの。揺月さんが言ってるのは、そういう体がどうとか、命がどうとかって話じゃないの。それも大事ではあるんだけど、揺月さんがそれより大事にしてるのは、それとはまた別のもの」

　そこで言葉を切りレイシャがこちらを見つめてくる。その瞳ひとみは潤うるみ、どうしてだか今にも泣き出しそうな印象をカリムに与あたえた。

「先輩？」

「心の話」

　カリムの呼びかけをするりと躱かわしたレイシャの言葉。たった一言の言葉には、しかしその短さ以上のものが込められていた。

「心の、感情の話。揺月さんが言ってるのは、そういうこと。揺月さんにとって箒に乗って飛ぶことは、きっとすごい大事なことだと思うの。だから、自分が死んじゃうような目にあっても、手放すわけにはいかないの」

「それは、はい」

　力なく頷くカリムは自然と昨日の病室での出来事を思い返していた。

「カリムにだってあるでしょ、そういう命なんて言葉ひとつでうやむやに出来ないもの」

　そんなものない。二日前のカリムならいざ知らず、今のカリムにそうやって言えることはなくなっていた。

「私も揺月さんとちゃんと話をしたわけじゃないから、はっきりとはわからないけど。でも、揺月さんが飛ぶ理由のいくつかは、きっと私と同じ。私にとっても箒は繫つないでくれたものだから、あんまり簡単に降りちゃうのは出来ないかな」

　そしてレイシャは、どうしてだか気き恥はずかしそうな笑みを浮かべる。カリムにはその表情の意味も、レイシャの言葉の意味もよくわからなかった。

「先輩、あの」

「カリム、ごめん」

　カリムが呼びかけた瞬しゆん間かんだった。レイシャが突とつ然ぜん手を差し出しこちらの言葉を差し止めた。面食らったカリムが口を噤つぐみ、首を傾かしげた瞬間だった。

　突然、レイシャの頭が不自然な傾かたむき方をした。

　カクンと落ちた頭。そのまま首が落ちるのかと嫌いやな想像が頭を過よぎるが、現実はそれを裏切る。代わりに、頭につられた体が箒の上で傾いていき、ズルリと、レイシャはカリムが何を思う間もなく箒から落ちた。

「先輩!?」

　彼女が跨またがっていた箒が明後日あさつての方向へと飛んでいく。しかしそんなものに構ってはいられない。今まさしくレイシャは箒から落ちて、そして地面めがけて落下しているのだから。

　カリムは箒を急制動。

　持ち前の箒さばきで方向転てん換かん。

　落ちるレイシャを追い掛かけ急降下。

「ちっ」

　漏もれた舌打ちは、いちいち挙動の遅おそい箒に対してのものだ。

　古ふる臭くさく使い込まれたこの箒では、グラオベーゼンのときに使っているものと同様の速度で飛ぶことが出来ない。

　レイシャが落ちていく。

　箒を駆かるもなかなかに追いつかない。

　身み動じろぎひとつしない彼女は気を失っている。

「先輩ッ!!」

　呼びかけにも目を覚まさない。

　なんでいきなり、このままじゃ。

　カリムの脳のう裏りに最悪のイメージが過ぎったとき、ようやくレイシャの手にカリムの手が届いた。彼女の体を抱だき起こすのに合わせて、自分と箒をレイシャと地面との間に滑すべり込ませていく。

「先輩!!」

「……ぁ、……はぁ」

　レイシャは気こそ失っていても、しっかりと呼吸はしていた。

　しかしそれだけで、彼女はカリムの腕うでの中で苦しげに眉まゆ根ねを寄せている。

　その表情は、つい昨日も、そして幼い頃ころにも見たものだった。

　腕の中に抱だいた少女は彼女ではないのに、胸を苦しげに押さえる仕草も、何かを訴うつたえるように繰くり返す呼吸も、何もかもが落ちた揺月とそっくりだった。

　どうして、とカリムの胸に焦あせりが飛来する。レイシャの髪かみから色が抜けていく想像が湧わき起こる。そんなことはないとわかってはいても、腕の中にいる年上の少女が、かつて抱きとめた少女に重なる。

「はあ、はあ」

　カリムも精せい霊れい欠けつ乏ぼうになったかのように呼吸が荒あらくなる。

　違ちがう。そう言い聞かせる。

　レイシャは揺月ではない。必死に自分を落ち着かせようと努める。

「どうしよう……」

　呟つぶやいた声に答えるように抱いたレイシャが、カリムの服を摑つかんだ。

　苦しそうだ。実際に苦しいのだろう。

　カリムには想像するしかない苦しみの中、レイシャは必死に喘あえいでいる。

　ひとつ、大きく胸が跳はね上がった。

　カリムはドキリとしてせっかく抱いたレイシャの体を落としそうになった。

「はっ、はあぁぁああ」
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　大きくひと息吐はいたレイシャをしっかり抱きなおす。どうすればいいのかが、まだわからない。そうこうするうちにレイシャが薄うすく目を開いた。

　頰ほおに彼女の指が伸のびてくる。

　知らず描えがかれていた涙なみだの筋が拭ぬぐわれる。

「だい、じょうぶ、だから」

「先せん輩ぱい」

「ちょっと、くるしいだけ、だから……」

「先輩ッ」

　死ぬ。そう思った。余りにも簡単にレイシャが意識を失うものだから、彼女はこのまま死んでしまう。カリムはそう思った。

　どうすればいいのかわからない。どうすればいいのだろう。

　パニックに陥おちいるカリムのポケットの中で振しん動どうするものがあった。

　カリムは何かを思うより先にそれを手にした。

『カリム？　ちょっと悪いんだけど──、』「宮古」

　カリムの一言で宮古が黙だまった。でも、カリムはそんなことにすら気がつかずに言葉を繫いだ。他ほかにどうしようもなかった。

「助けて」
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　揺ゆ月づきのいた特別病びよう棟とうと違い、通常病棟には確かな人の気配がある。背を向けた扉とびらの向こうから聞こえる足音に、何かを転がす音、そして誰だれかのしゃべり声。だというのに、目の前にあるベッドへ視線を向ければ気分が沈しずむのは、病院である以上どちらにも違いはない。

　カリムの視線の先、ベッドの上にはレイシャが目を閉じて横になっている。その呼吸はとても穏おだやかで、つい数時間前までおしゃべりしていたのが噓うそのように、一見して眠ねむっているようにしか見えなかった。

「カリム、入るわよ」

　声に振ふり向けば、宮みや古こが蔦つたのビロードをくぐってくるところだった。いつも通り白衣を着ているものだから、一瞬医者が入ってきたのかと勘かん違ちがいしそうになる。

「先生の話だと、とりあえず安静にしていれば問題ないみたい。今、レイシャちゃんのご家族もこっちに向かってるわ」

「そっか」

　その言葉を聞けて、カリムはようやく人ひと心地ごこちつけた。

　レイシャが倒たおれてからこっち、宮古の言葉に従って応急処置をしている間も、病院へと運ばれていくレイシャに付き添そう間も、とにかく生きた心地がしなかったのだ。

　また、揺月みたいなことになってしまう。

　その不安がどうしてもぬぐい去ることが出来ずにいた。

「じゃあ、もう大だい丈じよう夫ぶなのか」

「ま、言ってもただの精霊欠乏だしね。通常病棟で済んでるのがその証しよう拠こよ。ちょっと寝ねてればすぐに目も覚ますわ」

「よかった……」

　大きく息を吐き出すカリムの頭を何も言わずに宮古が撫なでてくれる。その手に抗あらがうこともせず、カリムはなすがままだ。

　しばらく無言の時間が続いた。

　レイシャの寝息だけが穏やかに聞こえる病室で、カリムと宮古は揃そろって黙りこくったままの時間を過ごす。

「ねえ、宮古。アリステルってどうなるんだ？」

　カリムのその言葉は病室の中に強く響ひびいた。それは疑問というよりも、自分の予想通りになることを確かく認にんする度合いが強い問いかけだ。

「精霊指数は下降線を辿たどるばかりで一向に上じよう昇しようの気を見せないから、今のままじゃ絶対によくはならないわ。とはいえ、こっちも一応対策はしてあるんだけどね。もし本当にどうしようもなくなったら、カンデラの森から精霊を送ってもらうようロザリー先生に話はしてるわ。もちろん一番いいのは、グラオベーゼンで精エレメ霊ンタル圏フイアから精霊を呼ぶことだけど」

　今の話が本当なら、たとえこのままダスト層雲が増え続けたとしてもアリステルに住み続けることは出来るのだろう。幾いくばくかの人たちは都市から出ていくこともあるだろうけど、それでもアリステルは残る。

「でもさ、その場合って先輩みたいに倒れる人って」

「確実に増えるわね。森から送られる精霊の量なんて高が知れてるわけだし、慢まん性せい的な精霊欠乏がいつまでも続く、そんな都市になるわ」

　その未来もありえない訳じゃない。カリムよりもずっと強く確信しているからこそ、宮古ははっきりと断言してみせた。それが、カリムの意志を固めた。

「宮古、さっき言ったよな。グラオベーゼンで精霊を呼べるのが一番いいって。それってつまりさ」

「ええ、揺月が飛ぶわ」

　ああ、やっぱり。その事実を宮古から聞いて、カリムの胸中に芽生えたのは、相変わらず自身のことを顧かえりみない揺月に対する怒いかりではなく、揺月がなぜ飛ぶのかわからないという戸と惑まどいではなく、腑ふに落ちたという納なつ得とくだった。

　揺月は飛ぶ。たとえ命が危険になろうとも、抱いた一いち抹まつのさみしさを紛まぎらわすために。

　それをバカだと、そんなことで死に瀕ひんするような真似まねはやめろと、そう言うのは簡単だ。でも、そうなったらまた揺月とケンカになる。

　それでは何の意味もない。これまでと全く変わらない。

「それじゃ、ダメだ」

「カリム……？」

　飛びたい揺月と飛ばせたい宮古たち。少女の願いと大人たちが抱く可能性が合がつ致ちしたのだ、前回失敗したという不安があろうとも、やめる根こん拠きよにはなりえない。何しろ、現状他にどうすることも出来ないのだから。

　だったら、とカリムは思う。カリムがその不安要素をどうにかしようと。そう思った。

「宮古」

「なによ」

「オレも一いつ緒しよに飛んじゃダメか？」

「アンタ、何言ってんの？」

　宮古は恐おそらく訝いぶかしげな顔をしているのだろう。眠るレイシャをじっと見つめるカリムには、そんな彼女の表情は見えない。

「オレがさ、アイツに精せい霊れいを送り続けるよ。そうすりゃさ、アイツは〈大おお食ぐらい〉で倒れることもなく飛び続けられるだろ。なあ、それじゃダメか？」

「ダメかって、何言ってるかわかってんの？　アンタだって、どうしてグラオベーゼンがヘクセひとりで行われるか知ってるでしょ？」

「ああ、知ってる」

　そんなことはカリムだって百も承知だ。複数のヘクセが一度にグラオベーゼンを行い精霊に干かん渉しようすると、精霊たちが迷うのだ。どっちと一緒になって飛べばいいのか、どっちの言うことを聞けばいいのか、彼らは判断出来なくなる。そうして、ダスト層雲の下にいる精霊たちが迷うと、精霊圏から呼ぶことの出来る精霊たちの数も少なくなってしまう。だからこそ、グラオベーゼンはヘクセひとりで行われる。それが、常識だ。

「でもさ、オレの魔ま法ほうなんて形ばっか整ってるだけでショボイし、アイツの魔法なら簡単にかき消しちまうよ。なんだったら、オレは劇場庭園でしか飛ばない。空には出ないで、ずっと森の中で飛び続ける。それでもダメか？」

「まあ、ねえ。それなら大丈夫かもしれないけど……。揺月がなんて言うかしらね」

「アイツは、どうだろうな」

　何しろあれだけのケンカをした後なのだ。カリムが一緒に飛ぶなんて言い出せば、またとんでもない言い合いになるかもしれない。

　それでもカリムは思うのだ。

　今まで通り、揺月が何を考えているのかわからない。なんだって〈大食らい〉なんて厄やつ介かいな病気を抱かかえているのに飛ぶのかがわからない。そんな風に言い続けたって、結局なんにもならない。

　目の前で眠るレイシャが言っていたではないか。

『揺月さんって何を考えながら飛んでるんだろうね』

　カリムも、ちゃんとそれと向き合わなければならない。

　十年もの間、とんでもないひとりよがりな時間を過ごしてきたのだ。それだけの時間をカリムひとりの思い込みで、揺月にちゃんと目を向けることもなく過ごしてきてしまったのだ。

「なあ、宮古」

「なによ」

「揺月がさみしがってたって言ったら、信じるか？」

　頭を小こ突づかれた。

　振り向くと、宮古がとんでもなく呆あきれた顔でこちらを見下ろしていた。

「なにすんだよ」

「バカの頭を小突いただけよ、このバカ。それに気づくのに何年かかってんのよ、バカ。もー、信じらんない。ほんっとバカね、これだからガキはヤんなるのよ」

「バカバカ言いすぎ──っ!?　殴なぐるのやめろよ!!」

「病室でデカい声出すんじゃないバカ。レイシャちゃんが起きるでしょうが」

　俯うつむき、大きなため息を吐つく宮古。全身でカリムのことをバカだと告げるその姿に、むかっ腹もたつが、結局はそういうことなのだろう。

　十年間一人ひとり相撲ずもうをしていたバカ、それがカリム・カンデラだ。

「で、なによ。揺月となんかあったわけ？」

「ケンカした」

　そう端たん的てきに告げるカリムの表情を宮古が深い眼まな差ざしでじっと見つめてくる。

「ふぅん。ま、いいんじゃないそれなら。一回、揺月と一緒に飛んでみれば」

「ありがとう」

　そう、しおらしく下げたカリムの頭をくしゃくしゃと撫でたかと思うと、宮古は突とつ然ぜんカリムの耳をつねりあげた。

「いっ!?」

「あとね、一個アドバイス。女の前で他ほかの女の話してんじゃないわよ、このバカ」




　　　　　　　▼




　グラオベーゼン用のローブへと袖そでを通す。いつも黒い服ばかりを着ているから特に目新しさはないけれど、それでも揺月からすれば、この服も自分の数少ない居場所を守るために必要なものだ。

　ヘクセの中には革かわのグローブをはめる者もいるらしいが、揺月はそうした無む駄だに肌はだを覆おおうものは好まない。箒ほうきに乗って空を飛ぶときは、生身を晒さらしている方がずっと気持ちいいことを知っているから。

「……」

　体調は回復したとは言い難がたい。立つのも辛つらくなるしんどさはないものの、時折訪おとずれる息苦しさがそのいい証拠だ。それでも揺月に、再びグラオベーゼンを行うことへの躊躇ためらいは微み塵じんもなかった。

　反対に、もし今飛ばずにいたら、どんどんと増えていくダスト層雲に飛ぶ機会を完全に奪うばわれてしまう。それは、〈大食らい〉で倒れることよりもずっと辛く悲しいことだ。

　揺月はそんな切せつ迫ぱく感を胸に、ローブを身に着け立っているのだった。

　箒を手にして上がった劇場庭園。アリステルの中で最も深く暗い森の中。その中でふわりふわりと宙を漂ただよう精霊たちの緑黄色をした燐りん光こうが、今日は殊こと更さらに存在感を増していた。

「雨」

　しとどに濡ぬれた森の中で、精霊たちの燐光がぼんやりと滲にじむ。水すい滴てきの枝葉を打つ音が、より一層沈ちん黙もくを際きわ立だたせる。ひっそりと静まり返った木立の間に立てば、この世界にはどこまで行っても揺月ひとりしかいないかのような感覚に陥おちいる。

　フルフルと揺月はその錯さつ覚かくを振ふり払はらうために首を振った。

　違ちがう。揺月はもうすでにこの世界ではひとりぼっちなのだ。

　カリムと星座を見に行こうと言って飛んだあの日から、揺月はずっとひとりで空を飛び続けている。誰だれと交わるわけにもいかない病と、ひとりだけの友達が揺月の元から去っていったせいで。

　ひとりなのかもしれない、ではない。ひとりなのだ。樫かし宮みや揺月はひとりぼっちなのだ。

「……」

　揺月は髪かみが濡れ、ローブが湿しめり気を帯びていくのも構わずに、森の中を歩んでいく。

　そこに特別な感かん慨がいはひとつもない。

　これからグラオベーゼンを行う興奮も、前回の失敗による不安も、そんなものは森を歩む揺月の胸にはいくらばかりも湧わき上がってきたりはしない。

　揺月がいつもと違い、飛ぶ前に劇場庭園の中を歩き回っているのはもっと単純な理由からだった。

　ただ、今の劇場庭園に満ちる雰ふん囲い気きが好きだから。

　しっとりとした雨に洗われていく木々が、色いろ艶つやを増す枝葉が、やわらかく沈しずむ土の感かん触しよくが、静かに揺月の心に寄り添そってくれる。それがとても心地ここちよかった。

　そんなシンプルな気持ちを抱いだいて、いっそ清すが々すがしささえ感じていたからこそ、そこへ割って入る不ぶ躾しつけな存在に揺月は眉まゆをひそめるのだった。

「なにしに来たの」

　揺月の言葉にピタリと歩みを止めたのは、揺月と同じく黒いローブに身を包んだカリム・カンデラだ。相変わらず無駄に大きな箒を手に持ち、劇場庭園の只ただ中なかで揺月に視線を向けている。

「宮古から聞いてないのか」

「なにを」

「オレも飛ぶから」

　その瞬しゆん間かん、雨に濡れる心地よさが鳴りを潜ひそめ、心が急速に冷えていくのを感じた。それは胸の内だけではなく、揺月の表情にもはっきりと表れる。

　色の薄うすい灰色の瞳ひとみが冷たく眇すがめられ、唇くちびるはキュッと引き結ばれる。目の前に立つ少年の言葉を、はっきりと拒きよ絶ぜつする冷たさを揺月は隠かくすこともせずに、彼へとぶつける。

「どういうつもり」

「オレもなにかしなくちゃいけないって思った。だから、飛ぶ」

　なにを今いま更さら、とそう思わなくもない。これまでなんにもしてこなかった男が、これから一体なにをしようと言うのだろうか。

　真しん剣けんな眼差しを向けてくるカリムへと送っていた冷たい視線を切り、揺月はひとつ箒を回す。

　穂ほ先さきで撫なでた木々が精霊化し、多くの精霊が舞まい上がる。

　揺月は彼らをさっと掃はき集めると、そのまま軽い動作で箒に跨またがる。足を地面から離はなした揺月に対して、カリムは未いまだ地面に立ったままだ。

　どうせそこで見ているだけなんでしょ。

　そんな内心を揺月は別の言葉にしてカリムへと突つきつける。

「邪じや魔ましないで」

　いらえを耳にするつもりはない。揺月は真っ直すぐに暗い空へと飛び上がった。
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　ひとつ、大きく息を吸う。冬の夜気によって冷やされた雨のせいで、普ふ段だんよりもずっと冷たい空気が揺月の中へと入ってくる。代わりに吐き出した白い吐と息いきを追い抜ぬくように、揺月は上じよう昇しようをかける。

　後ろを振り向くことはしない。劇場庭園も、そこに立っていた少年のことも引き離すためにぐっと力強く空のてっぺんを目指す。

　冷え切った怒いかりが腹の底にたまっていた。それはもちろんカリムに対してのものだ。

　もうあの男には何も期待しない。するだけ無駄だ。ただ、揺月の邪魔をしなければそれでいい。そう思っていたのに、なんだって今になって出しゃばってくるのか。

「すぅっ」

　細く鋭するどく息を吸い込んだ。一いつ緒しよに、カリムに対する怒りも体の奥底へとしまい込む。

　揺月は雨を振り払うようにフルフルと頭かぶりを振る。濡れた髪が額に張り付き鬱うつ陶とうしくも思うが、そんなことを気にしている場合ではない。前回はそうして余計なことばかりに気を取られたせいでうまくいかなかったのだから。

　もっと集中しないと。

　もし今回もグラオベーゼンを失敗したら、今度はもう揺月が飛べるような空模様ですらなくなっているかもしれない。

　それはイヤだった。

　アリステルの空が飛べないものへと変わっていくのに何もしないでいるなんて、そんなこと揺月には出来ない。

　だから揺月は、カリムには絶対邪魔されることのない高さへ、ひとりで昇のぼっていく。

「はあ……っ」

　遠く見えるミラー・ツリーの突とつ端たんを越こえた途と端たん、揺月の呼吸に苦しげな響ひびきが混ざる。おフエア伽リーテのイル・園ガーデンと劇場庭園、精せい霊れいたちが溢あふれる場所では普段と変わらず振る舞えていた揺月だが、ダスト層雲が濃こく覆いかぶさった今、この高さまで上がってしまうと、最初に精霊化させた数本分の木々に宿っていた精霊たちしか、揺月の周りには存在しない。

「バカ」

　あそこでカリムが現れなければ、もっと多くの精霊を連れて飛ぶことも出来たのに。

「どうして邪魔するの……っ」

　グラオベーゼンが出来なくなったら、揺月はカンデラの森でひとり過ごすしかなくなるというのに。楽しいことも嬉うれしいことも、それどころか悲しいことさえも全すべて、無感動に塗ぬりつぶされた空っぽな時間をひとりぼっちで過ごさなければならなくなる。

　だから飛べるうちに飛んで、邪魔っけなダスト層雲を吹ふき散らさなければいけないのに、カリムがそれを阻そ害がいする。十年も昔のことを引きずって、こんな高いところで揺月をひとりぼっちにしておくだけでは飽あき足りずに、ちっぽけな未来まで取り上げようとする。

「はあっ、はあ……っ」

　しかし、そうしてグラオベーゼンを求める切迫した心境と、カリムへの苛いら立だちで叱しつ咤たしても、揺月の体は素す直なおだった。徐じよ々じよに、精霊欠けつ乏ぼうによる息苦しさを訴うつたえ始める。

　ちゃんと飛ぼうと思えば思うほど、それが難しくなっていく。

　チラリと後ろを確かく認にんすれば、揺月はまだ魔法を使っていないというのに、穂ほはすでに黒く汚よごれ始めている。ほんの少し高度を上げただけで、ダスト層雲によるパナケアの汚お染せんは目に見えて酷ひどくなっていく。そのせいでいつもより少しだけ低い位置を飛ばなければいけないのも、揺月の中で苛立ちとして募つのっていくのだった。

　そして拍はく車しやをかける〈大おお食ぐらい〉。もう今の揺月に普段のツンと澄すました雰囲気は欠片かけらもなく、ただただ不格好に飛び続けるだけだった。

「はあっ、はっ、はあ……っ」

　荒あらくなる呼吸を重ねるごとに揺月の飛ひ翔しようもキレを失って凡ぼん庸ようなものへと変わっていく。

　こんなんじゃダメだと思う。今ここでやめてしまうのは絶対にダメだと、そう思う。

　だって、ここでやめたらもう二度と、さみしい森の中から出てこられなくなるから。

「はっ、はあっ。──!?」

　何かが揺月の目の前を横切った。雨う滴てきすら退ける風切り音が、揺月の身にまとわりついていた息苦しさも一緒に、さらに高い空へと持ち去ってしまった。

「なに……？」

　ぼんやりと見上げた先、揺月より上の空を遊ゆう弋よくしていたのは一羽のハクチョウだった。しかしそれはカンデラの森にある湖で見かけるものとは明らかに違っている。

　何しろ羽ばたくたびに、羽う毛もうの代わりと言いたげに火の粉を散らしているのだ。

「わ!?」

　驚おどろいた揺月が慌あわてて飛び退のくと、目の前を次々と飛び上がってくるハクチョウの群れが、先の一羽同様にダスト層雲に突っ込もうとでもいうかのような勢いで羽ばたく。

　遊弋する群れは彩いろどりに満ちている。

　揺ゆらめく炎ほのおに砂さ礫れきがキラキラと輝かがやき、雨滴よりもずっと大きく澄んだ水玉が気流に遊ばれ花開く。弾はじける魔法の数々は、こんな空模様でも関係なく見ているものの心を躍おどらせる。

　息苦しさが薄くなったように感じるのは、魔法が弾けて精霊が満ちていくからか、それとも飛び交かうハクチョウの群れによって雨が散らされたからか。

　揺月はチラリと下を見る。

　劇場庭園にぽっかりあいた空白に、箒を振り回す少年の姿が僅わずかに覗のぞいた。

　そしてまた、数羽のハクチョウが劇場庭園から揺月を目指して飛んでくる。

「……カリム」

　冷ややかな視線とは裏腹に、確かに軽くなった心に応じて、揺月は今一度大きく息を吸い込んだ。
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　カリムは持ち前の器用な箒ほうきさばきを駆く使しして、劇場庭園の木立を飛び回っていた。

　長大な箒を手た繰ぐり、穂で樹皮を撫でてやる。木に宿り眠ねむっていた精霊たちが目覚めて漏もれ出してくれば、魔法を使い彼らに形を与あたえてやる。そうして額に汗あせを浮うかべながら、カリムは揺月へと精霊たちを送り届けていく。

「くっ」

　いくら巧たくみな箒さばきが持ち味と言っても、こんなに狭せまい空間を飛び回るのは、カリムにとっても初めてだ。ビルの狭はざ間まを縫ぬって飛ぶのとはわけが違う。枝も葉もその密度は段違いに濃いし、少し油断すれば地面を這はう木の根にすら箒をひっかけそうになってしまう。

　おかげでカリムの表情は険しく、汗が流れる額にも、周囲を見やる鋭い視線にも一いつ切さいの緩ゆるみはない。一度でも気が緩んだ瞬間に、この曲芸飛行が失敗することはカリム自身が一番よくわかっていた。どこかの幹に箒を引っ掛かけてしまえば、その時点で地面とキスするのは確実で、揺月が飛ぶのに必要な精霊を届けられなくなる。

　楽しむことを何よりの信条としているカリムらしくないグラオベーゼンは、しかし宮古たちお伽の園で見守る大人たちが期待している通りの役割を果たせていた。

　カリムの生み出すハクチョウが、彩りも様々に上空を飛ぶ揺月の元へと劇場庭園を飛び出していく。羽ばたく翼つばさが雨で重たくなることも、風に煽あおられ流されることもない。両りよう翼よくを広げた勇姿をもってして、アリステルの空を高く高く舞い上がる。

　そしてダスト層雲直下までたどり着いたものから、僅かな遊弋の後に魔法が解け、元の精霊へと戻もどっていく。いつものグラオベーゼンならばそこで終わり。人々の生活圏けんを漂ただよう数少ない精霊たちが、精霊圏からそう多くの仲間を呼ぶことは出来ない。しかし今日の役割はそこにはない。遥はるかな上空を飛び回る少女の糧かてとなること、それが今回のグラオベーゼンでカリムの魔法に託たくされた役割だ。

　だからこそカリムも使う魔法を種々入り交じる動物たちの行進ではなく、ハクチョウのみに絞しぼっている。なぜハクチョウなのか、と聞かれてもカリムはわからないと答えるだろう。ただなんとなく、夜空を背景に飛ばすならハクチョウ以外にない。そう思っただけだ。

「はッ」

　吐はき出す息に笑えみが混じった。

「はははッ」

　なんだってこんなに笑えてくるのか。降りしきる雨にも、冬の夜気にも冷めぬ火ほ照てりを覚えながら、カリムは険しかった表情に、楽しげな色を混ぜ合わせていく。

　今、アリステルは大変な状態で、ヘクセであるレイシャすら倒たおれるほどの事態に見み舞まわれていて、上空のダスト層雲を払はらわなければその状じよう況きようは一向に改善しない。それなのにカリムの口からは笑みが漏れた。

　普段空で行っているものとは違ちがう、森の中でのグラオベーゼン。それは、ダスト層雲を払うためではなく、精霊を届けるためのもの。普通に考えれば異い端たんであるはずのそんな飛び方が、しかしカリムには驚く程ほどハマっていた。

「こっちのがいいかもな」

　振ふり回される長大な箒の穂先は、一筆で複数の木々を撫で上げる。

　カリムは、アリステルに建ち並ぶ高層建築群の狭間を飛び回るのにも似た要領で木立の中を飛び回りつつ、多くの精霊たちを掃き集めていく。少し離れたところにいる精霊たちも、箒のリーチを活いかせば、穂で捕つかまえるのは造作もない。

　そうして二度、三度と箒を振り回す間に集めた精霊たちを、魔法でハクチョウの形に変えては、次々と上空にいる揺月の元へと送り届けていく。

　これでは、一いつ般ぱん的な箒と比べて余りにも長大な箒を扱あつかう技術も、精霊たちにしっかりと形を与えることが出来る魔法の技術も、カリムの培つちかってきた全てが、今この時のためにあるのではないかと思えてしまう。

「ははは」

　そうして笑う自分の声に交ざって、クスクスとした囁ささやき声が聞こえた気がした。もう聞くことなどないと思っていた精霊たちの耳をくすぐる笑い声に、カリムは思った。

　楽しい、と。

　こうして精霊たちと一緒に飛んでいるのは、童心に返ったようで楽しくて仕方ない。

　だから続けてこうも思うのだ。

　これが揺月の飛びたがる理由か、と。

　カリムは今、劇場庭園にある森の中をひとりで飛んでいる。木々に宿り眠る精霊たちを目覚めさせては、自分の飛翔の中へと誘さそっていく。周りには、多くの精霊たちがいる。

　だからこそ、その瞬しゆん間かんに思いを馳はせて心臓がひやりと縮み上がった。

　箒を降りてしまえばこの楽しい時間が終わって、自分はひっそりと静まり返った森の中、たったひとり佇たたずむことになってしまう。

　誰だれもいない、自分以外に人がいない空間。飛ぶのをやめてしまえば、精霊たちもカリムのことなんか見向きもしなくなり、ふわふわと宙を漂うばかりだ。木々が語りかけてくるはずもなく、揺れる枝葉は風の気まぐれ。深い森の中、そんな空間が延々と続く。

　ふと視線をやった先では、大きな木の洞うろにも似た闇やみが木立の中で口を開けている。

　森の向こう側すらも見通せない暗くら闇やみを振り払うように、カリムは殊こと更さらに大きく箒を振るった。穂に宿った精霊の放つ緑黄色の燐りん光こうがぼんやりと周囲を照らす。

　その淡あわい輝きに、カリムは安心感を覚えるのだった。

「はは……」

　楽しかったはずの笑みが力のないものへと変わっていく。

　箒を降りてこのさみしさの中に身を置くことを考えれば、いつまでだって飛び続けたい。

　都市の危機だとか、ヘクセの役割だとか以前に、こんなにもさみしい場所でひとりきりになるのは嫌いやだ。そう思わせる暗闇が、カリムの目の前に広がっていた。

　つまりは、揺月もそうなのだろう。

　さみしいから飛ぶと言っていた。

　精霊しか一いつ緒しよにいてくれる存在がいないから飛ぶと言っていた。

　その言葉の本当のところは、やっぱりカリムにはわかっていないのかもしれない。でも、今こうして飛ぶことでその片へん鱗りんに触ふれることは出来ていると思う。

　飛べば飛ぶほどに心の中に滲にじんでいくさみしさがある。

　精霊たちと楽しく飛べば飛ぶほどその気持ちは大きくなっていく。

　それを振り払うために飛び続けなければならない。

　だから、〈大食らい〉という病気だろうが、ダスト層雲が立ち込めていようがお構いなしに飛ぼうとする。

　全ては抱いだいたさみしさを紛まぎらわせるために。

「はは……っ」

　今度の笑みは自じ虐ぎやくめいたそれだった。

　やっぱりカリムは揺月のことをなんにもわかっていなかったのだと実感した。

　アリステルで暮らす自分と、カンデラの森で暮らす揺月。

　カリムは、飛び終われば多くの人に出で迎むかえられ、箒に乗って飛んでいなくとも多くの人が当たり前のように近くにいる。ちょっとした時にひとりになりたいと感じる瞬間はあっても、決して周りにいる人が消えることはない。

　でも、揺月は違う。

　誰もいないのが日常なのだ。友達がいないとか、誰ともしゃべらないとか、ひとりの時間が欲しいとか、そういうことですらないのだ。

　人いきれの中で実感する孤こ独どくではない。誰とも口をきかなくても、肩かたがぶつかったり、避よけられたりすれば自身の存在がそこにあると実感できる。でも、避けてすらくれない木々の中、ただ揺れる枝葉の中に身を置き続ければ、自分自身がそこにいるのかどうかすらわからなくなってくる。

　揺月とは感じるさみしさの度合いが違う。

　今になってそれがわかった。

　森の中のグラオベーゼン。そこに付ふ随ずいする途と方ほうもない孤独。それが揺月の言うさみしさなのだろう。

「……ッ」

　自分のいたらなさに歯は嚙がみしたところでどうしようもない。なんでこの十年もの間、揺月をひとりきりに捨て置いたのかと悔くやんでも仕方がない。

　今はやるべきことをやる。そして、このグラオベーゼンが終わったら、揺月とちゃんと話をしよう。

　そう決めたカリムは、箒を振るい精せい霊れいたちを掃はき集める。木々を撫なで、そのうちいくつかは精霊化させることにも成功し、彼は森の中を飛び回る。そうして編み上げた魔ま法ほうを揺月の元へと届けていく。

　せめて自分の魔法が彼女のさみしさを紛らわせてくれたら。そう思いながら、カリムはまた数羽のハクチョウを空へと送り出す。
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「挿さし木用のパナケアをありったけ、カリムのところへ持って行って!!」

　遠オーロ見ラビジ鏡ヨンでふたりのグラオベーゼンを見ていた宮古は、自身の部下へ向けて指示を飛ばす。その声に合わせて幾いく人にんかが慌あわただしく走り出し、幾人かがさらに詳くわしい指示を求めて声を上げる。

「だから全部よ全部!!　お伽の園ガーデンにあるパナケアを全部、上に持って行けって言ってんの!!　ああ!?　責任？　そんなのアタシが取るから、とっととしろ!!」

　宮古だけではない。他ほかにも同どう僚りよう、先せん輩ぱい、後輩に上司まで、周囲にいる大人たちが慌ただしく動き始めていた。それもそのはずだ。何しろ、今遠見鏡に映し出されている映像にそうするだけの理由があるのだから。

　上空で魔法を使い始めたばかりにも拘かかわらず、揺月のそれはすでに、これまで宮古が目にしてきたどんな魔法よりも美しく、見る者を圧あつ倒とうしていた。

　絶え間なく揺ゆらめく色しき彩さいの移り変わりがダスト層雲に色を落とし、いつだって憎にくたらしく空を覆おおう雲が、精霊たちの輝かがやきによってその装いを変えている。

　幾いく重えにも折り重なる蔦つたのビロードが揺れるように、緑黄色のヴェールが曇どん天てんから垂れ下がり、ゆっくりとその裾すそを波打たせている様子は、微かすかな明かりの下もとで穏おだやかに押しては返すさざ波にも似てとても神秘的だ。

　そんなオーロラ群に覆われた空からは、相変わらず静かに雨が降り続いている。

　降り注ぐ雨う滴てきにぼんやりと滲む輝きにより、アリステル全体が緑黄色に照らされる。

　いつぞや揺月が使った魔法による、どこまでも白く静せい謐ひつな雪ゆき化げ粧しようとは違う。そのやさしい明るさに、身をゆだねたくなるやわらかな燐光が、都市を幻げん想そう的な風景へと落とし込んでいく。

「相変わらずとんでもないわね、あの娘こは。精霊がいればどれだけ規模の大きな魔法だって使えるんじゃないの？」

　誰にともなくそう嘯うそぶく宮古だって、カリムや揺月ぐらいの年の頃ころにはヘクセとしてアリステルの空を飛んでいたのだ。当時は宮古こそが都市の空を舞ぶ踏とう会場にして、精霊たちもそんな宮古と飛ぶのを何より楽しみにしていた。

「でも、そんな自信軽く吹ふき飛ぶわね、こんなの見たら」

　それは揺月だけに向けた言葉ではなかった。もうひとり、劇場庭園の中を飛び続けるヘクセがいる。彼の魔法は揺月のようにこちらを圧倒するものではない。それでも、彼女が作り出す広大な景色の中で、カリムの魔法ははっきりとその存在感を誇こ示じしていた。

　やわらかな緑黄色の輝きに満ちた空へと舞まい上がるハクチョウの群れ。

　両翼を広げ、優ゆう雅がに空を滑かつ空くうする幾羽もの鳥たちは、ある瞬間に弾はじけ、自らもまた空を覆うオーロラの一部に加わっていく。

　魔法が解け、ハクチョウたちが光の粒りゆう子しへと変わるその瞬間、言葉に出来ぬ感動が心の底からこみ上げてくるのを宮古は感じる。悲しいのでもさみしいのでもない。それでもその儚はかない時を見続けていれば、自然と涙なみだがこぼれてくるような、そんな物悲しくも嬉うれしい不思議な感情が宮古の胸を満たしていくのだ。

　オーロラとハクチョウ。鏡越ごしに見るこれらはきっと、今この世界で最も美しい光景となっていることだろう。人がその手で作り出した精せい緻ちさにも、自然が織り成す神秘にだって負けてやしない。強く、そう思わされる。

　宮古はチラリと視線を他所よそへやる。その先では、この映像がしっかりと記録されていることが確かく認にん出来る表示が出ていた。単純なグラオベーゼンの記録映像としてだけではない、あのふたりが作り上げたこの光景は、ひとつの芸術と言ってもいいぐらいに素す晴ばらしい。

「やっぱりアタシはアンタらのことが好きよ」

　おどけた少年とツンと澄すました少女のことを思い浮うかべ、そう呟つぶやいた宮古が見つめる先では、遠見鏡越しにアリステルの空に変化が生じた様子が映し出されていた。

「精霊が降りてくるわ!!　パナケアは!?」

「カリムに届けました!!」

　問いかけに応こたえる部下たち。これまで足早に動き回っていた彼らも少しずつ足を止め、遠見鏡に映し出された映像に注目し始めている。

　分厚かったダスト層雲の向こう側から徐じよ々じよに精霊たちが降りてきた。揺月の作り出したオーロラから少しずつ緑黄色の粒子となって精霊たちが降り注ぐ様子は、鏡越しに見ているのがもったいないほどに心奪うばわれる光景だ。

「このままうまくいってくれたら万々歳ね」

　グラオベーゼンの様子を撮さつ影えいしている伝目鳩ばとが劇場庭園の様子を捉とらえた。揺月が普ふ通つうにグラオベーゼンを行うときよりもさらに多くの木々が精霊化したため、庭園のいたるところにボコボコと穴が空いていた。本数にすれば五十本近いのではないかというほどの空白からは、しかし新たに伸のび上がってくる若木の姿も散見された。

　まだまだ降りてくる精霊の数が少ない上に、一度に何本もの挿し木を行っているせいで生育は芳かんばしくない。それでも複数の木が少しずつ枝を伸ばし、葉を茂しげらせ、その身を大きくしていくのを見れば、なんとかなりそうだという安心感に包まれるのは確かだった。

「いや、すごいですねカリムは」

　と、カリムにパナケアを届けた部下のひとりが、髪かみから垂れる雫しずくを払はらいながら話しかけてきた。その顔は冬の夜気に当たったのとは違ちがう興奮に色づいていた。

「あら、上でなにかあった？」

「パナケアを持っていったら、そこに置いてけって言うのでそうしたら、彼、あの束を背負って飛び始めたんですよ。信じられます？　箒ほうきを振ふり回して飛びながら、魔法だって使ってるのに、その上挿し木までひとりで行ってるんですよ？」

「揺月が一緒に飛んでるから、かっこつけてるのよ。それぐらい任せてもいいのに、バカよねえ、アイツは」

「いやー、それは仕方ないですよ。僕だって女子の前ではかっこつけたいですもん」

「だったらこんなとこでサボってないで、アタシにかっこいいとこ見せてくれない？」

「宮古さんは女子って歳としじゃって怖こわッ!?　わかりましたからその笑え顔がおやめてください!!」

　ギャアギャア喚わめく部下を追い払った宮古の顔からは、ここ数日漂ただよっていた緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きが抜ぬけていた。程ほどよく緊張したまま見み渡わたしたフロアにいる彼女の同僚たちも、ひとまずうまくいきそうだという空気の中、明るい表情で声を交かわしているものが多くいる。

　何しろミラー・ツリーが稼か働どうしてからこっち、お伽の園にはずっと緊迫した空気が漂っていたのだ。事態が改善する見通しがたった今、少しぐらい緩ゆるむのは仕方がない。あとは、今も上で飛ぶカリムと揺月が戻もどってくればそれで今回の件もとりあえずの収束となるだろう。宮古がそう思い、遠見鏡を笑みで見つめたその瞬しゆん間かんだった。

「精霊指数が異常な上じよう昇しようをみせています!!」

　フロアの一角から上がった緊迫した声。振り向けば、伝目鳩から送られてくる映像の記録と精霊指数の推移を確認していた職員から、弛し緩かんした空気を吹き飛ばす緊張感が滲んでいる。宮古は頭を切り替かえた。その職員へと歩み寄ろうとしたその瞬間だった。大きなどよめきと一緒に、新たな声が上がった。

「樫宮揺月の姿が消えました!!」

「どういうこと!?」

「わかりませんッ。でも!!」

　声を上げた男性職員が指さした先、そこには明らかに異常な空模様が映し出されていた。

　しとしとと降り続いていた雨が風に煽あおられ、まるで台風でも来たかのような有様に移り変わっている。それに加えて、揺月が呼んだ大量の精霊たちが、空をのたうち回りながら劇場庭園を目指して降りてきていた。

　先ほどの美しい光景から一転、悪夢のような光景がそこには映し出されている。

　カリムが劇場庭園から送り出したハクチョウの群れが、精霊圏から降りてきた多くの精霊に飲み込まれ霧む散さんする。空を神秘的に彩いろどっていたオーロラは跡あと形かたもなく消え去り、空はアリステルを喰くらおうとでも言うように荒あれ狂くるっている。

「宮古ッ」

「今度はなに!?」

　多くの職員が指示を飛ばしあう怒ど号ごう飛び交う中、側そばにいた女性職員が鋭するどく宮古の名前を呼ぶ。

「これ見て」

　質問を封ふうじる緊張した声こわ音ねに押され見つめた先、そこには空が荒れ狂い始める直前だと思われる空の様子が映し出されていた。

　その映像の中では揺月が飛んでいる。しっかりと箒に跨またがり、〈大おお食ぐらい〉なんぞで苦しむ様子もなく、いつもの目を見張るほどにキレた飛ひ翔しようを見せていた。

　これが才能かと思わせる飛びっぷり。しかし次の瞬間、そんな彼女の姿が弾けていた。

「は？」

　唐とう突とつな出来事に余りにも間ま抜ぬけな声が漏もれた。

「なによこれ」

　巻き戻してもう一度確認する。それまで快調に飛んでいた揺月が、突然その身をかき消した。理解ができずにさらに巻き戻して確認する。咄とつ嗟さに理解が及およばない出来事は、映像の中で繰くり返し行われる。周囲を飛び交う怒号が薄うすれていく。そんなはずはないという否定したいという気持ちと、それしかないという半ば以上の確信が宮古の中でせめぎ合う。誰だれかに名前を呼ばれた気がした。反応できない。揺月に何が起こったのかを認めるのに、それぐらいの労力がいった。

「カリムはどうするの？」

　自分の名前に反応はできなくても、少年の名前が耳に入ってきたことで顔を上げた。

「誰か上に行ってカリムを呼び戻してきて!!」

　それは的確な状じよう況きよう判断とは違う、焦あせりから出た言葉だった。

「揺月は精霊化したのッ!!　カリムがそうなる前に誰か早くッ!!　お願いッッッ」

　宮古の感情的な叫さけびが事態の緊迫感を否いや応おうなく高めていく。




　　　　　　　▼




『ふふ、うふふ、アハハハハハッ』

　笑う、笑う、笑う。

　聞こえてくるのは自分の声だろうか。揺月にはもはやそれすらわからなくなっていた。心で感じる甘さそのままに潤うるむ瞳ひとみで見つめた先、そこには彼らがいる。ダスト層雲の向こう側から揺月の魔ま法ほうに惹ひかれて、精せい霊れいたちが続々と揺月の元へとやってくる。

　彼らは口々に言っている。

　遊ぼ。遊ぼ。

　遊ぼ。遊ぼ。遊ぼ。遊ぼ。

　遊ぼ。

　純じゆん粋すいで無む邪じや気きで遊び好きな小さな彼らは、揺月にそう語りかけてくる。

　はっきりと、わかりやすく、何を思っているのかを伝えてくる。

　だから揺月もそれに答えるのだ。たった一言だけ、揺月は彼らに言葉を送る。

『うん。遊ぼう』

　ちゃんと自分で喋しやべったはずなのに、声はどこか違うところから聞こえてくる気がする。

　華はなやいだ精霊たちがその小さき生命の輝きを増していく。美しくも儚げで、だからこそ見ている誰かを圧倒する揺月の世界の中で彼らもまた、その存在感を増していく。

　人も獣けものも、鳥も魚も、この星に生きる全すべての生命を支える彼らは、しかしいつだって遊び相手を求めている。いれて。このたった一言で仲間になってくれる存在を、いつだって彼らは求めているのだ。

　揺月と一いつ緒しよだ。

　うまく伝えることが出来ない言葉を使う必要もなく、大きな決心すら必要のない気楽な遊び相手。揺月もまた、ひとりぼっちのさみしさを紛まぎらわせるために、いつだって彼ら精霊たちを求めている。

　求めて、求められて。

　だからこそ揺月は他ほかの誰よりも精霊たちと仲良く出来る。

　宮古よりも。

　ロザリーよりも。

　そして、カリムよりも。

「……」

　その名前を思い浮かべた瞬間、揺月は自身の胸の内で微かすかなしこりを感じた。

　精霊たちの声に心を奪うばわれながらもはっきりと感じたしこり。その正体を確かめる間もなく、揺月の周りは再び精霊たちの声で満ちていく。

　クスクスと耳をくすぐる声。こしょこしょと囁ささやきかけてくる彼らに、揺月も言葉を返す。

『遊びましょ。心ゆくまで遊びましょう』

　遊ぼ。遊ぼ。遊ぼ。

　遊ぼ。

　遊ぼ。遊ぼ。

　遊ぼ。

　揺月の声に精霊たちもすぐに応じてくれる。それがすごく嬉しくて、そして楽しかった。

　だから揺月はもっと、と求める。

　もっとおしゃべりしよう。

　もっと遊ぼう。

　もっと甘く。

　誰もくれることのない甘い時間を一緒に過ごそう。

　そして、いつかわたしをその甘さの中に蕩とろけさせて。

『だって……、』

　それはとても気持ちいいから。

　さあ、と心の表面を攫さらっていく感かん触しよくに、揺月はその身を震ふるわせる。

　気が付けば、精霊たちは揺月の深いところにまでその声を届かせていた。

　遊ぼ。

　精霊たちが手招きをしている。一緒にこっちにおいでよ、こっちはもっと楽しいよと、揺月のことをどこかへ連れて行こうとする。

　楽しげに、明るく、この世界のどこよりも喜びに溢あふれるその場所へ、精霊たちは揺月のことを連れて行ってくれるようだった。

　だったら、揺月がそれに逆らう理由はどこにも存在しない。

　だって、いつまでも彼らと遊んでいられるのなら、それはとても幸せなものだから。

　誰かと一緒にいられないことを悲しむこともない。

　森の中でひとり過ごすことをさみしく思うこともない。

　何一つとしてわかってくれない少年に心を痛めることもない。

　決して傷つかず、決して涙なみだをこぼすことのない、そんな場所へ。

『連れて行って』

　ぼんやりと薄れていく意識の中、翼つばさを広げた鳥が、目の前を横切った気がした。




　　　　　　　▼




「っとに、冗じよう談だんじゃない」

　いつだったか、レイシャがそう嘯うそぶいていたのを思い出した。そのときは彼女のことを笑ってなだめもしたが、今のカリムに笑っている余よ裕ゆうはどこにもない。

　相変わらず劇場庭園で飛び続けるカリムは、精霊たちを掃はき集め魔法を使って空へと送り届けるのと同時に、大人たちが持ってきたパナケアを背負い挿さし木も行っている。

　揺月の使う魔法と、その側にいる精霊たちに呼応し、劇場庭園の木々に宿り眠ねむりに就ついていた精霊たちも片っ端ぱしから目覚めて彼女のもとへと上がっていく。そうして精霊化していく木々の補ほ塡てんをひたすら行っているのだ。

　だから、神経を張り詰つめて劇場庭園を飛び回っていたからこそ、微かなその音にも気がつくことが出来た。

　カラン、と。

　ゴブレットに硬こう貨かを投じるよりも、ずっと軽く。しかしよく耳に馴な染じんだ音がカリムの耳じ朶だを打つ。

　それは、木立の向こうから聞こえた。

「……？」

　不思議に思い横目で見つめた先、多くの精霊が燐りん光こうを放ちふわりふわりと漂ただよっている劇場庭園で、視線を向けたその場所だけ、精霊たちが奇き妙みような集まり方をしていた。

　水場に集つどう蛍ほたると同じで、暗い森の中に僅わずかな軌き跡せきを残してどこか一点へと向かっていく。まるでそこに甘い蜜みつでもあると言うかのように。

　カリムは精霊たちが集うその場所へと飛んでいく。

　木々を撫なでながら、周囲を漂う精霊たちを掃き集めながら、箒ほうきを手に、パナケアの束を背中に背負ったままに木立を抜ぬける。

　そして、それを目にした。

　その瞬しゆん間かん、空へと送り続けたハクチョウの群れが途と切ぎれた。

　躍やく動どうしていた箒はカリムの手の中でしばしの休息を与あたえられた。

　呼吸は荒あらく、額に汗あせは滲にじみ、喉のど元もとを束となって伝い落ちていく。

　汗の支流が一筋、唾つばを飲んだ喉のど仏ぼとけの動きに合わせて流れを変えた。

「は？」

　口から漏れるのは間抜けな声。

　眼前の光景に理解が及ばず、荒い呼吸ばかりが静かな木立に薄く消えていく。

　一歩、踏ふみ出していた。

　そこにあるものを確かめるべく、宙へと手を伸のばしていた。

　カリムの指先が近づくと、そこに集っていた精霊たちがふうわりと舞まい上がる。

　緑黄色の燐光が視界を掠かすめて空へと昇のぼっていく。しかし、カリムはその光を追いかけることなく、指先に触ふれたそれを優やさしく持ち上げた。

「箒だ……」

　摑つかんだ樫かしの木の感触は、カリムも今別の手で持っているものと同じだ。

　違ちがうのは重さ。そして長さ。

　今拾い上げた箒はカリムが使っているものに比べて、随ずい分ぶんと軽く短い。しかし、本来はそっちが一いつ般ぱん的なサイズの箒だ。

「……」

　ただ、普ふ通つうの箒と違うのは、その穂ほの色だ。

　まるで灰をまぶして磨みがいたかのような薄い銀ぎん沢たくを放つ穂は、カリムの操あやつる箒とはまるで違う。

　カリムはこの色をよく知っている。

　お伽の園で見た。

　遠見鏡の鏡面越ごしに見た。

　劇場庭園で見上げた空で見た。
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　そして見るたびに思っていたのだ。この色は、彼女の髪かみの色によく似ていると。

　カリムは手にした箒を持ったまま、自身の箒に跨またがった。

　これまで劇場庭園の木立を飛ぶために行っていた曲芸飛行ではない。柄えに跨っただけの、なんの変へん哲てつもない飛ひ翔しよう。しかし、今カリムに必要なのは、いかに速く上じよう昇しようするかだけだ。

　枝を躱かわし、葉を散らし分け、そして梢こずえを抜けきると、そこには劇場庭園で飛んでいたカリムの予想を超こえた光景が広がっていた。

「はあ、はあ……」

　荒い息を吐はくばかりで軽口のひとつも出てきやしない。それほどに、たった今カリムが目にした光景は圧あつ倒とう的で、いとも容易たやすく言葉を奪い去ってしまうものだった。

　嵐あらしという言葉すらバカバカしく聞こえるほどに、空は荒あれ狂くるっているのだ。

　しとしとと降り続いていた雨は強風に煽あおられ、強く冷たく頰ほおを打つ。なんだってそんなことになっているのか、精霊圏から降りてきた多くの精霊たちが、何匹びきもの蛇へびがそうするように、いくつもの光条となって空をのたくっている。

　箒一本で飛んでいる自分がとてつもなくアホなんじゃないかと思えてくる。そんな空模様の中、カリムは一心に上空を見上げながら暴れる精霊たちの間を飛び交かう。

　揺月がいない。

　さっきまで飛んでいたはずの彼女がどこにもいない。

　強い風雨と、のたくる精せい霊れいたちに邪じや魔まをされ空が見通せない。それでも、目の前の事実と、手にした彼女の箒が相まってカリムの焦しよう燥そうを加速させる。

　落ちた。

　苦い記き憶おくを呼び覚ますそのフレーズが絶えず頭の中を巡めぐる。

　どこだ。落ちた。どこを飛んでる。落ちた。揺月はどこを飛んでる。落ちた。

　落ちた。

「っるせェッッ!!」

　怒ど号ごうが荒れる空に消えていく。この声を聞いた揺月が姿を現さないかと、ありえないとわかっている期待を持ってしまう。

　そんなはずはなかった。

　揺月の声がどこからか聞こえてくるなんて、そんな都合のいいことはなかった。しかし代わりに聞こえてくるものがあった。

　大グロツ鐘ケンチ楼ヤームの音色だ。本来ならグラオベーゼンの終わりを告げるその重く厳おごそかな音色が、カリムの抱いだいた焦燥を幾いく分ぶんか薄うすめる。

　カリムは手にした揺月の箒を背中に持っていく。代わりに、背負っていたパナケアがバラバラと劇場庭園へと落ちていくが、そんなものに構っている暇ひまはなかった。取り出した通しワイズ手鏡ミラーでコールを飛ばす。その間も空模様は酷ひどくなっていく。

『カリム、アンタ今どこに──』「どこだ!?」

　いちいち相手の言葉なんて聞いちゃいられなかった。カリムは宮古の言葉を遮さえぎりまくしたてる。

「アイツはどこにいる!?」

　宮古が答えるまでの数秒がひどく長く感じられる。早く早くと唱え続けるカリムに嫌いやがらせをしているとしか思えなかった。

『精霊圏』

　端たん的てきな答えにカリムは上を見上げる。荒れ狂う空の向こう、ダスト層雲を越こえた先、遥はるか上に光揺ゆらめく場所があるのは知っている。実際に行ったことはないし、見たこともない。それでも、精霊たちが降りてくるのだから、それはそこにあるはずだった。

『揺月は精霊化したの。それで──』「わかった」

　今度も言葉を最後まで聞く必要はなかった。揺月の居場所がわかればそれでよかった。

　揺月の箒を背負ったまま、カリムは自身の箒を垂直に立てる。見み世せ物ものになる必要はどこにもない。ただ上を目指して真っ直すぐに空を昇っていくことだけを考えればいい。

　カリムは空を飛ぶ。

　空を切り裂さこうとでも言うほどに鋭するどいその飛びっぷりは、揺月の飛び方に近いものがあった。一いつ切さいの遠えん慮りよも躊躇ためらいもない、どこかがキレているとしか思えない、鋭く冴さえた飛翔。

　遊びなんてどこにもない。精霊たちが渦うず巻まく空に、真っ直ぐの軌跡が伸びていく。

　カリムの跨る箒に反応したのか、それとも背負った揺月の箒に惹ひかれたのか、それはわからない。それでものたうつ光条となった精霊たちがカリムの元へと集まってくる。

　その度たびにカリムは行き違い、加速し、回り込み躱していく。揺月のいる場所を目指すのに遠回りしている暇などない。そう告げるように、必要最小限の挙動で空を駆かけ上がる。

　精霊たちが頰を掠めようが、足先に迫せまろうがそんなことは関係がなかった。ようは当たって落ちなければいいのだ。揺月がいる場所まで、一直線に飛んでいけばいいのだ。

「くそ……っ」

　そんなことは心を叱しつ咤たするまでもなくわかっている。それでも高度が上がるにつれ、徐じよ々じよに速度が落ちていくように感じるのは、カリムが未いまだに過去を拭ぬぐえていないからか。

　もう十年も前のことなのに。そう思ったところで幼い頃ころの苦い記憶が消え去るわけではない。むしろこの十年で何度も何度も思い返してきたせいか、その恐きよう怖ふはより鮮せん烈れつなものとしてカリムの心を縮み上がらせる。そして、心に怯おびえが生じれば、体だって簡単に恐怖に縛しばられ動きが鈍にぶくなってくる。

　今この時揺月が大変なことになっているというのに、カリムの体も心もどうしたって幼少の過あやまちに囚とらわれていく。

　雲が近くなる。

　荒れ狂う精霊たちの向こう側、強い風雨を透すかした先に、分厚いダスト層雲が広がっている。

　心が竦すくみ上がる。

　高度が上がっていくにつれ、ありありと蘇よみがえってくるトラウマが、カリムの動きをかみ合わせ悪くしていく。

　目の前を精霊たちがのたくり擦さつ過かする。何本かの前まえ髪がみが持って行かれた。しかし視線が捉とらえ続けるのは、その先にある真っ黒な雲の海だ。

　アリステルのヘクセで唯ゆい一いつ、三流だと呼ばれている所以ゆえん。

　ダスト層雲を払はらえない。

　精霊を呼べない。

　箒を汚よごせない。

　その全すべての原因となっている心の制動。

　自分のせいで揺月をあんな姿にしてしまった。

　自分のせいで揺月はひとりきりで生きている。

　自分のせいで揺月がさみしい思いをしている。

　揺月が〈大おお食ぐらい〉になったのも、揺月がカンデラの森に閉じ籠こもっているのも、揺月がひとりぼっちになったのも、全てはカリムを助けたからだ。

　そのせいで揺月の見た目が変わってしまった。そして、そんな揺月を置いてカリムはアリステルに逃にげた。

　昔の、ダスト層雲に突つっ込む前の揺月にこだわったから。

　灰かぶりになる前の眩まばゆいブロンド。

　病的とは言い難がたい健康的な肌はだの色。

　キラキラと輝かがやく光に満ち溢あふれた瞳ひとみ。

　幼少のみぎりを一いつ緒しよに過ごした少女の姿。自分がしでかしたことの重さに耐たえかね、いつかは取り戻もどすはずと、そう思い込んでいた昔せき日じつの少女の姿を、カリムはいつだって揺月に求めていた。

　そのせいで、今の、変わってしまった揺月を認められなかった。

　アッシュブロンドの髪も、余りにも白い肌の色も、色素の薄い瞳も、揺月の何もかもが変わってしまった。

　以前とは、同じところなど何一つとしてない。

　勝手にそう決めつけ、自分のせいで大好きな少女の一生に暗い影かげを落としてしまったと思い込んでいた。だから、カリムは幼い頃の思い出に逃げ込み、こんなの違うと現実から目を逸そらし続けたのだ。

　そんなカリムの態度が、どれほど揺月のことを傷つけていたのだろうか。

　火傷やけどにも似た焼け付く痛みが胸の内にこみ上げる。

　その痛みが広がっていくにつれて、この十年間、いつだって揺月に対して抱き続け、ダスト層雲への恐怖と一緒に醸じよう成せいさせてしまった罪悪感が、カリムの心を搦からめ捕とり、カリム自身を苛さいなんでくる。

「ぐ……っ」

　揺月が精霊化したのだって、カリムが多くの精霊を揺月に送り届けたせいだと、的外れな事実を勝手に作り上げては、自分自身を責め立てる。

　まただ。お前はまたしでかした。

　心がカリム・カンデラという存在から切り離はなされたかのようにはやし立ててくる。

　お前はまた揺月の命を危険に晒さらす。

　昔は箒ほうきがうまく扱あつかえないせいで。

　今は魔法がうまく使えるせいで。

　そうやって、お前はいつだって揺月を苦しめる。

　お前が飛ぶなんて言ったせいで、揺月は手の届かない遠いところまで行ってしまった。

　お前が、お前が、お前が。

　いつだってお前が悪い。

　お前が余計なことをしたせいで、揺月はダスト層雲を越え精霊圏にまで上がっていってしまった。

　一体、どうするつもりか。

「……っ」

　背負った箒が重い。揺月の箒までもが、こんなにも汚れるようになったのは、お前のせいだと責めてくる。

「ぐっ」

　歯を食いしばるカリムの目の前を、また一筋の光条が行き過ぎた。慌あわてて身を回し躱かわすも、次々と鎌かま首くびをもたげてくる精霊たちが、カリムがこれより上に行くのを遮るように襲おそい来る。

　早く助けに行かなければいけないのはわかっている。このままでは本当に取り返しのつかないことになってしまう予感が、カリムの心を急せき立てる。

　それでも動けない。箒は水平に旋せん回かいするばかりで一向に上を向こうとしない。

　膨ふくれ上がる罪の重さに耐え切れず、落ちていってしまいそうだ。

『いくじなし』

　いつだか揺月に言われた言葉が突き刺ささる。

　本当にそのとおりだ。

　こんな事態になっているというのに、いつまでもこんなところでウダウダやっているカリムはどうしようもないいくじなしだ。

　なんだってこうなのか、それでいいのかと自問すれば視界が滲にじむ。

　それは打ち付ける雨う滴てきのせいではない。カリムの本心からこぼれた雫しずくが言葉の代わりに、胸中に巡る想おもいを代弁したものだ。

　ダサくてしょうがない。

　かっこ悪くて仕方がない。

　自分の情けなさが嫌になる。

　なんだってこうなのか。どうしてこうなってしまうのだろうか。

　惚ほれた少女の危機を察して勇んで飛んできたくせに、いつまでも同じところをぐるぐると。

　いい加減にして欲しかった。ふざけるのも大たい概がいにしろと怒ど鳴なりつけてやりたい。

　ダスト層雲が恐こわい。

　それがどうした。

　高く飛び上がるのが恐い。

　それがどうした。

　過去の記憶がぬぐい去れない。

　それがどうした。

　今だって、揺月を精霊化させてしまった契けい機きは自分にある。

「だからッ、それがダメだってのッ!!」

　吠ほえる。空高く。自身の最さい奥おうにある願望を焚たきつけるように。

　ダスト層雲に近づくのが恐い。

　それはもういい。

　高く飛ぶのが恐い。

　それももういい。

　過去のトラウマも、今さっき抱いだいた罪悪感も、それらももう全部いい。いらない。

　十年間、自分の目と心を覆おおい隠かくしていた夢見がちな願望と、意い固こ地じなこだわりを取り払う覚かく悟ごさえ決まれば、あとは事実を直視するしかなくなる。

『カリムが昔のことばかり気にするから……っ。わたしはさみしいのッ!!』

　病室で揺月はそう言ったのだ。ならば、カリムが何をどう考え、思い、悩なやんでいたとしても、関係がない。揺月の言葉だけが、カリムの向き合うべき現実なのだから。

「すぅ──っ」

　細く息を吐はき出す。箒の柄えをしっかりと握にぎり締しめ、集中していく。目め尻じりが鋭くなり、カリムの眼まな差ざしが変わった。

　見定める。揺月がいるであろうその場所を。

　箒を蹴け立たてる。のたくる精せい霊れいたちの狭はざ間まへ一直線の軌き跡せきが描えがかれる。

　飛ぶ。

　上へ、きっと彼女がいる場所へ。

　トラウマに抗あらがう。

　ビビる心を蹴り飛ばす。

　そのために、自分自身へと問いかける。

　あの日から今日まで願ったことはなかったか、と。

　ダスト層雲に突っ込んだ揺月を助け出せていたら。

　そう願ったことはなかったのか、と。

「そんなん。いくらだってあるだろうがッ」

　結局、それが本音だ。

　揺月を助け出したい。

　それは雲の中からだけじゃない。彼女がひとりぼっちだと、さみしいと、そうして涙なみだを流す全ての理由から、カリムは揺月を助け出したい。

　だって、揺月のことが好きだから。

「だったらッ」

　のたくる精霊たちが迫り来る。上からも、そして下からもだ。だけれどカリムは臆おくさない。キレのある飛ひ翔しように持ち前の箒さばきを混ぜ合わせて、一心に空を駆け上がる。

　右でも左でも下でもなく、ひたすらに上を目指してカリムは飛ぶ。

　迫るダスト層雲にも怯ひるまずに、多くの精霊が降りてくる雲間に突っ込んだ。

　精霊たちとダスト層雲の僅わずかな隙すき間まを飛べば、視界の端はしを黒々とした雲が流れていく。しかしカリムはそんなものは置き去りにする。

　ここでビビったら本当に大切なものを失ってしまうから。それこそが本当に怖こわいことだと、そう思うから。だからカリムは震ふるえる手で箒を握り締め飛ぶのだ。

　そしていざ飛んでしまえば、自分が恐おそれていたものはこの程度なのかと拍ひよう子し抜ぬけする程度のものでしかなかった。

　それぐらいあっさりとカリムはダスト層雲を抜けていた。

「揺月ッ!!」

　雲を抜けた先で彼女の名前を呼ぶ。




　　　　　　　▼




　精霊圏は光に溢れていた。

　目がくらむほどに眩いわけではない。穏おだやかでやわらかく包みこむ光は水中から見上げる水面みなもにそっくりだ。ゆっくりと揺ゆらめき、何を語りかけてくるわけでもない。ただ、じっと見つめているととても心が安らぐ揺らぎ。それがここ、精霊圏には溢れかえっていた。

「揺月!!」

　しかしカリムはここに穏やかさを求めてやってきたわけではない。安らかさが欲しいわけでもない。カリムが求めて欲ほつしているのは、そんなものとは真逆のところにあるものだ。

　揺月が目の前にいればいつだって心は波打った。

　揺月が見ているからグラオベーゼンをかっこよく行おうと思った。

　揺月が聞いているからつまらない軽口を叩たたくことが出来なかった。

　揺月が飛んでいる姿を見ているときは気が気ではなかったし、彼女が何事もなく飛び終えたときはどうしようもなくホッとしている自分がいた。

　そんな風に、かっこつけたりダサかったりみっともなく取り乱すのも、全部揺月がいるからだ。カリムには、揺月がいないとダメなのだ。だから、

「どこだ!?　揺月ッ!!」

　声を上げる、見み渡わたす、飛び回る。彼女の姿を探し回る。

　あの特とく徴ちよう的なアッシュブロンドを、黒いローブがよく似合う白い肌を、本当はすごくきれいだと思っている灰色の瞳を、カリムは必死に見つけ出そうとする。

　そしてそれに気がついた。

　穏やかな精霊圏の中で、場ば違ちがいな輝きを放つものがあった。

　それはカリムがよく知る、精霊たちの燐りん光こうに近い緑黄色の光だったが、彼らと違いやわらかな印象を与あたえるものではない。その光自体が呼吸をし、脈動しているかのように強く弱く明めい滅めつを繰くり返している。

　近づいていく。光に導かれ。

　近づいていく。確信を胸に抱いて。

　近づいていく。それこそが彼女だと知っているから。

「揺月!!」

　そして呼びかける。そうすれば彼女が今にもそこに現れると言うかのように。

　光の明滅が強くなった。まるでカリムの呼びかけに答えたかのように。

　それでも揺月はどこにもいない。ただ、近づいていくほどに気が付くことがあった。

　中心で強く光り輝かがやく一点の他ほかに、その周りで揺蕩たゆたい精霊圏の穏やかな光に溶とけきらない輝きが無数に散っていることに。

　宮古は揺月が精霊化したと言った。

　もしこれがそうなら、カリムがやるべきことははっきりしていた。

　精霊を集める方法などひとつしかない。

　だからカリムは、いつも通り跨またがっていた箒を手に持ち、振ふり回す。

　誰だれが見ているわけではない場所で、穏やかな光に満ちたその場所で、箒が踊おどりだす。

　優やさしく抱だきとめるように緑黄色の輝きを集めていく。それら全すべてが彼女の欠片かけらだ。大切な、樫宮揺月のひと欠片。

　彼女の言葉も、涙も、ツンとした澄すまし顔も、全てがこれらの結けつ晶しようだ。

　カリムにとっては他の何よりも大事な宝石のひとつひとつを、手にした箒ほうきの穂ほ先さきで集めていく。

　彼女の魂たましいの輝きを中心に、遠く散っていこうとするものは追いかけて、あてどもなく彷徨さまよっているものは手を引くように、優しく慈いつくしむように。

　そうして箒で掃はき集めた彼女の欠片を中心となる輝きのもとへと連れて行く。

　ヘクセでよかったと心の底から思った。

　ダサいからと箒から降りずに本当によかったと思った。

　魔ま法ほうを使うことをやめ、魔術に頼たよりきりにならなくて本当によかったと思った。

　子どもの頃ころから変わらず飛び続けたおかげで、今こうして彼女を助けることが出来る。

　それが本当に、涙が出るほど嬉うれしかった。

　集めた精霊たちに形を与えるのも、カリムにとっては造作もないことだ。

　整えるべき揺月の姿だって、瞼まぶたの裏に焼き付いているばかりではない。カリムの心の中でいつだって彼女は、お澄まし顔で立っているのだから。

　目を逸そらし続けていたアッシュブロンドの髪かみも、病的に白い肌はだも、薄うすい灰色の瞳ひとみも、今はそれこそが揺月なのだとはっきりと受け入れることが出来た。

　箒で飛び、魔法を使い少しずつ彼女の姿を取り戻もどしていく中、様々な思いが胸中に湧わき上がる。そこには後こう悔かいや情けなさももちろんあるけれど、それ以上に揺月に対するやわらかな感情が大きかった。まるで精霊圏の穏やかさを写し取ったような揺らめきが、カリムの中で寄せては返し、こそばゆさを広げていく。

「すぅ」

　小さな呼気は目覚めの証あかし。

　体を取り戻した揺月が、カリムの腕うでの中でしっかりと彼女の重みを伝えてくる。

「揺月」

　カリムはそんな彼女の名前を呼ぶ。こんなふうに呼んだことなど、これまで一度だってないほどに優しく彼女を呼んだ。




　　　　　　　▼




　自分自身の輪りん郭かくを手放して、薄く広く散っていくのはとても気持ちがいいものだった。

　夏の暑い日に一糸まとわぬまま湖へと飛び込み、水が肌を滑すべっていく気持ちよさに目を閉じ漂ただよっていると、いつの間にか自分自身も湖面を揺らぐ波のひとつになっていると錯さつ覚かくするのに、それはよく似ていた。

「……ふ」

　揺月の口から安らかな吐と息いきが漏もれる。

　樫宮揺月が稀き釈しやくされていく感覚はあった。精霊たちと交わり、小さき生命たちと一いつ緒しよに世界のひと欠片として受け入れられていくのは、どうしようもなく安らかな気分になった。

　しかし、そこに揺月自身の意思はない。

　ただ安らかで、気持ちがよく、もう何もしなくていいという安心感を抱ける場所へ連れて行かれた。それはとても抗いがたい誘ゆう惑わくだ。ともすれば流されてしまいそうになる。

『いいのかな、それで……』

　呟つぶやく言葉もどこかぼんやりとして聞こえる。

　もし眠ねむりがいつだってこんなにも穏やかだったらどれだけよかっただろうか。

　何の気き兼がねもなく目を閉じ、あとはただ甘い眠気に沈しずんでいくだけ。安らかで、気持ちよく、いつまでもこのままでいたいとそう思わせられるもの。

　涙も、

　悲しみも、

　さみしさも、

　一いつ切さいない。

　そんな眠りを揺月はずっと待ちわびていたのかもしれない。

『本当に？』

　問いかける声が胸の中で響ひびいた。

　その声に沈みかけていた意識が僅かに浮うき上がる。

　問いかけは意識の中で何度も反はん響きようしては、揺月の意識を揺り起こそうとする。せっかく気持ちよく沈んでいけそうだったのに、なんだってそんなことをするのか。そう言いたくもなるが、問いかけはやまない。

　眠りに就ついたまま過ごすのが、本当に揺月の欲したものなのか。

　悲しみもさみしさも確かに存在しないかもしれない。でもそれでいいのか。

　それの何がいけないのか、揺月は夢ゆめ現うつつで思う。

　辛つらい思いをせず、傷つくこともなく、穏やかに時を過ごしていく。何をするでもなく、波間を漂うように身を任せる。とても気楽で、とても幸せだと思えるもの。それの、一体何がいけないのか、揺月にはわからなかった。

　でも、そう思う揺月にやっぱり問いかけが降りてくる。

　本当にそれでいいのかと。それでは、何も変わらないのではないのかと。

　辛いことなど何一つとして存在しない日常。それは、揺月がすでに身を置くカンデラの森での日々と、一体どれほどの違いがあるのだろうか。

　人ひと影かげなど僅かにも存在しない木立の中をぼんやりと歩き続ける日々。人が生きていくには余りにも緩ゆるやかな森での日々は、全てのことが緩かん慢まんになっていく。

　悲しみも、さみしさも、孤こ独どくも辛さも、全ての感情が息を潜ひそめてしまう。

　だから、揺月はアリステルに来るたびに驚おどろくのだ。

　ひとりぼっちでいることをこんなにも辛いと思っていたのかと。

　そして同時にこうも思うのだ。

　自分はこんなにも強い感情を有していたのかと。

　それは、くすぐったく、そしてやわらかい感情だ。苦しくなることも多くて、辛いと感じることもたくさんある。それでも、そうした苦しさや辛さの中から、ひょっこりと嬉しさや喜びが顔を覗のぞかせる。

　そうした、心がぽんと跳はねる思いを実感したとき、揺月の全身を温かいものが巡めぐる。

　カリムに久しぶりに会ったときや、不意にカリムの声が聞こえてきたときもそうだし、カリムとの思い出を思い返しているときなんかもそうだ。

　そして、揺月はじんわりと実感するのだ。

　そっか、カリムのことが好きなんだ、と。

　だから、カリムと一緒にいられないのがこんなにも悲しい。

　だから、カリムが昔のことばかりにこだわるのがさみしい。

　だから、カリムとの間に広がる距きよ離り感かんに孤独が増していく。

　辛くて苦しい。どうしようもなく、泣いてしまいそうになる。ツンと澄ましていないと堪たえられないほどに涙なみだが込み上げてくる。

　そうした感情の起き伏ふくは、やっぱり辛くて苦しい時の方が多いけれど、そのくすぐったさに思わずひとり笑えみを零こぼしてしまうこともある。

　だったらやっぱり、揺月が今浸ひたっているこれは違う。

　ここにいたら、こんな起きているんだか寝ねているんだかよくわからない穏おだやかさの中では、カリムが好きだという苦しさや辛さと一緒に、カリムが好きだという嬉しさや喜び、くすぐったさや温かさを感じる心が、鈍どん化かしてしまう。

　それは揺月の望むものではない。

「──」

「……？」

　ふと、誰かが呼ぶ声が聞こえた。

　優しく、暖だん炉ろで燃える火のようにやわらかな声こわ音ね。

　耳に馴な染じんだ、それでもこの十年はとんと聞くことのなくなってしまった声。

　揺月が毛布もかけずに昼ひる寝ねをしていたら、決まってやさしく揺ゆり起こしてくれる。そんな遠い思い出の中にしまいこんだ少年の声が聞こえる。

「……すぅ」

　細く、やわらかく息を吐はく。

　どこか遠くからぼんやりと聞こえるものではあっても、その吐息は精せい霊れいたちに包まれていた時とは何かが違ちがった。

　眠りから覚める直前のひと息に胸を膨ふくらまし、吐き出す息と一緒に、揺月は静かに瞼を開いた。

「揺月」

「カリム……」

　昔揺月と一緒にいた頃と同じ優しさで微ほほ笑えむ少年がそこにはいた。

　彼の顔を見た瞬しゆん間かん、揺月の中で多くの感情が湧き上がった。

　カリムがいつまでも昔のことにこだわる苦しさや、今の自分を認めてくれない辛さ、そして不安。それでもカリムが言葉を交かわしてくれる嬉しさや、自分のことを心配してくれる喜び。飛んでいるカリムを見れば楽しくなるし、高く飛ばない原因はやっぱり自分なんじゃないかと思えば胸が締しめ付けられる。

　他にももっといっぱい、たくさんの感情が揺月の小さい胸の内で混ざり合う。

　そうした言葉にも出来ない多くの思いが、堪えきれずにこぼれ落ちた。

　つ、と涙が頰ほおを転がり落ちる。

　目覚めの瞬間にはよくあることだ。誰だれだって目を覚ました瞬間に、目め尻じりに浮いたひとしずくを拭ぬぐうことなんてよくあるだろう。しかし、今揺月の頰を濡ぬらすこれは、一筋拭えば止まる、そんな気安いものではない。

　心を源泉とした涙は止まらない。

　せっかく揺月の待ちわびたカリムがそこにいるのに、視界が滲にじんでよく見えない。

「バカ……」

　言葉も、視界同様に滲んでいた。

「知ってる」

　返ってくる言葉のなんと優しいことか。

「バカぁ……」

「うん、ごめん」

　もうダメだった。カリムのその声音が、揺月を前にしたらいつだって強こわばっていた声が、やわらかくほぐれている。他ほかの人と喋しやべるときと同じように、カリムは揺月に声を聞かせてくれている。それが、嬉しくて堪たまらなかった。

「あ、あああ、ああああ……っ」

　声が止まらない。もっとカリムの声を聞きたいのに、後から後から出てくる自分の声が邪じや魔までうまく聞き取れない。

「うぇ、ずっと、ひとりで……、なんで、いっしょに……っ、ああっ」

「ごめん。ごめん揺月」

「ひとりぼっち、さみしくて……。だから……、ぐすっ」

「うん。ごめん。ごめん揺月」

　カリムの謝る声のやわらかい響きが、そして揺月の名前を呼んでくれるその事実が、嬉うれしくて嬉しくて、せき止めるものなどない涙がとめどなく溢あふれ出る。

「ずっと、ずっとひとりで……。だって、カリム、いないと、わたし……」

　縋すがりついた手を振ふりほどくこともなく肩かたを抱だいてくれる。強くはなくても、やさしくしっかりと触ふれてくれる。だから揺月は胸に顔を埋うずめるでもなく、カリムに自分の言葉を届けられる。

「さみしかったのっ。カリムがいなくて……、わたし、とってもさみしかったのっ」

　涙混じりの言葉は止まらない。

「わたしがカリムを助けたせい……っ。それで、カリムが苦しい思いをしているって……、だから」

　しゃくり上げるせいで、うまくしゃべれない。

「だから、わたし、カリムを苦しめちゃいけないって……っ」

　それでも、伝えることをやめることも出来ない。
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「だから、わたしは……っ、ひぐっ、カリムと一緒にいちゃいけないって、だから……、──ッ!?」

　強く抱き寄せられた。揺月の全身を、カリムが包み込む。

「そんなことないから……っ。絶対に、そんなことはない。ごめん、揺月。本当にごめん」

　ごめんと繰くり返す辛そうな声が耳元で聞こえる。強く、それでもやさしく揺月のことをかき抱いだくカリムの胸に顔を埋める。堪えることなど、出来なかった。

「あああ、ああああああ、あああああああああ……っ」

　わんわんと声を上げて泣く。子どもの頃ころ、一緒に遊んでいて転んでしまったときのように。

　揺月は、ずっとこうしたかったのだ。

　こうやって、カリムに自分自身をぶつけて、そして受け止めてもらいたかったのだ。

　どこか険悪さのある言葉の応おう酬しゆうではなく、変に刺とげ々とげしい雰ふん囲い気きになるでもなく、かといって怒ど鳴なり合うでもなく、互たがいを大事だと思えるそんな関係を、揺月はずっと待ちわびていた。

　カリムの腕うでの中で、揺月は声を上げながら思う。

　一緒にいちゃいけないなんて、そんなさみしいことは、もう二度と考えたくない。

「うう、ああ、あああ……っ」

　十年越ごしの願いを叶かなえた揺月の泣き声は長く続いた気がする。もしかしたら一時間は泣き続けていたかもしれないけれど、本当は五分かそこらだったかもしれない。でも、そんなことはどうでもよかった。

「……」

「揺月」

　ぐっと身を離はなした揺月を、カリムが見つめてくる。

　どんな顔をすればいいのか迷っているとでも言いたげな、曖あい昧まいな表情だ。困っているのか、戸と惑まどっているのか、それとも喜んでいるのか。だから揺月は聞いてみた。

「カリムは、どうしてわたしを助けたの？」

　声は掠かすれていた。鼻声で、少しだけみっともないと思った。

「どうしてって」

「……どうして？」

　そう問いかけることに揺月は僅わずかばかりの勇気を奮う必要があった。緊きん張ちようした面おも持もちでカリムのことを見つめる揺月に、彼はあっけらかんとした表情でこう告げた。

「揺月のことを助けたいと思ったから」

　カリムは目をそらすことなく言葉を続けた。

「揺月が精霊圏に消えたって聞いたとき、助けなきゃって思った。オレが揺月を助けられるなら助けたいって。なんていうか、まあ、それだけ」

　どこか気き恥はずかしそうなカリムの表情を見た瞬間、揺月の顔はほころんだ。

　今、カリムが告げた言葉は、十年前に揺月がカリムを助けたときに思ったことと一いつ緒しよだった。ただ助けたいから助ける。助けたあとにどうなるかとか、それで自分が犠ぎ牲せいになるとか、そんなことを考えるよりも先に、心と体は動くのだ。

　揺月がダスト層雲に突つっ込むことを厭いとわなかったように。

　カリムが精霊圏にまで飛び上がってきてしまったように。

　それは、そういうものなのだ。

「だからさ、なんていうか、ごめんな」

「え？」

「病室でのこと。揺月、言ってただろ。髪かみも肌はだも瞳ひとみも、全部オレを助けた証あかしだって、バカにすんなって。今のオレならちゃんとわかるから。オレも揺月と同じだ。助けたくて助けて、それがうまくいって、なのにそれを否定されたら、やっぱり怒おこる。だから、ごめん」

　わかってくれた。

　そう思った瞬間、揺月の頰をまた一ひと粒つぶ涙なみだがこぼれ落ちた。

「あー、それとあれだ。……髪、きれいだと思う。肌も、ローブとか似合うしいいんじゃないか。目の色も、いいと思う」

　そう言うカリムが余りにも照れくさそうにするものだから、揺月はなんだかおかしくなって、そして気づいたら小さな笑えみを漏もらしていた。

「笑うなって」

「カリムおかしい」

「いや、だから──、」

　何かを言い募つのろうとするカリムに向かって、揺月は指を一本立てて見せた。

　首を傾かしげるカリム。

　その顔もまた、なんだかおかしくって、揺月は再び小さく笑みを浮うかべて、そして気を取り直していつものツンと澄すました表情で言うのだ。

「仲直り。いっしょに遊ぶ子、この指とまれ」

　その言葉は、光に包まれた精霊圏の中で、何よりも輝かがやいていた。
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「いっしょに遊ぶ子、この指とまれ」

　揺月がそう告げてきたことに、目を見張り、そしてカリムは彼らしい楽しそうな笑みを浮かべた。

　それは子どもの頃に何度も行ったやりとりだ。

　イタズラして、イタズラされて、腹を立ててケンカして、そして仲直り。

　その後は一緒に遊ぶのだ。本当にケンカしていたのかと言いたくなるほどに、ふたりで一緒に楽しく笑いながら、そこら中を駆かけ回る。

　十年以上前は簡単にやっていたことが、どうしてこうまで時間をかけ遠回りしてしまったのか。

　そう思いながら、カリムは揺月が突き出してきた指に、自らの手を重ねる。そして、ふたり揃そろってニッと笑い合う。その笑みは直前まで互いに見せていた慈いつくしみ合うようなものではない。明るく朗ほがらかに歯を見せて笑い合う、幼い頃と変わらない笑い方だ。

「ほら、箒ほうき」

「うん」

　カリムは揺月に彼女が落とした箒を手て渡わたす。精霊圏にいるからか、いつの間にか穂ほがきれいになったそれに跨またがると、揺月は一足先に飛び上がっていく。

「揺月」

「カリム、はやく」

　揺月はそう言うと同時、加速した。これまで彼女が見せたことのある飛ひ翔しようを上回るキレっぷりに、カリムは一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられる。あっさりとカリムを置いていった揺月は、しばらく先で直角に進路を変え上じよう昇しよう、そこからカリムめがけて真っ直すぐに飛んできた。

　軌き跡せきで三角形を描えがき、揺月がカリムの横を通り過ぎる。その際にチラリとあった眼まな差ざしが告げていた。

『いっしょに遊ぼう』

　だからカリムは、やっぱり箒に跨るのをやめた。揺月が楽しい時間を求めるなら、カリムがするべきは、箒の柄えに跨って飛ぶことでも、お上品に柄に横座りして飛ぶことでもない。

　箒に乗り始めた子どもの飛び方とは違ちがう。後こう悔かいと自責から練習を始めたカリムの飛び方は、穂で空を刻むやり方だ。

　だからカリムはいつも通り、全身を使って箒を手た繰ぐり始める。

　カリムが見上げた先で好き勝手に飛ぶ揺月に追いつくべく、カリムは穂を宙に叩たたきつけた勢いそのままに、天上を蹴けり上げる伸しん身しんでの飛び上がりから、サーカス飛びを開始する。

　伸のび上がりの途と中ちゆうで器用に弧こを描きながら体と箒の位置を入れ替かえ、その勢いのままにさらに高く跳はね上がる。穂先に魔ま法ほうで足場替がわりの飛島を作り出し、そこをつっかえにもう一度大きくジャンプ。そのまま行き足に合わせるように、様々な場所に飛島を作り出していく。

　そうしてカリムだけの道行きの先にはひとりの少女が飛んでいる。揺月が方向を変えればカリムも即そく座ざに方向転てん換かん。穂だけでなく柄の先せん端たんも使い、箒だって体の一部と言わんばかりの飛び方で、先をいく揺月を追いかける。

「あはは、カリムこっち」

　笑いながら振り返る揺月も、カリムに追いつかれまいと急上昇に急降下、急きゆう旋せん回かいに宙返り、蛇だ行こうするジグザグ飛行に速度任せのぶっ飛びなど、本当に楽しそうに飛び回っている。

「ちょっと待てって」

「絶対いや。待たないよー」

「子どもかッ」

「あはは」

　揺月の飛びっぷりは相変わらず見事と言う他ほかなく、どれだけ追いかけようが、全く捕つかまえられる気がせず、回り込もうが急制動によってすかし、上に下に行きかい、ふとした瞬間に急上昇で高く高く飛び上がっていく。

　そんな揺月の向こう側に、精霊圏のやわらかな光とは別の輝きを見つけた。それがなんなのかカリムにはわからない。それでも、揺月と遊んでいるときに何か面おも白しろそうなものを見つけたらどうするかは、よくわかっている。

「揺月、あれ見て」

「何？」

「あれ。あの光ってるやつ」

　そうしてカリムが指させば、揺月はつられてそちらを見やる。揺月の飛翔が緩ゆるくなったその瞬間を狙ねらい、カリムは箒を踊おどらせ彼女へと手を伸ばした。

「うお!?」

「カリム。今のズルい」

　そう言いカリムのことを躱かわしたかと思えば、揺月は唐とう突とつに落下した。

「揺月!?」

　支えを失ったかのようにカクンと落ちていく揺月に血の気が引いた。またぞろ気を失ってしまったのかと焦あせりがこみ上げる。箒を蹴け立たて追いかけようとした瞬間だった。

「あは」

　イタズラ気に向けられた揺月の笑みが、カリムの抱いだいた焦りを溶とかしていく。

「今のはズルいだろ!?」

「あはは」

　肝きもが冷える思いをしたカリムを置いて、揺月はひとり落ちていく。その姿に先ほどのような焦りを覚えないのは、揺月がまだこちらをイタズラが成功したことを誇ほこるような笑みで見てくるからか、それとも彼女の手がしっかり箒を握にぎっているからか。

　ともかく、カリムも揺月を追いかけ箒の柄を下へと向ける。

「カリム」

　す、と何かに気がついたような様子で、揺月が精霊圏の下をゆびさした。

　意い趣しゆ返がえしのつもりではないのか、彼女はその場で箒を振ふり回すと、その勢いを利用して箒へと跨りなおす。一体なんだってそんな中ちゆう途と半はん端ぱな高さで留とどまっているのか。そう疑問に思いながら、カリムは揺月がゆびさす方向へ視線を向けた。

「精せい霊れいたちが迷まい子ごのまま」

　揺月の言葉どおり、カリムたちの眼下、アリステルの空は未いまだに多くの精霊たちがのたうち暴れまわっていた。穏おだやかな精霊圏の中とは大違いな光景だ。そこに飛び込んでいくのは遠えん慮りよしたくなるが、そんなことを言っていたらカリムと揺月はいつまでたってもアリステルへと帰れない。

　それに、今回ふたりが飛んだのはミラー・ツリーのオープニングセレモニーなどと言った見み世せ物ものではなく、ちゃんとしたグラオベーゼンなのだ。ならば、きちんとヘクセとしての役割を全まつとうしなければならない。

「揺月、もう少し飛べる？」

「うん」

「あれさ、どうにかしなきゃいけないから、もうちょい付き合ってくれない？」

「いいよ」

　頷うなずき合うカリムと揺月。ついさっきまで追いかけっこをしていたふたりは、並び揃って箒の柄を下に向け降下していく。ダスト層雲の狭はざ間まを抜ぬける時だって、互たがいの姿を見失わないぐらい近くを飛び合う。

　二本の箒が描く軌跡が絡からみ合う。カリムのすぐそばを揺月が飛んでいる。そこには何のわだかまりも隔へだたりもない。それは、昔一いつ緒しよに遊んでいたときのようであり、それでも卓たく越えつした飛翔を見せるふたりの姿は、はっきりとあの頃ころとは違っていた。

　もっと早くにこうしていればよかったと思う。十年間の内に一度でも揺月と箒を並べて飛ぶことがあれば、余計な時間を過ごすことはなかったのかもしれない。

　そんな詮せん無なき想像に頭かぶりを振ったカリムは、今傍かたわらを飛ぶ揺月に視線を送る。もう一度頷き合ったふたりは、それが大鐘楼代わりの合図だとでも言うように同じ言葉を口にした。

「「魔法を使おう」」
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　ブラインドの下ろされた廊ろう下かから外の様子を窺うかがうことは出来ない。それでも手にした通し手鏡でニュース記事を見ていけば、アリステルが異常な事態に見み舞まわれているのがはっきりとわかる。常夜灯に切り替えられた薄うす暗ぐらい廊下を、レイシャは患かん者じや服のまま足早に歩んでいく。

　午前四時三十七分。

　鏡面の上部に表示されている時間が、もうすぐ日の出が近いことを教えてくれる。

　昨夜ゆうべは見舞いに訪おとずれ、しきりにレイシャのことを心配していた両親も、今はまだ眠ねむりに就ついていることだろう。いや、レイシャの両親だけではない。冬空も暗いアリステルは街そのものが静まり返っていてもおかしくはない。

　だというのに、レイシャが歩むお伽の園の廊下には人の気配が色いろ濃こく滲にじんでいる。そしてそれは足を進めるにつれ大きくなり、大勢の声や足音が入り乱れる喧けん騒そうを耳にする頃には、薄暗い廊下にまで煌こう々こうとした照明がのびてくる。

「まだ見つからないの!?」「ふたりの姿まだ確かく認にんできません!!」「精霊指数プラス20％まで上昇ッ!!」「さらに上昇!!」「伝目鳩ばとは!?」「全羽飛ばしてます!!」「劇場庭園の様子は!?」「パナケアが異常な生長を見せてます!!」

　レイシャがフロアへと踏ふみ込んでも誰だれひとりとして気がつかないぐらい、多くの大人たちが駆け回り、指示を飛ばし、声を荒あららげて対応に追われていた。彼らの剣けん幕まくに圧あつ倒とうされながらフロアを見み渡わたしたレイシャは視線の先でひとりの女性を捉とらえた。

「無理です、これ以上高くは飛べません!!」

「知らないわよそんなの。いいからとにかく探しなさいッ!!」

　レイシャの知っている彼女の姿が噓うそのように、手にした通し手鏡でしきりにどこかへとコールをし、苛いら立だたしげに爪つめを嚙かみながら感情的にまくしたてているのは宮古だ。彼女の鬼き気き迫せまる様子に目を見開きながらも、レイシャは行き交かう人々を避よけながら宮古の元へと歩いていく。

「ああもうっなんで出ないのよカリムは!?　揺月も!!　ふたり揃って見つからないなんて──、ッ!?」

「どういうことですか、今の」

「レイシャちゃん!?」

「どういうことですか、見つからないって!!」

　レイシャが押さえた宮古の手に握られた通し手鏡。そこには『カリム・カンデラ』の名前が表示されている。そして、無機質な声で告げられるのは不通のアナウンスだ。

　レイシャが半ば睨にらみつけるような眼差しで宮古を見つめる。それで幾いくらか冷静さを取り戻もどしたのか、宮古が苦しげに漏もらす。

「カリムが行方ゆくえ不明になったのよ」

「行方って、え……。揺月さんは……？」

「揺月もよ。ふたりとも精霊圏まで上がったところまでは確認してるわ……っ。でも、そこから先が……。──レイシャちゃん!?」

　宮古の言葉にレイシャは駆かけ出していた。行き交う大人たちを押しのけ、洗せん浄じよう槽そうから自分の箒ほうきを引っ張り出し、そのまま脇わき目めもふらず駆けていく。

　行方不明。そんな言葉を聞いてじっとしてはいられなかった。

　はやく空に上がらなくちゃ。

　飛んで何が出来るのかなんて、そんなことレイシャにはわからない。それでもきっと何か出来ることがあると信じて魔術階段を駆け上がった。心臓は早はや鐘がねを打っている。踊り場に伝目鳩は一羽たりともいない。息が荒いのは、我が慢まんしきれずに駆け出したからで、決してカリムたちが大変なことになっていると不安になってのことではないと、自分自身に言い聞かせる。

　とにかくレイシャは走った。走って、劇場庭園に飛び出し、勢いのままに箒に跨またがり宙へと躍おどり出た。

　薄うすい入院着に冬の冷気が突つき刺ささる。吐はく息は白く濃こく、レイシャ自身の視界を覆おおってしまう。梢こずえを抜けるより早く全身がしっとりと濡ぬれそぼつ。精霊欠けつ乏ぼうは問題なくとも、今度は風邪かぜで両親に心配をかけてしまうかもしれない。それでも、下に戻ってローブに着き替がえるなんて発想はレイシャにはない。

　とにかく空に上がらねば、その思いに突き動かされ、額に張り付く髪かみを払はらうこともなくレイシャは劇場庭園の濃い枝葉を抜けた。

「はあ……、はあ……っ」

　不気味な静けさが満ちていた。

　夜半に降った雨が上がるのと同時に、音までどこかに行ってしまったかのようにアリステル上空はシンと静まり返っている。底冷えのする静せい寂じやくはお伽の園の比ではない。あそことは違ちがい、ここには誰もいない。レイシャひとりきりだ。遠くにミラー・ツリーの影かげが見えなければ、本当に世界にひとりしかいないと錯さつ覚かくしてしまいそうになる静けさの中、レイシャは呆ぼう然ぜんと上空を見上げていた。

「…………」

　精霊たちが漂ただよっている。

　初めからこうだったとでも言うように、アリステルの上空を多くの精霊たちによるビロードが覆っている。

　そして揺ゆらめく緑黄色の輝かがやきの向こう側に、美しい濃のう紺こんの空が広がっていた。

　生まれてこの方、ダスト層雲による暗い空模様しか見たことのないレイシャは想像したことすらなかった。いや、レイシャだけではない。きっとアリステルに住む誰だって、こんなものを想像したことなんてなかったに違いない。

　緑黄色の穏やかな輝きを放つ精霊たちの向こう側に、こんなにも美しく、ダスト層雲とは大違いの輝く暗さと、吸い込まれそうなほどに深い黒さを持った空があるなんて。

　これが、本当の夜空。

　黒く深く、そして美しい。

　これが、アリステルの本当の夜空。

　耳に痛い静けさも、全身に染しみ込む寒さも忘れて、レイシャはぐっと空を見つめる。

　吐き出す息の白さを恨うらまずにはいられなかった。

　目め尻じりに浮ういた涙なみだを拭ぬぐう手間すら惜おしかった。

　今この瞬しゆん間かんばかり、レイシャは自分が生きていることに文句を言いたくなった。

　吐く息も、滲む涙も、それどころかいつの間にか耳元でうるさく鳴る心臓も、自分が生きている証しよう拠こである一いつ切さい合切が邪じや魔まで邪魔でしょうがない。

　もっと、この光景に浸ひたらせて欲しい。お願いだから、邪魔をしないで欲しい。

　どうしようもなく美しい光景を前にしたとき、人は自らの生すら疎うとましく思う。

　と、無意識の内に持ち上げられたレイシャの指が、目尻に浮いた雫しずくを掬すくうことなく止まった。

　一筋の涙が頰ほおを伝うのに合わせて、一筋の光が夜空を流れた。

　その行き先を追いかけるよりも早く、次の、そしてまた次の光が夜空を駆けた。

「わあっ」

　まさか、精霊の漂う夜空以上に美しいものがあるとは思いもしなかった。
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　本当にこのまま命が果てても、レイシャはきっと何の不満を抱いだくこともないだろう。きっと、満足しながら生を終えることが出来るはずだ。

　流れていく幾条もの光の軌き跡せき。

　それらに導かれていくように、これまでただ漂うだけだった精霊たちが姿を変えていく。ゆっくりと、しかし精せい緻ちに、形を整えていく。

　その移り変わりはレイシャもよく見知ったものだ。

　誰にだって真似まねできない、アリステル随ずい一いちの魔法技術。

　しかし普ふ段だん彼が使う魔法は、もっとこぢんまりとした、手のひらサイズなはずだ。それがどうしたことか、今レイシャの目の前でアリステルの空を覆い尽つくすほどに広大なものとなっている。

　でも、とレイシャは思う。彼と一緒にあの少女がいて、そして一緒に魔法を使っているのならば、今見ている光景に何の不思議もない。

　そしてこの瞬間、レイシャは自身がお伽の園を飛び出した理由がきれいさっぱり消え去ったことを悟さとった。

　もう、さがす必要などない。

　彼らは紛まぎれもなくそこにいるのだから。

　ならば、今は目の前に広がる光景を瞳ひとみと、記き憶おくと、心に焼き付けよう。

　泣いているのか、笑っているのかすらわからなくなる。そんな、心奪うばう景色を特等席で見届けよう。

「……」

　夜空のキャンバスに描えがかれたものがある。

　煌きらめくいくつもの光点と、それらを結ぶ線。そしてその点と線の組み合わせが一体何を意味しているのかを示す輪りん郭かく線。

　八十八の塊かたまりに分かれた精せい霊れいたちが姿を変えたもの。

　ハクチョウがいた。

　サソリがいた。

　小こ熊ぐまがいて、琴ことがあり、水みず瓶がめがあった。

　力強い獅し子しがいて、雄お々おしい牛がいた。

　蟹かにがいたかと思えば、二匹ひきの魚が泳いでいる。

　大熊がのっそりと存在感を示し、乙女おとめが美しく佇たたずんでいる。

　レイシャはそれが何かを知っていた。

　カリムに話を聞いたあとに、学院の図書館で調べたから、誰かに教えてもらわずとも、それらを何と呼ぶのかをよく知っていた。

「……すごい」

　それは星座と言う。

　大昔、まだ空がダスト層雲に覆われていない頃ころに、人々が夜空に見み出いだした多くの絵画。

　きっと子どもたちがゆびさし追いかけたに違いない、昔の人たちの遊び心。

　それらが今、アリステルの空に再現されていた。

「あ」

　そしてそんな幻げん想そう的な風景を背負い、空高くから降りてくるふたつの人影があった。彼らの周囲を飛び回る伝目鳩ばとが見えたと思ったら、どこからか重じゆう厚こうな鐘かねの音が響ひびいてきた。

　グラオベーゼンが終わりを迎むかえる。




　　　　　　　▼




　精霊圏から降りてくるカリムの耳に、聞こえてくる音があった。

　荘そう厳ごんで、重厚で、どこか神聖で侵おかしがたい。そんな音色はアリステルにはひとつしか存在しない。

「大鐘楼だ」

「カリム……？」

「揺月、もう終わりだって」

「え、やだ」

「って言っても、鐘の音が聞こえてきたし、仕方ないって。帰らないとばあちゃんに怒おこられるよ」

「それもやだ」

「また、いつでも遊べるから」

「ホント？」

「本当」

　そう、今となってはもうカリムが揺月に対して距きよ離り感かんを抱く理由は消失した。精霊圏に飲まれていこうとする揺月を助けた。それが、カリムが長年抱き続けていた罪悪感を消し飛ばしてくれたのだから。

「揺月、帰るよ」

「…………」

　尚なおも不満げに瞳を眇すがめる揺月に先立ち、カリムはゆっくりと空を降りていく。

　最後に揺月と一いつ緒しよに魔法で作り上げたものはうまくいっただろうか。後で、宮古に聞いてみよう。

「ふぁ」

　思わずあくびが漏もれた。そういえば、今日は随ずい分ぶんと長いこと飛んでいた気がする。それもこれも大変だったり、楽しかったりであっという間だった気がするけれど。

「んっ」

　目に強い刺し激げきを受けたカリムは、反射的に手をかざしていた。一体何ごとかと薄うす目めになってそちらを向けば、そこにはこれまで見たことのない光景が広がっていた。

「揺月」

「なぁにぃ」

　なんだかんだ言いつつ、揺月もひどく眠ねむたげだ。

「あれ見て、あれ」

「……きれい」

　カリムが指さす先、揺月が感かん嘆たんの声を漏らした景色がある。

　東の空が飛び始めた時とはまるっきり装いを変えていた。

　雨はすっかり上がり、空全体がなんとなく白味を帯びている。その中に薄い紫むらさきや柔やわらかいピンクや、優やさしい橙だいだい色いろが混ざり合っている。目を焼く曙しよ光こうに雲も色を塗ぬり替かえられ、そしてそれは眼下のアリステルの街並みも同様だった。

　常にモノトーンの乏とぼしい色しき彩さいに沈しずんでいたアリステルが、鮮あざやかに色づいている。

　蔦アイ編ヴイみ・コク繭ーンの建物がキラキラと光を反射させ、都市のそこかしこに見る木々の緑が陽ひの光に輝いている。本当はこんな色合いをしていたのかと思うほどに、アリステルはしっかりと息づいていた。

　そしてそんな都市の中心に位置する一枚岩。お伽の園のその上に位置する劇場庭園には、一本のとても大きな木が植えられていた。

　幾いく本ほんもの木々が絡からまりあったように、表面は螺ら旋せん状の段々になっている。そしてそのことを裏付けるように、段々の隙すき間まからはにょっきりと木の枝が伸のびている。

　その正体は、カリムが揺月を助けに行く直前に落としたたくさんのパナケア。それらが精霊たちを宿しながら、根を張り、枝を伸ばし、葉を茂しげらせ、そして大きく大きく育っていった結果だった。

「眩まぶしい」

「うん」

　雲は晴れ、アリステルの上空には夜明けの空が広がっている。

　眩まばゆい光の中を伝目鳩の群れが飛んでいる。

　これから目を覚ます人々は、きっと朝一で仰ぎよう天てんすることだろう。

　驚おどろき目を見開き、そして次し第だいに笑えみを浮かべていく人々は、きっと口々にこう言うに違ちがいない。

「まるで魔法みたいだ」と。
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　目覚めは爽そう快かいだった。

　いつだって体の奥底にへばりついている息苦しさは微み塵じんも感じず、霧きり雨さめが上がった後と同じで、肌はだ全体が呼吸する気持ちよさを堪たん能のうしていた。

　一日の始まりに変わりはない。

　起きて顔を洗って、朝食を食べる。牛乳を飲みながら朝のニュースを横目に見て、歯を磨みがいて着き替がえをする。

『今日の精霊指数は、前日比プラス７％、平均精霊指数よりはプラス32％と依い然ぜん高い数値を記録しており、本日もまた過去の観測記録を更こう新しんする結果となりました。これで三日連続の大おお幅はばなプラスとなっており──』

　カリムがそうしていつもと同じ朝を迎えている間も、遠オーロ見ラビジ鏡ヨンではニュースキャスターが昨夜ゆうべ何かいいことがあったかのようにしゃべり続けている。

　と、今日の精霊指数を伝えるコーナーが終わり、画面が切り替わった。

「うわ、やめろよな朝から」

　思わずそんなひとり言が漏れた。

　切り替わった鏡面に映し出されているのは、グラオベーゼン中のカリムだった。箒ほうきを手に、何やら珍ちん妙みようなポーズを取り、どうにもパッとしない表情で映っているその姿は、自分で言うのもなんだがマヌケ以外の何ものでもない。

「うわ～、カリム、アンタちょっとマヌケ面づら過ぎない？　あははっ」

　ミラー・ツリーの稼か働どうからこっち、ずっと働き通しだった宮みや古こは、連日の激務から解放され気が抜ぬけたからか、ここ数日は朝の時間にバタバタすることもなくなっていた。その証しよう拠こに、学院の制服に着替えたカリムとは反対に、彼女は未いまだ着替えてすらおらず寝ね巻まき替がわりのラフな格好に身を包んでいる。

「ついこの前までは三流だのなんだのって言われてたのに、随分持ち上げられてるじゃない。よかったわね～英えい雄ゆう様」

「むかつくだけだから、それ」

　しかしカリムがいくらそう言ったところで、それが世間の評判なのかマスコミの誇こ大だい広告なのかは知らないが『アリステルを救った英雄』とテロップ付きで紹しよう介かいされ、キャスターにも似たようなことをまくし立てられれば、どうにも気き恥はずかしいものがあるのも事実だった。

「お伽の園ガーデン宛あてにアンタの会見依い頼らい来てたし、下手したら学院にも行ってるんじゃない？」

「嫌いやだ、めんどくさい」

「そう言わずに受けてあげなさいよ。何しろ、アリステルを救った英雄様、なのよアンタは。っくく」

「絶対嫌だ」

「そう言わずにさ～、ねー、英雄様～。ちょっとぐらいいいじゃない英雄様～、っくくく」

『英雄様』を連呼し腹を抱かかえる宮古にむかっ腹をたて、ついでに余計な報道をするニュース番組を苛いら立だちのままに別の番組に切り替える。

「あ、ちょっとなんで変えるのよ、おもしろいのに」

「うるさいなあ、黙だまって朝食食べてなよ」

『──尚、先の危機を発生させたミラー・ツリーの処分については依然協議が重ねられており、早さつ急きゆうな取り壊こわしが叫さけばれる中、対応が検討される模様です』

「ミラー・ツリーってさ」

「ん？　なによ英雄様。っふふ、あはは」

「いい加減にしないと嫁よめの貰もらい手なくなる呪のろいをかけるぞ」

「どうぞご自由にー？　そしたらアンタに責任とってもらうからって、なによその嫌そうな顔。ケンカ売ってんの？」

「べっつにー？」

「うわ、腹立つ。で、なによ」

　唐とう突とつに話題を切り替える宮古に面めん食くらいながら、カリムは鏡面を見やる。そこではスタジオのコメンテーターやら批評家やらがミラー・ツリーについて、批判的な意見を並べ立てていた。

「ミラー・ツリーってさ、どうなるの？」

「さあ？　あの塔とうの担当とは部署違うし、アタシのとこまで降りてきてる情報なんて遠見鏡と同じ噂うわさレベルのものばかりよ」

「ふぅん」

「何、気になるわけ？　アンタも邪じや魔まだって言ってたじゃない」

「邪魔だから、壊すならとっとと壊しちゃえばいいのに、とは思う」

「ま、あれについてもそのうちどうにかなるでしょうよ」

「どうにかしてください、としか言いたくない。と、宮古、オレそろそろ出るけど」

「洗い物はー？」

「帰ったらやる」

「あっそう。気をつけなさいよー」

　間延びした宮古の声に送られながら、カリムは窓を開けてテラスへと一歩出る。

　冬の冷たい空気が頰ほおを打つ。白い吐と息いきの向こう側には、ここ数日ずっと目にしていたのに、いくら見ても見み飽あきない青空が広がっていた。

　いい空色だ。

　それこそ、一日を始めるのに相応ふさわしいと思える程ほどに。

　カリムは満足げな笑みを浮うかべると、箒を手にアリステルの街並みに飛び込んでいく。

　遮さえぎるもののない日差しを浴びる蔦アイ編ヴイみ・コク繭ーンの建築群。行き交かう空のスカイ交通トラフ網イツクに、擦さつ過かしたガラス張りのビル。朝早くにも拘かかわらず、オフィスには人ひと影かげがあり、そして空にもまた、多くの人影がひしめき合っていた。

「カリム・カンデラだ!!」

　賑にぎやかな声に振ふり向けば、小学生ぐらいの一団が箒に跨またがり空を飛んでいた。

「おー」

　カリムが手を振って応こたえてやると、登校中の一団は嬉うれしそうに盛り上がる。

　だからちょっとしたサービスで、カリムはグラオベーゼンのときに行うような曲芸飛行でもって、一ひと際きわ大きく飛び上がった。背後から聞こえる歓かん声せいを耳にしながら、勢いそのままに目の前の蔦編み繭をひとつ飛び越こえれば、そこには都市の中心に位置する巨きよ大だいな一枚岩がデンと横たわっている。

　カリムの日常で一番変わったのは、この瞬しゆん間かんだと思っている。

　劇場庭園を目にすれば自然と視界に入るもの。あの日、揺ゆ月づきと一いつ緒しよに育て上げた絡み合いの大樹は、降り注ぐ陽の光を一身に浴びて輝かがやいている。

　それは、カリムには何よりも眩しく見えるものだった。

　今のアリステルを象しよう徴ちようする大樹を眼下に見て、行き交う有翼鯨ジヤンボや鰭飛びマンタの狭はざ間まを器用にすり抜けながら、強い朝日を全身に浴びる。

　とても気持ちがいい。

　冬の冷たい空気も、周囲を行き交う多くの乗り物も普ふ段だんと全く変わらないというのに、日の光を余すところなく浴びながら飛ぶのが、この上なく快感だった。

　そうして学院への登校路を堪能したカリムが、到とう着ちやくと同時に通しワイズ手鏡ミラーを見れば、飛んでいる間に届いていた短いメッセージが表示されている。

『遊びに行くから』

　ついで、

『一緒に遊ぼう』

　揺月らしい簡潔なメッセージ。そしてそれに返すカリムの言葉もまた、

『わかった』

　と短いものだ。

　ちょっとだけ考え、もう一言だけ追加した。

『待ってる』

　満足気な表情で箒を置くと同時、通し手鏡をポケットにしまったカリムの肩かたがぽんと叩たたかれた。

「ちゃお、カリム」

　そうして笑みで挨あい拶さつしてくるのは、オレンジブロンドの髪かみを揺ゆらすひとつ上の先せん輩ぱいだ。

「レイシャ先輩」

「今日の空も気持ちよかったね。我が慢まんできなくなって一時間ぐらい早く出てさ、この時間までずっと飛んじゃった」

「先輩、昨日だってグラオベーゼンやったじゃないですか」

「そうなんだけどねー。やっぱり気持ちいいからさ。本当は昨日ももっと長く飛んでたかったんだけど、ほとんど何もしないままに大グロツ鐘ケンチ楼ヤームを鳴らされちゃった。箒もキレイなままなのに」

「いいじゃないすか、箒が汚よごれないなら、それが一番ですよ」

「そうなんだけどさー、もっと飛んでたかった。あ、そういえば今朝のニュース見たわよ」

「さてと、オレは教室行くんで先輩はごゆっくり」

　そう言って立ち去ろうとしたカリムだが、レイシャに制服の裾すそを摑つかまれてしまう。

「なんすか？」

「アリステルを救った英雄だってね」

　宮古といいレイシャといい、なんだってその話題に食いつくのか。興味深そうに視線を送ってくるミーハーな生徒たちと違ちがい、カリムのことをそれなりに知っているはずなのに。

「やめましょう、その話は。小こっ恥ぱずかしいんで」

「えー、せっかくアリステルを救った英雄さんにサイン貰おうと思ったのにー」

「サインって……。いやもうホント勘かん弁べんしてくださいって」

　レイシャのからかいに苦く笑しようを浮かべながら、カリムは階段を登っていく。登校時間の被かぶった生徒や教師から向けられる視線と言葉が、そんなカリムを追いかけてくる。そこに悪意はないのだろうが、チラチラと視線を送られ小声で会話を交わされれば、居い心地ごこちは悪い。

「そういえば、揺月さんってあのあとどうしたの？」

「簡単な検査だけしてカンデラの森に帰ったみたいですよ。あー、でもさっき遊びに来るって連れん絡らく入ってました」

「え、大だい丈じよう夫ぶなの、アリステルに来ても」

「雲が晴れてる内は平気みたいですよ。あんまり人の多いところを出歩かなければって話ですけど」

「ふうん、私も会いに行きたいな」

「いいんじゃないすか？　今日、明日ぐらいならアリステルにいるだろうし」

　カリムがそう言うと、レイシャが嬉しそうな表情でこちらを見ていた。視線で問いかけると、レイシャはひとつ上の先輩らしい優やさしげな笑えみでカリムのことを見返してきた。

「カリム、揺月さんのこと普通に話せるようになったんだね」

「あー、まあ」

「ふふ、よかった」

　そうして微ほほ笑えむレイシャに、カリムは英雄などとからかわれていた時とはまた別の気恥ずかしさを覚えた。見み透すかされているくすぐったさというか、年下扱あつかいされる心地よさというか。いずれにしろそれは、居心地の悪くなるものではなかった。

　その後も雑談を交わしながら、カリムはレイシャと並んで階段を登っていく。

　話すのはどれもくだらないことばかりだ。ミラー・ツリーとその推進派だった人らが色々言われていることや、ダスト層雲が晴れたことで中高生の間で箒に乗って飛ぶことが流行になってきていることなどなど、話題は様々だ。

「おっとー、朝から何やらいい感じ？」「その前に言うことがあるだろう」「そうそう。レイシャちゃん、久しぶりー」

　と、レイシャの教室がある階についたタイミングで、三人分の声がかけられた。

「え、あ!!　三人とも、もう平気なの!?」

「なんとかねー。いぇい」「精せい霊れい欠けつ乏ぼうって言っても軽いものだったから」「もう、だいじょうぶっ」

　ピースをしたり肩をすくめたり胸の前で両手を握にぎってみたりと、レイシャの友人たち三人は各おの々おの元気になったことを示してみせる。

「じゃあ先輩、オレはこれで」

「あ、うん。またね」

　さすがに邪魔をするのも野や暮ぼかと思い、自分の教室がある階へ向かおうとカリムはレイシャたちに背を向けた。

「いやいやちょっと待ちなよ後輩」

「はい？」

「なんで君はレイシャを置いていこうとするんだい？」

「なんでって……」

「私たちに遠えん慮りよなんてしなくていいんだよ？」

「遠慮……？」

「ちょっ、みんな何言ってんの!?」

　三人の言っている意味がわからずに首を傾かしげるカリムに、慌あわてるレイシャ。そんなふたりの反応を受けて、姦かしましい先輩たちはにんまりといやらしい笑みを浮かべた。

「またまたー、とぼけちゃってー」「私たちが休んでる間もお楽しみだったんだろう？」「やっぱりピンチのときに進展するのって王道だよね。いいなぁ」

「お楽しみ……？」

「進展……？」

　本気で意味がわからずに顔を見合わせるカリムとレイシャ。そんなふたりの反応をどう勘かん違ちがいしたのか、三人の先輩たちはとても楽しそうな笑みを深める。

「もー、とぼけなくてもいいのにー」

「え、とぼけるとかじゃなくて、本当に意味がわからないんだけど……。みんな、何の話してるの？」

「何って。したんだろう？」

「そうそう、ちゃーんと話を聞いてるんだからね」

「話って……。ていうか、したって、何をですか？」

「「「デート」」」

「は？」

「え、デートって、ええ!?」

　三者一様に口を揃そろえる三人に、首を傾げるカリムと素すっ頓とん狂きような声を上げるレイシャ。そんなふたりを無視して、女子三人のおしゃべりは勝手に加速していく。

「昼休みに中庭で堂々とだもんねー」「まさかレイシャにそこまでの積極性があるとは」「え、あれ誘さそったのってレイシャちゃんなの？」「それはそうだろう」「カンデラにそんな度胸あるわけないしー」「あー、そうかも」「しかし私たちが休んだ途と端たんそれか」「クラスの男子たちヘコんでるよねー」「君きみ島じまくんとかダメージ大きそう」「狙ねらい目では？」「うっさい、わたしのことはほっとけ」「いいなぁ、中庭デート」「彼氏を作ればいいじゃないか」「そんな簡単にいけば苦労しないのっ」

　昼休み、中庭、デート。盛り上がる三人の会話の断だん片ぺんから聞こえてくる単語に、カリムの中で想起されるものがあった。

『ヘクセが揃って中庭デートかー？』

　確かにあの時、そんな野や次じを飛ばされた気がする。きっと目の前で姦しくまくし立てている先輩たちも、どこかでカリムとレイシャが中庭で会話していたとでも噂うわさされているのを聞いたのだろう。

「そういうわけだからさ」「私たちはこれで失礼するよ」「レイシャちゃん、後で話聞かせてねー」

　そう言うと三人は、呆ぼう然ぜんとするカリムと赤い顔で佇たたずむレイシャを置いてさっさと立ち去ってしまった。あまりの勢いに訂てい正せいを入れることすら出来なかった。

「なんだったんすかね、あれ」

「さ、さあ？　あはは、みんなして何言ってるんだろうね、デ、デートなんて。そんな……」

　残されたカリムとレイシャの間には、気が付けば妙みような気まずさや緊きん張ちよう感かんが生じていた。三人に出会うまでにカリムが感じていた居心地の良さはすっかり消し飛んでしまっている。

「あーじゃあ、オレも教室に」

「カリム」

　どうにもやりにくい空気から逃のがれようと、今度こそ自分の教室へと向かおうとしたカリムをレイシャが引きとめる。微び妙みように引きつった表情で振ふり向けば、そこには顔を真っ赤にして立つレイシャがいる。

「あー、そのさ、カリムがよかったらでいいんだけど、」

「はい」

「なんていうかその、えっと、……今度お昼一緒に食べませんか？」

「先輩、それって……」

「いや、別にみんなに何か言われたとかじゃないよ？　ただほら、なんていうか、いやほんとにそんなデートとかじゃなくて、えっとその……、ほ、ほらこの間は私が途と中ちゆうで倒たおれちゃったでしょう!?　だからさ、改めてって、思ったん、だけど……。ダメ？」

「あー、まあそれはなんていうか」

　果たしてこういったときになんと答えればいいのだろうか。本人はデートではないと言っているが、顔を真っ赤にして不安そうに上うわ目め遣づかいでこちらを窺うかがってくるレイシャを見れば、さすがに意識しているのもわかってしまう。

「まあ、昼飯を食べるぐらいなら」

「本当……？」

「はい」

　カリムがそう答えた瞬しゆん間かん、レイシャが余りにも嬉うれしそうに笑うものだから、ついその笑顔に見とれてしまった。本当に、屈くつ託たくのない笑顔だった。

「カリム、ありがとう」

「え、ああ。まあ、はい」

　歯切れの悪い返答をしながら、レイシャの顔に見とれたことが照れくさく、なんとなくバツが悪くなり目をそらす。

「じゃあ、またね。今の約束、破ったらひどいからね」

「了りよう解かいっす」

　オレンジブロンドの髪を揺らしながら、明るい雰ふん囲い気きで廊ろう下かを駆かけていくレイシャの後ろ姿を見送る。

　朝の喧けん騒そうの中、カリムはそこはかとない寂せき寥りようを覚えた。が、特に気にすることもなく、振り返り一歩を踏ふみ出す。

　そうしてカリムは階段を登っていく。

　踊おどり場の窓から覗のぞく空はやっぱり青く、これまで見てきたどんな空よりも高く気持ちがいい。晴れ渡わたる空、なんてものがあるってことを初めて知った。

　ここ数日の間にカリムは、十六年間生きてきて初めて、空にも一日というものがあることを知った。

　朝昇った太陽はゆっくりと頭上を移動していき、昼頃ごろになれば空の最も高いところで輝かがやく。放課後に入る前は空は茜あかね色いろに染まり、そしていくらもしないうちに濃のう紺こんへと変わる。

　朝焼けとはまた違う斜しや陽ようの中をカリムは飛ぶ。

　蔦編み繭の建築群が長く影かげを落とす。先の騒そう動どうなど知ったことではないとばかりに佇むミラー・ツリーが、この時ばかりはアリステルの何よりも美しく夕日を照り返す。

　反射する茜色の日差しに頰ほおを焼かれながら、カリムは深い感動を抱いだき、いつもよりゆっくりとアリステルの空をおフエア伽リーテのイル・園ガーデンへと向かって飛ひ翔しようする。誰だれかを楽しませるための曲芸飛行も、気まぐれに魔ま法ほうで何かを作ったりもしない。橙だいだい色いろに染まった空をただぼんやりと飛んでいく。

　箒ほうきの上で思うことに詳しよう細さいはない。

　ただ胸に迫せまる感動を受け、こぼれそうになる涙なみだをじっと堪こらえるのだ。そうすることの出来る喜びを、深く深く胸に溜ためるのだ。

　情感に浸ひたれば、心は空白に満たされる。それは、とても心地ここちのよいことだった。

　そうして黄昏たそがれながら飛び続けて、太陽の代わりに月が顔を見せた頃ころ、カリムはお伽の園にたどり着いた。

「おっと、英えい雄ゆう様が来てくださったぞ」

「その呼び方、やめてください」

　魔術階段のあるフロアに顔を出せば、若い男性職員にそう出で迎むかえられた。学院にいる間も、レイシャとは別に多くの生徒や教師からそう呼ばれ続け、カリムもさすがに辟へき易えきとしていた。

「さすが英雄様。随ずい分ぶんゆっくりなお着きね」

「宮古」

「揺月なら上で待ってるわ。行ってあげなさい」

　そういう宮古の言葉は、とても優しかった。

「アンタたちが子どもでいられるのも、もう少しだけ。大人になる前に、あの娘ことは出来るだけたくさん、飛んでおきなさい」

　いきなりそんなことを言われれば面くらいもするが、カリムは宮古の言葉に頷うなずいた。

　子どもでいること、大人になること。それらがどういうことなのか、今のカリムにはまだよくわからない。それでも、揺月と一いつ緒しよに箒で飛べるのが今だけのことならば、その時間は大切にしたいと、そう思った。

　宮古の言葉に背中を押されるような形で、カリムはその場をあとにする。少年が自分の箒を手に魔術階段から見下ろすフロアは、忙いそがしさから解放された大人たちが明るい表情で働いていた。

　フロアの喧騒が遠く聞こえる踊り場には、仄ほの青い月明かりが差し込んでいる。あの晩、カリムたちのことを探し回っていた数羽の伝目鳩ばとは、揃って目を閉じ羽を休めていた。

　カリムは彼らを起こすことなく、劇場庭園に踏み出した。

　なんと、神秘的なことか。

　そこに広がる光景に、カリムは思わず息を飲まずにはいられなかった。

　立ち並ぶ木立は降り注ぐ月明かりによって陰いん影えいを切り取られ、夜よ闇やみに紛まぎれていくようにも、また夜闇から浮うかび上がってくるようにも感じられる。今にも動き出しそうな僅わずかな木の根の隆りゆう起きに、表面の模様で会話しているとも見える幹。そして伸のばした枝葉は、緑を深め、昼間の輝きの代わりに深い静けさをその身にまとっている。

　日が落ちる一時で木々の全すべてが生え変わったとでも言うのだろうか。劇場庭園全体を静せい謐ひつで厳おごそかな雰囲気が包み込んでいた。

　そして、そんな木立の狭はざ間まを、季節違いの蛍ほたるにも似た光が漂ただよう。

　緑黄色の燐りん光こうを放つ精せい霊れいたちが、冬の夜気に切り取られた木々の輪りん郭かくを、ほんのりと滲にじむ輝きでぼかしている。彼らが風に流されるようにふわりふわりと漂えば、その都度に木々は表情を変える。

　仄かな月明かりと、やわらかな燐光。それらの儚はかない輝きに照らし出された劇場庭園は、ため息を漏もらさずにはいられないほどに美しい。

　そんな木立の中をカリムはゆったりとした足取りで歩む。歩調に迷うところはなく、行き先ははっきりしている。広い劇場庭園の中、待ち合わせをするならば、他ほかに場所はない。

「……」

　カリムが無言で見上げるのは、あの晩に劇場庭園に出来上がった絡からみ合いの大樹だ。いくつものパナケアが生育する過程で絡み合ったそれは、複数の木々が混ざり合った歪いびつなものであるにも拘かかわらず、その根元も幹も、他の木々に負けず劣おとらずしっかりと育っていた。

　カリムは箒に乗る。

　枝葉の間を抜ぬけ、他の木々が作る一段低い梢こずえを飛び越こえ、その大樹の先せん端たんを目指して真っ直すぐに飛んでいく。やがて見えてくる大樹の先端と、そのさらに先で輝く月と、無数の星々。それらを眺ながめる特等席に揺月はいた。

「揺月」

　カリムが名前を呼ぶと、揺月がこちらへ視線を向けた。大樹のてっぺん近くで腕うでを伸ばす太い枝の上、幹に箒を立てかけ、足をぷらぷらと揺ゆらしながら座った揺月は、白い肌はだが月明かりに照らされ、どこかいつもと違ちがうエキゾチックな魅み力りよくを放っていた。

　そんな彼女の姿に、少しだけ緊張を覚える。

「……待った？」

「うん、待った。でも、退たい屈くつじゃなかったよ」

　そう言いながら口の端はしをひっそりと持ち上げる揺月は、やっぱり数日前とは雰囲気が変わっていた。刺とげ々とげしい冷たさがなりを潜ひそめているのだ。そうして色の薄うすい瞳ひとみに月明かりを湛たたえた透すき通った笑えみで見つめられると、カリムも自然と揺月に対してやわらかな微び笑しようを返していた。

「カリムもこっちにおいでよ」

　自身の隣となりをぽんと叩たたく揺月の誘いに従い、カリムも太い木の枝へと腰こしを下ろす。

「きれいだよね」

「だな」

　前を向く揺月につられて視線を向けた先には、夜のアリステルが広がっている。夕焼けに染まるのとはまた違う表情を見せる都市は、同じ月明かりの中にあっても、劇場庭園の静謐な雰囲気とは反対のやわらかく温かい明かりに満たされている。

　そんなアリステルの夜景を見つめるカリムと揺月の間に言葉はない。ただ黙だまって都市の夜景を見つめるのみだ。しかし、ふたりが共有する沈ちん黙もくに気まずさはなく、黙って隣にいるだけでも十分だと思える心地よさがあった。

　視線の先、仄かな明かりに満たされた都市のずっと向こう側には、黒々とした影がこんもりと横たわっている。晴れた夜空の月明かり程度では照らし出せない暗い影は、カンデラの森のものだ。そこで揺月は暮らしているのだと、ぼんやりと考えた。

「アリステルにはいつまでいるんだ？」

「明後日あさつて」

「そうか」

　短い言葉のやりとり。数日前までは決して出来なかった言葉の交こう換かんが、風もなく枝葉が静まり返った静けさの中、カリムと揺月の間で行われる。

「カリムもおいでよ」

「カンデラの森に？」

「うん。わたしとおばあちゃんが帰るのに合わせて一緒に。ね？」

「あー、そうだな……。精エレメ霊ンタル圏フイアで飛んだから、そう簡単に倒れることはないだろうけど」

「ダメ？」

　そうして尋たずねてくる揺月の言葉を、こんなにも落ち着いて受け止められる日が来るとは思わなかった。その変化をしっかりと嚙かみ締しめながら、カリムは揺月との穏おだやかな会話を重ねていく。

「学院とかあるからなー。サボればいいんだけど、……ばあちゃんに怒おこられない？」

「怒るかも。おばあちゃん、厳しいし。わたしもよく怒られる」

「勉強サボるなって？」

「うん。いつか森から出られたときのために、ちゃんとやりなさいって」

「そっか、だったらやっぱり学院をサボるわけにはいかないな。ばあちゃんに怒られる」

「じゃあ、森には一緒に行けない？」

「すぐには無理。でも週末とか、学院が休みの時になら行ける」

「本当？」

「本当」

　カリムがそう返すと、揺月は嬉しそうに微かすかな笑みを漏もらした。その声にカリムがチラリと視線をやれば、微ほほ笑えむ揺月と目があった。

「約束だからね」

「ああ」

　カリムがそう告げると、揺月との間には再び沈黙が降りてくる。その沈黙は、十年越ごしのやさしいものだ。

　眼下に広がるアリステルの街並みから少しだけ視線を上に持ち上げれば、夜空にはやわらかな光がいくつも瞬またたいている。それが精霊圏から降りてくる精霊たちの輝きなのか、それとも精霊圏のさらに上にある星々の輝きなのか、カリムにはわからない。だから、ちょっとだけ、確かめに行ってみようと、そう思った。

「カリム？」

　唐とう突とつに箒を手に立ち上がったカリムを、揺月が首をかしげ見上げてくる。

「どうしたの？」

「星を見に行こうと思う」

　カリムの言葉に揺月も夜空を見上げた。

「あは」

　そして顔に楽しそうな笑みを浮かべた揺月も、カリム同様に枝の上に立ち上がり、幹にたてかけていた自分の箒を手にした。

「わたしも行く」

　視線を交かわし頷きあったふたりは、共に夜空へと飛び上がる。

　冬の夜空はまだ寒い。しかし凍いてつく空気の奥底に、それとなくある暖かさが、これからの季節をしっかりと予感させる。

　揺月と共に目指す星空を見上げ、カリムは思う。

　季節が移り変わっていっても、またダスト層雲に覆おおわれることなく、空はきれいなままでいてくれるのだろうかと。こうして揺月と共に空を飛べる時間は、これからも長く続くのだろうかと。

　せめて、カリムや揺月が精霊離ばなれをして箒ほうきで空を飛べなくなるまで、空に汚よごれはなく晴れ渡わたっていて欲しいと、そう願わずにはいられない。

「カリム、はやく」

「わかってる」

　夜空の星々を目指して、二本の箒が昇のぼっていく。










　あとがき




　はじめまして、藤ふじ宮みやカズキです。

　この度たび、第二十一回スニーカー大賞・春の選考において優ゆう秀しゆう賞を受賞できましたことを、この場を借りて厚く御お礼れい申し上げます。

　選考に携たずさわって頂きました関係者各位の方々には、心よりの感謝を。

　拙せつ著ちよ、「いつかの空、君との魔法」はいかがでしたか？

　読み終えた方に楽しんで頂けたのなら、これ以上に幸いなことはありません。また、あとがきから先に読まれた方が本文を読み始め、ページを繰めくる手が止まらなくなる程ほどに楽しんで頂ければ、それも僕にとってはこれ以上ない幸いです。

　デビュー作を出すにあたり、担当様をはじめ、スニーカー文庫編集部様、イラストレーター様、校正様等、数多くの方々にご助力頂きまして本当にありがとうございます。右も左もわからないど素人しろうとが無事に本を出せたのも、皆みな様さまが力を貸してくださったからです。

　またの機会に皆様のお目にかかれることを願って、締しめとさせて頂きます。


二〇一六年　夏　藤宮カズキ　　


















本作は第21回スニーカー大賞優秀賞受賞作「箒が踊る夜」を改題・改かい稿こうしたものです。
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